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「──それでですね、その男は饅頭まんじゅうをぺろりと平らげたあとで、こう言ったんですよ。『ああ、怖こわい。今度は熱いお茶が怖い』って」

　魔法使いの国の夜空には綺麗きれいな三日月みかづきが浮かんでいました。その下、宿屋の中で、サヤさんはベッドに腰こし掛かけながら、いかにもおそろしそうな顔を浮かべながら語ったのでした。

「……すみません、これ、怖い話なんですよね？　今の話のどこに怖い要素があるんですか？」

「ええー。それを聞いたらヤボですよイレイナさん。ご自分で考えてください」


「…………」



　夜中に突然、私の部屋に押しかけてきて、「怖い話をしましょう！」とか言ってきたわりには内容がしょぼくれていたから聞いただけなのに、なぜだか叱しかられてしまいました。謎なぞです。

「じゃあ今度はイレイナさんの番ですよ。さあぼくを怖がらせてみてください！」

「はあ」

「あ、でもぼくは怖い話は苦手にがてなので！　ちょっとほんのり怖いけど最終的には感動できる感じのお話を所望しょもうします！」

「注文多いですね」

　私も怖い話をさせられる羽目はめになるのは更に謎でした。しかも若干じゃっかんハードルが上がっています。

　しかし残念なことに、私にその類たぐいの話のネタがないわけでもないのでした。

「そうですね、それじゃあとっておきのを一つ」

　そして私は語ります。




　あるところに旅人がおりました。

　とある国にやって来た旅人は、いつものように宿屋を借りて、寝泊まりをします。ところが、旅人が借りた部屋というのは、どうにも妙みょうなのでした。夜な夜な、見知らぬ誰かが入ってきては、「へへへ……一緒いっしょに寝ましょうよ……へへ……」とか誘ってくるのです。

　身の危険を感じた旅人は、部屋の内側から細工をして、誰も入って来られないようにしました。これで入って来られないだろうと安心しました。

　ところが見知らぬ誰かは、恐るべきことに、扉とびらを破壊してしまったのです。




「その後、旅人がどうなったのかを知るものはいません──」

　私が語り終えると、サヤさんは大げさに震えて、

「ひいい……、怖いですね。おそろしいですね。その見知らぬ誰かってぜったいストーカーですよ！　旅人さん可哀想かわいそう」

「ちなみに今の話は実話です」

「じ、実話……？　ひいいい……。ぼく怖いです。イレイナさん、一緒に寝てください」

「最初からそのつもりで来たのでしょうけどぜったいにいやです」

「そんなぁ！　このままじゃぼく、怖くて眠れませんよ！　明日の練習に響く可能性すらあります」

「知りませんよそんなの。勝手に一人で震えながら寝てください」

　そして私は、ため息をつきながら彼女をじっとり睨にらむのです。

「というか早く扉を直してくれません？」




【初出情報】一巻　メロンブックス購入特典

【著者コメント】

　超有名な落語らくご『饅頭怖い』をネタにしたものですね。特に意識はしてなかったのですが、作品の節目ふしめである十巻でも同じ題材を用いてＳＳを書いています。しかもまったく同じタイトルで！　お前は何も考えてないのか白石しらいし！
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「イレイナ、人生の中で培つちかってきたものはすべて、生きるための足場あしばになるのですよ」

　修業の日々の中で、フラン先生は突然、格言かくげんめいた変なことを言うことがありました。

　長く一緒いっしょにいると相手のことがよーく分かるもので、こういった発言をするときは大抵、単にお腹なかが減っているだけであると相場が決まっています。

　なので私は露骨ろこつに顔をしかめるのでした。

「はあ……、そうなんですか」

　なんて言いながら。

「ええ──思い出すだけで顔が赤くなってしまうような過去や、死にたくなるくらいに辛つらい過去、誰にだってありますよね。けれど、それらは決して消し去るべきものではないのですよ」

「ちなみに先生にはそういう過去、ありますか？」

「勿論もちろん。この年になって蝶々ちょうちょうを追いかけたせいで迷子まいごになって半泣きになったことがありましてね、それが死ぬほど辛い過去です……」

「うわあ……」

　聞きたくなかった……。

「イレイナにはありますか？」

「たった今フラン先生に質問をしてしまったことです」


「…………」



「それで、結局何が言いたいんです？」


「…………」ふっと口元を緩ゆるめて、先生は言います。「失敗をしても、その失敗があるからこそ、人は少しずつ前向きになっていけるものなのです。失敗とは、前を歩くための地盤じばんになるのですよ。だから恐れず、様々なことに挑戦することが大事です」



「ちなみに、今言っていた失敗から学んだことって何ですか？」

「蝶々は気まぐれだから追いかけると迷子になるという現実です」

「でも私と初めて会ったとき、先生、蝶々追いかけてませんでした？」

「……あっ」

　なるほど未いまだに地盤はゆるゆるみたいです──と言うより。

「でも、だったらたまには私の代わりに料理を作ってくれてもよいのでは？」

「いえいえ。私はそういうことはいたしませんよ」

「言動げんどうが矛盾むじゅんしていますけど……」

「何を言うのですか。私は『料理をしない』をしているのです。決して面倒めんどうくさいからという理由で料理を作らないわけではないのですよ。私はやればできる子なのです」

「……それで、『料理をしない』をして学んだことって何です？」

「私が作らなくても料理の上手うまい弟子がいれば豊かな暮らしは可能という揺ゆるぎない事実です」


「…………」



「いつもありがとうございます」

　地盤はゆるゆるどころか沈下ちんかしておられるご様子。

　なんだそりゃとしか思えない格言でした。けれど真正面から感謝されてしまうと、嬉うれしいような、恥はずかしいような、妙みょうな気分になるのでした。

　……とまあ、今回、そのようなことを足元に固めた私だったのでした。

「そろそろご飯にしましょうか」




【初出情報】一巻　とらのあな購入特典

【著者コメント】

『魔女まじょの旅々たびたび』第一巻用に書き下ろしたＳＳですね。店舗特典ＳＳはページ数的に制限がかかるためわりと強引に詰め込んだりすることがままあるのですが、第一巻の時点で既すでにわりとかなり強引に詰め込んだ形跡けいせきがあって微笑ほほえましくなりました。
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　とある森の奥で、旅人に憧あこがれる一人の魔女見習いが、魔女のもとで修業をしておりました。

　魔女見習いの名はイレイナ。灰色はいいろの髪かみと瑠璃色るりいろの瞳ひとみが何よりも特徴的な少女です。

　ちなみに天才です。

　ところでその天才は一体誰か。

　そう、私です。


「…………」



　まあ冗談じょうだんなのですけど。

「見てくださいイレイナ。最高の料理を作りましたよ」

　などと語るフラン先生の言葉も何かの冗談であって欲しいと願ってやまない私でした。

『イレイナ、私、たまにはもっと美味おいしいものが食べたいです』

　と先生が世迷言よまいごとをぬかしてきたのは、つい先日のこと。

　いつも私にばかり料理をさせているくせに一体何を言い出すのやら。私は怒おこりました。堪忍袋かんにんぶくろの緒おがぷっちーんと切れました。

『いやです。たまには先生が料理を作ってください。もう私、怒りましたからね。先生が料理を作ってくれるまで私はぜったいに料理はしません。梃子てこでも動きませんよ。本当ですからね？』

　といった感じに、私、とっても怒りました。

　さすがに反省したのか、先生は、その翌日に、確かに料理を作ってくれました。

　作ってくれた……のはよいのですが。

　まあ、なんということでしょう。テーブルの上には見るも無残むざんな光景こうけいが広がっているのでした。

「……これが最高の料理、ですか……。はあ、どうやら先生の目は濁にごっているようですね」

　私は嘆息たんそくを漏もらしました。

　しかしながら私の嘆息は先生にとっては感嘆かんたんのため息に聞こえてしまったようで、彼女は「ふふふ……」と更に笑みをこぼしながら、

「さあ見てくださいイレイナ。これ、食材に何を使っているか分かりますか？」

「イカ墨すみのパスタですか？」

「いいえぺペロンチーノです」

「なるほど近頃のぺペロンチーノは麵めんが真っ黒なんですか。勉強になります」

「ちなみに麵は最高級のものを使用しています」平然とするフラン先生でした。どうやら私の苦言くげんは彼女の耳を通り抜けてしまっていたようでした。「では次に、このスープには何を使っているか分かりますか？」

「え？　すみません。液面が見えないです」

「これにはですね、最高級のロブスターを使っているのですよ」

「……ロブスターが泥どろの上に刺さっているようにしか見えませんが」

「これはスープです」

「スープですか」

　まあ先生が言うならそうなのでしょう。

「ではこれには何を使用しているのか分かりますか？」

「雑草ざっそうですか？」

「最高級のサラダです」

「最高級のサラダってなんですか……」

　もはや意味不明でした。

　しかし先生が言いたいことは、この辺りでようやくお察しできたというものです。

「あの、先生」私は恐る恐るというふうを装いながら尋たずねました。「もしかして最高級の食材を使っているから最高の料理と言いたいんですか？」

「そうですが何か？」


「…………。最高級のものを使うだけで最高のものが作れたら苦労しませんよ。むしろ限られた食材でいかに美味しい料理を作れるかが、私たち素人しろうとが料理を作るうえでの肝きもになってくるものだと思います」



　高級料理を扱あつかう多くの人がお皿の白い部分にソースで謎の模様もようを描いたり、崩くずすのが勿体もったいないくらいに綺麗きれいな盛り付けをしていますが、あれは恐らく『あー、やべーわー。味は完璧なのに何か物足りねーわー。もうちょっとアート的な要素を足したいわー』みたいなふうに暇ひまと余裕よゆうを持て余した料理人たちの遊び心が生み出したものだと思うのです。

　最高級の食材を扱うような人には、それだけのこだわりがあってしかるべきだとも思います。

　しかしフラン先生は、目を細める私に、自信たっぷりの様子で言うのでした。

「イレイナ。私の料理を食べる前から否定するのはいかがなものかと思いますよ。見た目だって、こんなにも素敵すてきではありませんか。味も私が保証します。最高です」

　おっと。

　目の前の料理にもアート的な要素があると仰おっしゃいますか。


「…………」



　前衛ぜんえい的ですね。




　で、実際に食べてみました。

　物は試し。

　確かに食べてみなければ、先生の料理が美味しいかどうかは分かりません。

　直後に後悔こうかいが胃いの奥底から波のように襲ってきました。

「……おええええ」

　何があったかはここでは控ひかえさせていただきます。





○






「どうでした？　私の料理、最高だったでしょう？」

「ええ。今まで食べた中でも最高に不味まずかったです。よくもあんなものを自信満々に出せましたね。先生の舌したってどうなってるんですか」

　私が毒舌どくぜつを吐いてみせると、先生は、飄々ひょうひょうとした様子で、

「おや、何を言っているのですか、イレイナ。私はあの料理が最高とは言いましたが、美味しいとは一言も言っていませんよ」

　と言ってくるのでした。


「…………は？」



　どういうことで？

「ちなみに私もさっき試食して意識を失いました。私の料理はやっぱり駄目だめですね。最高に不味いです。どんな食材を使っても私の手にかかれば生ゴミになってしまうようです」

「生ゴミと分かっていながらどうして私に食べさせたんですか……」

「あれで私がどれほど料理が下手へたくそか分かったでしょう？」


「…………」



「しかしイレイナの料理は素晴すばらしいですよね。本当の意味で、最高の料理です。私は自分で料理をするより、イレイナの料理が食べたいです」


「…………」



「というわけで今日もイレイナが料理を作ってください」

　結局そうなりますか。

　私はため息を一つ漏らしながら、キッチンへと向かいました。幸いにも先生が買い漁あさった食材が呆あきれるほどありましたため、味付けには困こまりませんでした。

　それどころか高級食材で溢あふれかえっているせいで、いつもよりも腕を振るって料理をしてしまったほどです。

　どうやら、まんまとしてやられたらしい、ということに気づいたのは、ソースでお皿に模様を描いたあとのことでした。




【初出情報】ＧＡ文庫公式Ｂｌｏｇ

【著者コメント】

　夏祭りの屋台や海の家で食べる焼きそばがこの世のものと思えないくらいに美味しいように、同じ料理でも料理を取り巻く環境一つで味は如何様いかようにも変わるものだと思います。美味しい料理には美味しくなる環境も大事なのでしょう。馬鹿ばかでかい皿に描く謎の模様も、そのような演出のために必要なのです。
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「イレイナ。実は私はですね、魔法が使えるのですよ」

　修業の日々でのことです。

　森の奥、木の上にひっそり佇たたずむ小さな家にて。

　フラン先生は、とってもおかしなことを仰おっしゃいました。

「どうしたんですか先生。ついに頭がおかしくなりましたか」

　星屑ほしくずの魔女を名乗る我が師しはどうやら自分が何者かをお忘れになったようです。嘆なげかわしいことこの上ないですね。

「あ、ごめんなさい間違えました。ちょっと待ってください。えっと……」

　先生は『週刊しゅうかん　馬鹿ばかでも分かる手品』と書いてある本をあたふたしながら読み漁あさったのちに、「やってしまいました。今のは魔法が使えない人が使う台詞せりふでしたか……。すみません最初からやり直しでお願いします」などとのたまうのでした。


　…………。



　どうやら先生は手品とやらに興味があるようです。

「暇ひまなんですか？　先生」

「暇ではありません。時間があるから、『あ、そうだ。手品とかできたら素敵すてきかも』と思っただけです。それ以外に特に理由はありません」

「その状態を暇というんですよ」

「ところでイレイナ、今からちょっと賭かけをしてみませんか？」

「賭けですか」

　先生はテーブルにトランプを置きながら頷うなずきました。

「今からイレイナには、このトランプの中から好きなものを一枚引いてもらいます。その一枚に書かれている数字を覚えたら、また山の中に戻してください。私が見事に、あなたが引いたカードを当てて差し上げましょう」

　先生は『週刊　馬鹿でも分かる手品』を片手に言いました。ちなみに創刊号そうかんごうは銅貨一枚だそうです。ただし次回からは金貨一枚。ぼったくりかな？

「……それで賭けというのは」

　なんとなく先が見えていましたが、念のため、私は尋ねておきました。どうせ「私が買ったら皿洗いを代わって欲しい」とか言うに違いありません。

「もしもイレイナが引いたカードを言い当てることができたら、私の勝ちです。皿洗いを代わってください」

　ほらー。

　キッチンには、大量のお皿や器たちが溢あふれんばかりに積み重なっていました。私がつい調子に乗って作りすぎてしまったがゆえに、使用した食器の量が馬鹿みたいなことになっていたのです。ついでにフラン先生が生成した暗黒物質を載のせていた食器も一緒いっしょになって置かれていましたので、キッチンはまさに混沌こんとんそのもの。

　あまりの量に嫌気いやけがさしたのでしょう。

　で、魔まがさしたということなのでしょうね。

「ふふふ……、この本さえあれば、イレイナの目をあざむくことも容易たやすいですね……」

　イカサマする気満々なフラン先生でした。

「では、もしも先生が外したら、一週間、私の代わりに皿洗いをしてくださいね」

　見破る気満々な私でした。





○






「さあどうぞ」

　先生はトランプの束たばを扇おうぎのように広げ、こちらに差し出しながら言いました。描かれた赤い模様もようが楕円状だえんじょうに広がっていて、さながら花びらのよう。

「えい」

　私はその束の真ん中辺りから一枚引っこ抜きました。ジョーカーでした。

　その間、先生はちらちらと『週刊　馬鹿でも分かる手品』に目をやっていました。ちなみに創刊号には付録がついてくるそうです。

　トランプの束の真ん中辺りにジョーカーを戻すと、先生ははっとして、「カードを戻しましたね？　それでは、今からイレイナが引いたカードを一番上に持ってきてみせましょう」と、トランプの束を、とんとん、とまとめました。

　そのあとで、束の上に手をかざして、

「……えいやー」

　などと、なんか呪文めいたことを仰っていました。ちょっと恥はずかしそうでした。

　そして一番上のカードをめくります。

　ジョーカーでした。

「イレイナが引いたのは、このジョーカーですね？」先生はしたり顔でした。「ふふふ。私はイレイナの師匠ししょうですからね、あなたのことなら何でもお見通しなのですよ」


「…………」



「さあ。ではイレイナ。約束どおり、皿洗いを代わってもらいましょうか」

　凄すごくしたり顔でした。

　そんな彼女に、私は深いため息をつきました。

「大ハズレです。私が引いたのはそのカードじゃありません」

「おっと噓うそはいけませんよイレイナ。私はあなたの師匠ですよ？　あなたのことなら何でもお見通しです。あなたが引いたのは、間違いなく、このジョーカーです」

「いえ。そのジョーカーではありません」

「……何ですって？」

　怪訝けげんそうで、どことなく不安そうな表情を浮かべて見せた先生に、私は端的たんてきに申し上げるのでした。

「そのトランプ、全部ジョーカーでしょう？」


「……………………………………………………何を言っているのやら。そんなわけがないでしょう」



「では二枚目をめくって見せてください」

「それはちょっと」

「先生」

「拒否きょひします」

「不可です。めくってください」

「それはちょっと」

「早く」

「お断りします」

　埒らちが明かないので、無理やり奪い取ってみました。

　先生の手から奪い去ったトランプたちをテーブルの上に広げて見せると、見事なまでにピエロまみれ。ピエロばっかり。こちらをひたすらに馬鹿にしてくるような小物くさい笑みを浮かべておられます。

　ジョーカーでした。全部。

「どうやら私の勝ちみたいですね」

　せいぜいしたり顔を浮かべてみせると、先生は実に悔くやしそうな顔をしてくれるのでした。

「……くっ。なぜ分かったのですか……。私の手品は完璧だった筈はず……」

　先生はうらめしそうに、『週刊　馬鹿でも分かる手品』を睨にらんでいました。

「私は先生の弟子ですよ？　あなたのことなら何でもお見通しです」

　私は言いました。





○






『週刊　馬鹿でも分かる手品』

　その本は毎週、高い金を払わせる代わりに、手品が簡単にできるようなグッズが付録としてついてくるようです。表紙の煽あおりに書いてありました。

　ついでに、『今週は全部ジョーカーのトランプつき！　これで君も一流手品師だ！』とか書いてありました。

　先生は私の目の前で読んでいたものですから、種も仕掛けもすべて丸見えだったというわけです。別の意味で馬鹿でも分かる手品だったというわけです。

「この量を私一人でしなければならないのですか……。ああ……心が折れそうです」

　キッチンにて広がっている惨状さんじょうを目の当たりにしながらうなだれるフラン先生でした。

　私がなぜ彼女の手品を見破ることができたのかは、今のところ、打ち明けていません。多分今後も打ち明けません。

　だって、先生は私のことなら何でもお見通しなのでしょう？




【初出情報】ＧＡ文庫公式Ｂｌｏｇ

【著者コメント】

　以上、本の宣伝せんでんのためにＳＳを発表するんじゃボケえ！　と編集部に言ったところ、「じゃあ、ＧＡ文庫ブログに載せるよ～」というお話になり掲載されたお話二編でした。本当はもう一つあったのですけどそれは本編に突っ込みました。
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　その日、私が訪れた国は、なにやら妙みょうな催もよおしものをしているらしく、大通りは派手はでなアーチや装飾そうしょくで飾り付けがなされ、立ち並ぶ露店ろてんも妙に気合いが入っています。

　なるほどどうやらお祭りが行われているらしい、と気づくまでさして時間はかかりませんでした。

　しかし、はてさて。

「あのう、すみません」私は道を歩いていた女性を捕まえて、首をかしげました。「今日は一体何の催しなんです？」

　すると彼女は途端とたんに目を輝かせて、「まあ！　あなた旅人さんなのね？　ようこそ我が国へ！」と私の両手を摑つかんでぶんぶん振りました。ご挨拶あいさつにしては激しすぎです。

　彼女はひとしきり私の手を振り回したのち、

「今日はね、『我が国に旅人が一気に百人来た記念日』なの！　そんな日に旅に来るとはまさしく運命ね！」

「はあ」

「ちなみに昨日きのうは『我が国が真面目まじめな国家運営を辞やめた記念日』で、明日は『我が国の記念日の総数が三百を超えた記念日』よ！」

　なんだかその三つだけでも十分すぎるほどにこの国がどういう国なのか分かってしまった感じがありました。

「もしかして年中こういったお祭りをしているんですか？」

「もちろん！　毎日が記念日よ！　……明後日あさって以外はね」

「というと明後日はお祭りをお休みしているんですか」

「そうじゃないわ。明後日は唯一ゆいいつ、これといって記念すべきことがなかった日なの。だからお祭りができないのよ。我が国にとってお祭りが出来ないとは死に等しいわ。……はあ。二日前から憂鬱ゆううつ」

　の割には元気が有り余っているようですし、憂鬱というお言葉を辞書で調べたほうがよろしいのでは。

　というか。

「それなら『記念すべきことがなかった記念日』にすればいいじゃないですか」

「それだわ！」

　目をくわっと開き、そして彼女は再び私の両手を摑んでぶんぶん振りました。やはりご挨拶あいさつにしては激しすぎです。

　後日、結局、この国の記念日は無事コンプリートされ、毎日がお祭りの素敵すてきな国ができあがったといいます。素敵な国は今も毎日のようにお祭りをしながら、旅人や観光客たちを楽しませているのだそうな。

　しかし毎日お祭りをするなんて、おめでたい国ですよね。

　毎日お祭りをできるというのも、おめでたい話ですけれど。




【初出情報】ＧＡノベル創刊一周年記念　購入特典

【著者コメント】

　ＧＡノベル一周年記念のＳＳです。

　一周年記念とまったく関係のないＳＳを書いているライトノベル作家……。
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「本日魔女様をお呼びしたのはほかでもありません。ここ最近、我が国の詐欺師さぎしどもが狡猾こうかつな手段を使うようになりまして、是非ぜひとも助言を頂きたいと思っているのです」

　とある国の役人さんに突然呼び出された私はそのように頼み込まれました。

　一体旅の魔女に何を期待しているというのでしょうか？　私はただ旅をしているだけで、詐欺的な手法に精通せいつうしているわけでも何でもないのですけど──。

「ああ、魔女様の噂うわさは聞いております。ここ最近、近隣きんりんの国で怪あやしいものを住民に売りつけて金儲もうけをしているんですよね？」


「…………」



「ご協力していただけますよね？」

　なるほどご協力しなければ牢屋ろうやにぶち込むぞとでも言いたいようです。

　……これってつまり協力要請と言うよりはただの脅迫きょうはくなのでは？




「魔女様が近隣の国で行っていた詐欺的商法は幾いくらか調べさせてもらいました」

「あ、はい……そうなんですね……」

「何やらこういう資料を高値で売りつけているそうですね」

　役人さんは私たちの間のテーブルに一つ紙の束たばを置きました。『馬鹿ばかでも簡単に大儲けできる方法！』と表紙にでかでかと書いてありました。見覚えのある字でした。というか私の字でした。

「あ、はい……配りましたね……そんなこと……ありましたね……」目を逸そらす私でした。

「かなり儲かっているようですね。幾らくらい儲けたんですか？」

「えと……すみません具体的な数字は忘れちゃいました……」

「ほう。覚えていないくらい儲けたと。なるほどなるほど」何やらペンでメモ帳に書き込む役人さん。「ああ、そうそう。話は変わりますが、この資料、どうやって売ったんですか？　ただの紙切れを高値で売りつけるなどなかなか簡単なことではないでしょう」なんか尋問じんもんじみてきましたね……。

「えっと……それはちょっと企業秘密ということで……」

　目を逸らし続ける私でした。言えないことは黙だまっているに限るのです。しかし。

「おや。そうですか」役人さんはじろりと私を見ました。「噂で聞いたのですが、どうやらあなた、この資料を『え？　こんなの高くて買えない？　大丈夫だいじょうぶ！　これを他の人に買わせれば一割キャッシュバックする仕組みになってるんです。つまりこれを十人に売れば元がとれるんですよ』とか何とか言って売りさばいたらしいですね」


「…………」



「つまりあなたからこれを買った人が更に十人に買わせて、更にそれを買った十人がまた人に買わせているというわけなのですけれど……。魔女様、これに関して何かご意見はございますか？」


「………………あの、もしかしてこれって尋問……？」



「魔女様」役人さんはにっこりと笑いながら、私を見ました。「事態の収束しゅうそくにご協力頂けますね？」


　…………。



　やはりご協力しなければ牢屋にぶち込むぞとでも言いたいようです。







【初出情報】六巻　ゲーマーズ購入特典

【著者コメント】

　マジで詐欺じゃねえか！　と読み返していて思いました。多分このイレイナさんは三巻最終章でも出てくることがなかった心の奥底まで腐くさったイレイナさんなのかな……多分……。六巻書いた頃はまあそういう感じの話もそこそこ書いていたので詐欺方面に振りきっちゃった雰囲気ふんいきがありますね。ＳＳ内のイレイナさんと同様にかつての自分のやらかしに少し恥はずかしくなりました。
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　私がその国に辿たどり着いたのは、真昼のことでした。

　近隣きんりんの国々から人伝ひとづてに噂話うわさばなしは聞いていました。ここは食文化交流の中心地と呼ばれる大国。ありとあらゆる国の食文化がよい感じに混ざり合った素敵すてきな国なのだそうな。

「旅人さん、ようこそ」門の前で兵士さんが私に会釈えしゃくをしながら言いました。「ここはエヴィフリャの国です」


「エヴィ……？　え、何ですか？」



「エヴィフリャ」

「なんですか？　それ」

「ははは。おかしなことを仰おっしゃる旅人さんだ。エヴィフリャとはすなわちエヴィフリャのことですよ」

「……いえ、ですからそのエヴィなんとかとは何かと私は聞いているんですけれど──」

「エヴィフリャはエヴィフリャです」

　どうやら詳しくは教えてくれないようです。

　結局私は首をひねりながら、そのエヴィなんとかの国へと入国するに至ったのでした。





○






　この国の名前にもなっているエヴィなんとかとはこの国でも最もポピュラーかつデリシャスな、この国が誇ほこるソウルフードなのだそうです。なるほどなるほど。一体どんなものなのか気になりますね。

　というわけで。私はその辺の喫茶店きっさてんへと足を運び、早速さっそく注文をいたしました。

「すみません。この国で一番のおすすめ料理を一つ」

　しかし残念なことにこのときの私はエヴィフリャという名前をすっかり忘れてしまっていましたから、こんなふうに極めてざっくりとした注文となってしまいました。でもこの国で一番の料理というのなら、まあ細かい説明なんて不要ですよね？　それに実際、

「かしこまりましたー」

　などと店員さんは頷うなずいて店の奥まで行ってしまいましたから。多分通じたのでしょう。

　ほどなくして戻ってきました。

「どうぞー」

　そしてテーブルに置かれたのはまあなんということでしょう。どでかいクリームが乗っかった謎のパンケーキでした。

「……あの、これがエヴィなんとかなんですか？」

　私のその言葉に店員さんは首をかしげました。「いえ違いますよ？　お客さん、エヴィフリャが食べたかったんですか？」

「ええ……はい。そうですけど……この国はそのエヴィなんとかの国なのではないんですか？」

「ウフフ。違いますよぉ。ここはシ○ノワールの国です」

「すみません一部聞き取れなかったんですけど」

「ですから、シ○ノワールの国です」


「…………」



　また新たな単語の登場に戸惑とまどう私。そのときでした。

「おっと聞き捨てならねぇなぁ！　ここがシ○ノワールの国だと？　違うね！　ここはミソニコミウドンの国だ！」

　隣となりの席から勢い任せに立ち上がりながらそのように言い放ったのは硬派こうはな風貌ふうぼうの男性でした。「大体、これが主食になり得るのか？　こいつぁスイーツであって主役ではなかろうに！」

　硬派な男に店員さんは眉まゆを吊つり上げます。

「まあ！　なんてことを言うのかしら！　ミソニコミウドンが主役になれるのは冬の時期だけじゃない！　年中無休で主役になれるシ○ノワールこそ至高しこうだとなぜ気づかないの？」


「…………」



　またまた新たな単語の登場により頭がいよいよアレな感じになる私でした。

　そんな私を差し置いて二人の喧嘩けんかはヒートアップしていきます。

「だからシ○ノワールが一番で──」「いやミソニコミ──」

「君たち。その辺にしておかないか。旅人さんの前で恥はずかしくはないのか」

　手が付けられなくなりそうな気配を感じていたそのときでした。

　先ほど門番をしていた兵士さんが仲裁ちゅうさいに入ってくれました。

「一番はエヴィフリャだ」

　違いますね油注ぎにきただけですねこれ。

「ああん？」「何言ってんだてめぇ！」「貴様きさまらこそ何を言っている！　エヴィフリャのよさも分からぬ小童こわっぱどもが！」

　全部美味おいしいじゃダメなんですか。

「ふぉっふぉっふぉ……またやっとるのう」

　傍観者ぼうかんしゃに徹てっする私の横に降って湧いたかのように現れたのは、訳わけ知しり顔の謎の老人でした。

　大体揉もめ事が起きたりするとこういった訳知り顔のご老人が突然現れて事情を説明してくれるのが旅というものです。よく覚えておいてください。

「お嬢じょうさん。見てみなされ。皆、好きな料理で言い合っているじゃろう？」どうやら事情を説明してくれる気のようです。

「つまりここは食文化の戦場なのじゃよ、お嬢さん」

「すみませんちょっと何言ってるのかよくわかんないです」

　訳知り顔の老人を以もってしても残念ながら事情は分けわかんねー感じでした。食文化の戦場て何ですか。

「ふぉっふぉっふぉ……まあ見ていなさい」

「……はあ」私は促されるがままに、彼らの動向を見守りました。

　言い合っていた彼らはやがて「じゃあどれが一番美味しいか食べ比べてみよう」などという流れになり、その後、「美味しい……」「故郷ふるさとの味がする……」「なんだよ……結構うめぇじゃねぇか……」などと互いの料理を褒ほめ合い、結局手を取り合って和解しました。

　その流れを経てようやく私は理解しました。

　数多くの食文化を抱えるこの国は、恐らく今までもこうして多くの国や地方の料理たちがぶつかり合ってきたのでしょう。その度に互いを認め合い、こうして食文化の中心地となったのです。

　私はいたく感動しました。

「文化がぶつかり合うことを交流というんですね、おじいさん」

　私の言葉に、おじいさんはふっと笑います。

「すまんちょっと何言っとるのかよく分からんわ」


「…………」



　何はともあれ、この国の料理は大変美味しゅうございました。




【初出情報】六巻　アニメイト東海エリア限定特典

【著者コメント】

　アニメイト名古屋なごやさん限定のＳＳですね。パロディネタは面白さの範囲はんいを狭めてしまうのであまり使わないようにしているのですけれど、ご当地ＳＳだし別にいっか、と思い今回のＳＳではパロネタまみれになっています。
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「イレイナさん、イレイナさん、ぼくのことどう思ってます？」


「…………」



　ここは正直者しょうじきものの国。噓うそをつくことが許されず、というよりそもそも噓をつくことがままならない厄介やっかい極まりない国です。

　その国で、私は困こまっていました。

「ぼくのことどう思ってます？　というかなんでさっきから黙だまってるんですか」

　先ほどから同じ質問を何度も何度も繰り返すサヤさん。


「…………」



　私はひたすらに黙り続けました。

　口先が噓まみれの人間（要するに私です）にとっては、この国に施ほどこされた仕組みというものは害でしかありませんでした。

　噓が吐けないために綺麗きれいで清きよい国になる、とでも国王さまは思っているのでしょうけど、時に真実というものは噓より厄介で扱あつかいづらいものになり得るものです。

　私は深い深いため息を漏らしてから、

「サヤさん。そういう質問はやめましょう。返答に困ります」

「ええー？　どうして困るんです？　理由を教えてください簡潔かんけつ明瞭めいりょうかつ具体的に」


「…………」



　私は黙りました。

　この国で迂闊うかつな言動げんどうをすれば身から錆さびが出るに違いないのです。

　だからこそ慎重しんちょうに、臆病おくびょうになって、私は口を噤つぐみます。しかしながらサヤさんはといえば、やはり相変わらず私の周りをうろちょろしながら尋たずね続けるのです。

「イレイナさん。ぼくはですね、イレイナさんのこととっても信頼していて、誰よりも大事で──」

「てやっ」

　ぎゅむ。と彼女の口に布切れを挟はさみ、そのままぐるりと頭の後ろに回して縛しばりました。

　これでもう喋しゃべれまい。

「ろふぉれはっはんれふは」どこで買ったんですかとでも言いたいようでした。

「あなたが失言しつげんを重ねるに違いないと分かっていたのでこっそりさっき買いました」

「ほういひゅうほう……」用意ようい周到しゅうとう……と言いたいようでした。

「あまり余計よけいなことを言い続けるようでしたら、今度は首から上をすべて布でくるみますから覚悟かくごしてくださいね」

「むう……」

　私は彼女を黙らせて、ようやく安全に言葉を吐はけるようになってから、安堵あんどのため息をひとつ漏らすのでした。

　私はいつまでも綺麗で清く、錆さびないままの私でいたいものですから、余計なことは口にしたくないのです。

　というより、そもそも、わざわざ口にして確認しなくたっていいでしょう。

　私はそもそも嫌いな人間と仲良く一緒いっしょに旅先の国を歩いたりなんてしません。


「…………」



　ま。そんなことは彼女の前では口が裂さけても言えないのですけど。




【初出情報】二巻　メロンブックス購入特典

【著者コメント】

　正直者の国のお話でした。デレないことで最大級にデレているとはサヤさんも思わなかったことでしょう。

　話は変わるのですがアニメのほうのエイヘミアさんめっちゃ可愛かわいかったですね。白石しらいしはメガネかけた子が好きです。なので王立おうりつセレステリアの話に出てくるしっかりしてる感じの子も好きです。あと王子の声優さんが小西こにし克幸かつゆきさんでびっくりしました。王子めっちゃかっこよかったですね……クソだせえ剣けん持ってるけど。
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　イレイナさん、聞いてくれますか……。ぼくの妹が近頃めっちゃ酷ひどいんです。以前から結構酷い子だったんですけど、ここ最近はそれが顕著けんちょというか、とにかく以前より度が増してる気がするんです。お姉ちゃんはそんな妹の反抗期はんこうきがとても悲しいんです。

　今日、仕事に戻るために荷物を整理してたんですけど、そのときにぼくの妹が来まして、

「え？　何その汚きたないタオル。そんなの使ってるの？　お姉ちゃん女の子なんだからもうちょっと身だしなみに気をつけたら？」

　なんて言って、ぼくのタオルを没収ぼっしゅうしたんですよ！　ひどくないですか？　まだ数回しか使ってないのに！　というか別に汚くないですし！　おまけに、

「お姉ちゃんにはこれがお似合にあいよ」なんて言って新しいタオルを投げてきますし！　しかも超いい匂におい！　大好き！

　え？　その程度、可愛かわいいものじゃないか、ですって？　いえいえ、イレイナさん。ところがですよ、妹の蛮行ばんこうはそれだけにとどまらなかったです。

「姉さん。いつも何食べてるの？　露店ろてんで買ったパン？　やだ。そんなんだからいつまで経たってもちんちくりんなのよ。もっと身体にいいもの食べて」

　なんて言って、嫌いやがるぼくを強引に近所の高級レストランに連れて行ったんです！　酷くないですか！　ぼくをちんちくりんと罵ののしっておきながら、ちんちくりんにはまるで不釣り合いなお店に連れて行ってさらし者にしたんですよ！　しかもそのあと「はい、あーん」とか言ってぼくに料理を食べさせたんです！　酷くないですか！　さらし者にするだけでは飽き足らず子ども扱あつかいまでしやがったんです！　こんな扱い初めてですよ！

　えへへ……でもそんなところも好きなんですよぉ。

　あ、好きって言っても別にアレですよ？　イレイナさんには遠く及およばないというか、好きのベクトルが違うというか──。

「べつに聞いてないです」

　サヤさんの惚気のろけ話を強制終了させた魔女は一体誰か。

　そう、私です。

　かなりうんざりとした顔をしていたかと思います。







「……という相談を昨日きのう、サヤさんから受けたんですけど。どう思います？」

「べつにどうでもいいわ」

「そうですか。……ところであなたが今大事そうに握ってるそれ、何ですか？」

「え？　姉さんのタオル」


「…………」



「姉さんの匂いがするわ」

「……いえべつに聞いてないです」

「あげないからね」

「いらないですよ何なんですかもう」

　このときの私もかなりうんざりした顔をしていたかと思います。

「うふふ……姉さん大好き」

　何はともあれ、私がこの場で語ることのできる言葉というものは一つのような気がしました。

　サヤさんの妹がこんなに酷いわけがない。




【初出情報】五巻　とらのあな購入特典

【著者コメント】

　酷いと言いつつただの惚気じゃねえかと思わせておきながら実際のところ別の意味で普通に酷い（誉ほめ言葉）だったというお話ですね。

　ところで特典ＳＳが二巻から急に五巻に飛んでいて、おいおい間の巻のＳＳはどうしたんだよ？　と思われていることでしょうが、三巻、四巻は特に依頼もなかったため書いていないのです。ちなみに一、二巻のＳＳも一部本編に流用しているため、十五巻に収録している一から五巻までのＳＳの層がかなり薄くなっています。
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　自由の街クノーツにてイレイナさんとの久々ひさびさの再会に心躍おどらせたぼくは、唐突とうとつに「サプライズプレゼントでもすればイレイナさんは喜ぶのでは？」と思い至りました。

　プレゼントに用意したのはただのパン。

　イレイナさんの好物こうぶつといったらこれしかないでしょう。安あがりですけれど、プレゼントに必要なのはお金ではなく思いやりですからね！　お高いものよりも本人が喜ぶものをお渡しするべきなのです。

　というわけでプレゼントを渡そうと思ったのですけれど。

「タイミングが難しいですね……」

　イレイナさんが最も喜ぶタイミングとはいつでしょう？　そもイレイナさんという人は小腹こばらがすいたらパン。暇ひまがあればパン。とりあえずパンといったふうに、四六時中しろくじちゅうパンに吸い寄せられるような性質をお持ちゆえに、いつ渡しても「え？　あ、どうも」と答えつつ既に自前で買ったパンを咥くわえている、なんて状況になりかねないのではないでしょうか。それではぼくのプレゼントの意味がありません。

　これは困こまりましたね……。

「話は聞かせてもらったわ」

　うむむむ、と頭を抱えていると、妹のミナが何の前触れもなく唐突に現れました。ぼくは少々びっくりしました。サプライズでした。

「……どっから現れたの？　ミナ」

「私は姉さんを常に見守っているの」

「……あ、そう、なんだ……」

「その顔やめて」

「ぼくどんな顔してる？」

「露骨ろこつに引いた顔してる」それからミナはこほん、とわざとらしい咳せきばらいをしてから、「お悩みのようね、姉さん」とぼくを見下ろします。

「イレイナさんへのプレゼントを渡すタイミングに困っているのでしょう？」

「え、分かるの？」

「ええ。私は姉さんの頭の中が常に分かるの」

「……あ、そう、なんだ……」

「その顔やめて」

「ぼくどんな顔してる？」

「感情を失った顔をしてる」それからミナはぼくから少々顔を逸そらしてから、「プレゼント渡しあぐねているのなら、お手伝いしてあげてもいいけど。私にいい策さくがあるわ」と言いました。

　ほうほう。

「策って？」

　愚直ぐちょくにぼくが聞き直すと、ミナは「ふふっ」と得意げに髪をふぁさー、となびかせてから、

「プレゼントを渡された相手が一番喜ぶことって何か分かる？　姉さん」

「なに？」

「私にプレゼントを渡されたと仮定して考えてみて」

「ミナに貰もらったならだいたい嬉うれしいけど」


「…………」ミナは唐突に顔を逸らしました。「そういう話は今してないから」




「えー……？」




　けれど改めて考えてみれば、プレゼントを渡された相手が喜ぶことといってもいまいちピンとこないもので、ぼくはそれからしばし「んんー……？」と首をかしげるに至りました。



　ぼくは察しが悪いのです。

　そんなぼくを見かねてミナは肩をすくめて、あからさまに落胆らくたんして、

「ダメダメね、姉さん」

　とため息を一つ漏らしてから、言いました。

　たっぷりと間をおいてから、とってもしたり顔で、言いました。

「サプライズよ」





○






　サプライズとは何なのか。

　ぼくは再び察しの悪さを発揮してミナに尋たずねたわけですけれども、妹は「驚かせればだいたい喜ぶのよ、姉さん。こっそり近づいて驚かせたあとにプレゼントを渡すのよ」とあっさり答えました。

「……こっそり近づいてからプレゼントを渡す……」

　ほうほう。

　……アリですね！




　というわけで。

「暇ですねえ……」

　ぼんやりと喫茶店きっさてんで佇たたずんでいるイレイナさんに狙ねらいを定めて、ぼくは背後から近づきました。サプライズにおいて最もスタンダードな手法といえばこれでしょう。

　ぼくは姿勢を落とし、ゆっくりと近寄りながら、ミナとの会話を思い出しました。

『姉さん。サプライズにおいて最も有効な手といったらこれしかないわ』

『後ろから近づいて「だーれだ？」ね、なるほど確かに。ちょっと前までミナがぼくにやってたやつだよね』

『そういう話は今してないから』

『最近やらなくなったよね？　どうして？』

『うるさい』

　何はともあれこの手を使うことが最も相手を喜ばせることは間違いありません。ぼくは気配を殺し、イレイナさんの無防備な背中に近づいていきました。

　ゆっくり、ゆっくりと。

　そして。

　あと一歩まで近づいたところで。

「なんだかパンの匂いがしますね」


「……っ！」



　イレイナさんが急に振り返りました。

　なんと！

　ぼくはあわてて身を隠しました。サプライズするつもりがされてしまっては元も子もありません。作戦は失敗です。

「……あれ？　気のせい、ですかね……」

　結局イレイナさんはそれから読書に入ってしまいましたが、こうなってしまってはもうパンを渡すことはできないでしょう。

　日をあらためることにしました。

　翌日。別のパンを用意して再挑戦。

　今度は後ろから近づくのではなく、物陰から突然飛び出して驚かせる作戦に出ました。

　が。

「おや……？　この辺りから芳醇ほうじゅんな香りが……しますね……」

　一体なぜでしょうか。イレイナさんはパンを持っている人間にすぐ反応するのです。ぼくが隠れている物陰まですいすいと近寄ってきてしまいました。

　これも失敗です。


「…………」



　二度にわたる失敗でなんとなくお察しいただけることがあるかと思いますけれども、それからもぼくの作戦はことごとく失敗に終わりました。

　物陰に隠れようが後ろから近寄ろうが、遠巻きに観察しようが、何をしてもイレイナさんはパンを持っているだけで「あら？　この辺りからパンの気配がしますね……」と感づくのです。

　ゆえにぼくがどれだけ上手に隠れても彼女はすぐに感づきました。間一髪かんいっぱつのところで毎回隠れているためにばれることはありませんでしたけれども、それでも彼女にパンを渡せたことは一度たりともありませんでした。

　そもそもパンを持っている時点でイレイナさんは気づくのです。

　なんということでしょうか……。




「うぐぐぐ……全然だめじゃないですか……」

　結局なすすべもなくぼくはベンチに座りため息を漏らしました。

　やってられませんね！

　などとぼくは不貞腐ふてくされました。

「ため息とは珍めずらしいですね。何かあったんですか？」

　するとイレイナさんが物陰ものかげからひょいと現れました。ついでに「なんだかいい香りがしますね」と顔を綻ほころばせておりました。

「イレイナさんどこから現れたんですか」

「私はパンがあるところにいつも現れますよ」


「…………」



　どういうこと……？

「なにかお悩みで？」

　お悩みといえばお悩みですけれども……。

「えっとですね、イレイナさんに──」

　パンをプレゼントしようとしていて、でもできないから頭抱えてるんですよー、などと口走りかけたところで、ぼくは止まりました。

　サプライズのつもりで隠密おんみつ行動とってたのに、本人に明かしたら意味なくないですか？

　というより。

　そもそも。

「ところでサヤさん、そのパンおひとつ頂いてもいいですか？」

　ばれてました。

　ぼくのパンを見つめてイレイナさんはうふふと笑うばかりです。一体イレイナさんの嗅覚きゅうかくはどうなっているのか、ぼくの手元にあったパンを指差し、「おひとつ、いいですか？」と再び首をかしげます。


「…………」



　まあサプライズにはなりませんでしたけど、でもまあ、元々イレイナさんにあげる予定のものでしたし、別にいいですね。

「どうぞどうぞ。おひとつと言わず全部どうぞ」

　ぼくは結局、妙な小細工こざいくを何もせず、イレイナさんにパンをごく普通に手渡すのでした。

「ありがとうございます」

　イレイナさんは再び笑みを漏らします。ぼくは喜んでもらおうと思い妙なサプライズを仕組んだりしていたのですけれども、そもそもイレイナさんはパンさえ貰えれば普通に喜んでくれました。

　結局、それからぼくとイレイナさんは、パンを二人で食べてしばしの休息を満喫まんきつしたのでした。

　まあサプライズなど必要なかったということですね！




　ほどなくして。

　パンをほおばりながら、イレイナさんは奥歯に何かが詰まったように眉根まゆねを寄せて顔をしかめながら、呟つぶやきました。
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「そういえば近頃誰かに常に見張られているような気がするんですよね……」

「それ多分ぼくです」

「えっ」




【初出情報】Ｔｗｉｔｔｅｒ投稿作品

【著者コメント】

　Ｔｗｉｔｔｅｒに投稿したＳＳで、時系列的には五巻あたりの話ですね。

　話変わりますが、アニメとドラマＣＤではサヤさん役を黒沢くろさわともよさんに演じて頂いているのですけれども、自由奔放じゆうほんぽうなサヤさんにぴったりというか、まさしくサヤさんがそこにいるかのように感じるというか、本当にいつ聞いても黒沢さんの演技は楽しいので、ドラマＣＤの原稿を書いているときにサヤさんが出てくるシーンはよく筆ふでが乗ります。
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「ようこそ魔女様！　我が国へ！」

　その日、私が訪れたのは何の変哲へんてつもない国。正直に申し開きをするのであれば、私はそこがどこの、何という国なのかを一切知りませんでした。要するにただ単純に、旅の合間になんとなく辿たどり着いてしまった国がそこであるのです。

　せっかくの記念日でしたので、できれば面白おもしろい国に泊まりたいと思っていたものですが、しかし私が旅をしている地域はそれほど面白さに溢あふれた国はなかったようで、結局、私は流れつくようにその国に着いてしまいました。

　門兵さんは私に敬礼けいれいをしたのちに、

「それでは入国に際して、魔女様には色々とお聞きしたいことがあるのですが」

　と用紙とペンを手に持ち、

「まず、魔女様のお名前を教えてください──」

　そこから始まったのは、入国審査。

　名前、役職、入国の目的、そういった簡単な質問を幾いくつかなされました。

　イレイナ。魔女。物見遊山ものみゆさん、とそれぞれ質問には単語にてお答えさせていただきました。

　そして門兵さんは、「なるほどなるほど……では生年月日は？」と首を傾かたむけます。

　入国審査にてよく聞かれる質問でしたが、あまり答えたくはありませんでした。

　けれど正直に申し上げなければこの門から先になど進めなくなってしまいますので、私は、

「……十月十七日です」と答えました。

　……そう答えました。

　そうです。

　今日です。

　今日が私の誕生日なのです。

　だからこそ答えるのはあまり気が進みませんでしたし、何だったら記念に面白い国にでも行きたいなと思っていたのです。

　それに、今日が誕生日だと知れたら、門兵さんは「おおー。おめでとうございます。幾つになるんですか？」とにやにやとするに決まっています。私はそれが嫌いやで嫌で仕方しかたなかったのでほんの少し渋しぶって答えていました。

「……ほうほう。十月十七日……」

　私の予想に反して門兵さんの反応は淡泊たんぱくでした。

「……ん？　十月……十七日……？」

　と思ったら門兵さんのリアクションはやや遅れてやってきました。

「十月十七日……？　今日じゃないですか！　今日！　誕生日じゃないですか！　なんてことだ！　なんて日だ！　これは大変だ！」

　遅れてきたわりにややオーバーすぎるリアクションだったと思います。

「大変だあああああああああああああああああっ！　皆来てくれえええええええええええっ！」

　……いやだからオーバーにもほどがあるのでは。

「魔女さんが！　この！　魔女さんが！　誕生日だあああああああああああああっ！」

　いやいや誕生日くらいでここまで大騒ぎしなくていいのでは。

　などと思う私を無視して門兵さんはひたすらに叫び、喉のどがかれるほど叫び、そのせいで人があれよあれよと集まって来てしまいました。

「何だって？」「この魔女さんが誕生日？」「こりゃ大変だ！」「皆！　宴うたげの準備だ！」「急いでかかれえええ！」

「あの、……えっ？」

　戸惑とまどう私でした。

「さあさあ魔女さん！　こちらへ！」「折角せっかくの誕生日なのですから、楽しまなきゃ損ですよ！」「さあさあどうぞこちらへ！」

「えっと……あのう……？」

　とにかく戸惑う私でした。

　結局私は、突如とつじょとして現れたその国の人々に連れられて、強引に入国を果たしてしまうのでした。

　これは一体……どういう……？





○






『──えー、それでは本日お誕生日の方のご紹介をさせていただきたいと思います』

　わけの分からない光景こうけいが目の前には広がっていました。

　そこはどこぞのパーティ会場でしょうか。目に映るすべてのものが白に染まっており、天井てんじょうにはシャンデリア。眼前がんぜんには円卓えんたくが点々と置かれ、そこにはありとあらゆる人がいました。

　どなたも見知らぬ人ばかりです。何だったら司会者含めて知らない人です。

　しかも私はといえばなぜかドレスに着替えさせられている始末しまつ。これは一体何事か。

『本日お誕生日の魔女様のお名前はイレイナ。灰はいの魔女として世界中を旅している魔女様でございます』

「あの」

『本日は十月十七日。魔女様のお誕生日でございます。皆様、大きな拍手はくしゅを！』

「あの……」

　私を無視して進行する司会者。拍手喝采かっさいを浴びているせいで私の声が聞こえないのでしょうか。私は笑っておけばいいのでしょうか。というか何なんですかこれ。結婚式ですか。私誰と結婚するんですか。

『ちなみにこれは結婚式ではございません』

　なんですか私の心読んでるんですか。

『お誕生日会です』

　こんなド派手はでなお誕生日会がありますか。

『本日の主役、イレイナ様、どうぞ一言ご挨拶あいさつをお願いいたします』

　何ですかなぜですか。

　しかし戸惑う私を無視してやはりお誕生日会なるものは進行していき、あれよあれよと大勢おおぜいの前で立たされました。

「えっと……ありがとうございます……？」

　ぺこりとお辞儀じぎをしてみせると、円卓のあちこちから拍手が上がり、「可愛かわいい！」「世界一可愛いよ！」「あ？　世界一はちょっと言いすぎだろ」「あ？　言いすぎなくらいがちょうどいいだろ」などとあちこちから声が上がりました。なんですかこの羞恥しゅうちプレイ。

『ありがとうございました』

　淡々たんたんと司会者はただただ司会進行に徹てっしておられました。『それではイレイナ様のこれからの幸せをお祈りして乾杯かんぱいを行いたいと思います。乾杯のご発声はっせいはイレイナ様の愛人あいじんにあたります、サヤさんにお願いしております』


　…………。



　は？

　なにサラッとおかしなことを言っておられるのですかこの司会者は。

　などと戸惑っていたら、当然のような顔をして黒髪くろかみの少女が壇上だんじょうに上がってきました。魔法統括とうかつ協会なる組織に属しているはずの彼女は、なぜだか今日はドレスを着込んでめかしこんでいました。

「皆さんこんにちは！　イレイナさんの愛人のサヤです！」

　最低の自己紹介です。

「何してるんですかサヤさん」

　ほうほうさてはこれは夢ですね？　などとお察ししたのは大体この辺りになってからです。

　そもそも私と同じくただの旅人として世界中を歩いているはずの彼女がこんなところにいるわけがありません。いたらストーカーですよストーカー。

「イレイナさん……お誕生日、おめでとうございます……」

　なぜか瞳ひとみを潤うるませている彼女でした。「ぼく……イレイナさんのお誕生日に立ち会うことができて……愛人代表としてとっても光栄です……」

「いや愛人じゃな──」

「かんぱああああああああああああああい！」

　誤魔化ごまかしました。

　全身全霊ぜんしんぜんれいで誤魔化しました彼女。最低です。最低の自己紹介に違たがわぬ最低ぶりです。

　乾杯ののちに雑談および食事タイムに入りました。ちなみにサヤさんに色々とお聞きしたいことがありましたが、彼女は私に投げキスを送ったのちに「えへへ」と恥はずかしそうにはにかんでから円卓の一つへと戻ってしまいました。何なんですか。まあ夢だしいいですけど。

『えー、本日のお料理は獣人じゅうじんのエリーゼ様が狩かったウサギの料理をふんだんに使っております』

　なるほどなるほど。夢ですしね。エリーゼさんもいますよね。そうですよね。

　乾杯がすむと料理が次から次へと運ばれてきて、雑談タイムに入りました。とはいえ壇上の私はといえば、ドレスでめかしこんでいるものの一人ですので、正直に申し上げればわりと暇でした。

　暇でしたのでちまちまとエリーゼさんのウサギ料理に舌鼓したつづみを打っていました。

　しばらくすると司会者が、

『皆さまご歓談かんだん中ではございますが、ここで今日のこのよき日に合わせまして、たくさんの祝辞しゅくじ祝電しゅくでんを頂いていますので、一部ご披露ひろうさせていただきたいと思います』

　と紙切れを持って登場。

　暇つぶしには最適といえます。ちなみにこの辺りで私は色々と慣れました。どんとこいです。

『星屑ほしくずの魔女、フラン様からいただきました』

　どんと構えていたらいきなりとんでもない人物からの祝電が来ました。私の師匠ししょうです。

『イレイナ。お誕生日おめでとうございます。ところで私の年齢が幾いくつか知っていますか？　うふふ、秘密』

　すみませんわけが分かりません。

『続きまして、夜闇よやみの魔女、シーラ様から頂きました。「イレイナ。知ってるか？　禁煙きんえんすると頭の回転がめっちゃ速くなるんだってよ。すごくねえ？」』

　そうですね。じゃあ禁煙してください。

『続きまして、戒祈屋かいきやリリエール店主、リリエール様から頂きました。「お誕生日おめでとう。ところで私が貸したお金はいつになったら返してくれるのかしら」』

　あなたなかなかちっさいですね。

『続きまして、戒祈屋リリエール店員、マクミリア様から頂きました。「イレイナ。僕もお金返してもらってないよ」』

　あなたは貸してすらいないでしょう何便乗びんじょうしてるんですか。

『続きまして、情報屋の双子ふたごから頂きました。「おたおめでやんす」「ことよろでありんす」』

　新年の挨拶あいさつですか。真面目にやりなさい。

『続きまして、……えー、グールから頂きました。「かゆ……うま……」日記はここで終わっています』

　日記送り付けてこないでください。

『続きまして、風車ふうしゃの都の夫婦から頂きました。「お誕生日おめでとう。旅人さん。ところでわたくしたちも結婚しましたわ。今度新婚旅行に行くの。うふふ、羨うらやましいでしょう？」』

　祝辞祝電を自慢じまんに使わないでください。

『続きまして、ハードボイルドな女魔法使いさん（自称じしょう）から頂きました。「ハードボイルドだから名乗らないわ！　だってそのほうがハードボイルドっぽいもの！　それはそうと誕生日おめでとう！　プレゼントとしてコーヒーを進呈しんていしオエエエエエエエエエ」えー、紙が汚れているためこれ以上読めません』

　ひどい。

『続きまして、アトリ様から頂きました。「お誕生日おめでとうございます。今日はあなたの記念すべき一日に参加できずごめんなさい。どうかこの一日の思い出を胸に、今後の旅を楽しんでください」』

　なんだか普通のことを言っているだけなのに妙みょうに感動してしまいました。

『続きまして、ヴィオラ様から頂きました。「毒どくづきながらもきちんとした文章書いちゃうアトリちゃん可愛かわいい！　って言ったら殴なぐられましたー」』

　でしょうね。

『続きまして、筋肉きんにくの人から頂きました。「結婚とは！　筋肉である！　縮ちぢむことも伸のびることもある、されど常に共にいる！　そして、時に筋肉のように千切ちぎれ、痛みを生むこともあるであろう！　そう！　筋肉痛と結婚生活における気まずい時期は、よく似ている！　しかし案ずるな。何度切れようと、何度痛みが生じようとも、その痛みに耐えてこそ明日がある。筋肉痛を超えれば、筋肉はより強固な絆きずなを生み、逞たくましく育ってゆくのだ。私が言いたいことが分かるか？　そう、筋トレこそ結婚であり、つまり私は筋肉と結婚したい」』

　結婚じゃないです勘違かんちがいしないでください。あといい加減筋肉から卒業してください。

『続きまして、約十五名くらいのイレイナ様から代表しまして、外国人かぶれのイレイナ様から頂きました。「ハラショー」』

　はいはいハラショーハラショー。

『続きまして、ほうき様から頂きました。「最近枝毛えだげがひどいです。メンテナンスをよろしくお願いします」』

　ここは意見箱じゃないんですよ。というかあなたは四六時中私と一緒いっしょにいるでしょうに。

『続きまして、アヴィリア様から頂きました。「イレイナさん、お姉ちゃんが最近どこかに行っちゃったんですけど心当たりありませんか」』

　ありません。

　というか、え？　行方ゆくえ不明ふめい？

『えー、その他諸々もろもろ、たくさんの祝辞祝電を頂いていますが、あとはなんかもう面倒くさいんで省略しょうりゃくします』

　結局もの凄すごく気になる不穏な言葉を最後に、祝辞祝電などと名を冠したただの自己紹介タイムは幕を下ろしました。

　……アムネシアさんが、行方不明？

　なにゆえに？





○






　祝辞祝電の披露が終わり、食事と雑談がなされてしばらくしたのちに、今度はケーキ入刀がなされるようでした。

　スーツ姿の女性が私の近くにケーキを運んできました。

　なんですかこれウェディングケーキですか。

『それでは、お誕生日ケーキ入刀にゅうとうの儀ぎに移らせていただきたいと思います』

　違いましたお誕生日ケーキ入刀でした。いやお誕生日ケーキ入刀ってなんですか。

「え、というか私一人で切るんですか」

　ウェディングケーキの入刀でしたら、新郎新婦が仲なか睦むつまじくきゃっきゃうふふしながらケーキに切れ目を入れるものですよね。司会者が『初めての共同作業です！』なんて煽あおって、『愛情の大きさが伝わるように大きなスプーンで、あーんしてあげてください！』なんて言いながら新郎の口に甘ったるい砂糖の塊かたまりを突っ込むのが通例となっております。『おっとぉー？　大きいですねえ。これは将来、鬼嫁おによめになるかもしれませんねぇー』などという大して面白くもない皮肉ひにくが飛ぶのも大体この辺りです。

　しかし、誕生日ということは、私、一人？

　……さみしくありません？

『今回はケーキ入刀ということですので、特別に一緒に切ってくれる方をご紹介します！　皆さん、拍手でお出迎えください！』

　この辺りの展開はどうやら本来の結婚式とは違うようでした。

　拍手に迎えられて、一人の少女がサーベルを手に持ち、壇上へと上がってきました。

　白いショートカットの少女は、「どうもー！」などとサーベルをぶんぶん振っております。


「………………………………………………何してるんですかアムネシアさん」



　行方不明になったアヴィリアさんの姉がそこにはおりました。

　しかし私はさして驚いてはいませんでした。だって先ほどからチラチラと見えていましたもの。ステージの陰から「まだかな、まだかな」と瞳を輝かせていたのが見えていましたもの。

「いや、イレイナさんの誕生日だって聞いてね？　だから、来ちゃった」

「恋人ですかあなたは」

「違うよ？」

「ですよね」

「愛人だよ」


「…………」



　夢の中では私の友人はすべて愛人と変換へんかんされてしまうのでしょうか……。

『えー、今回は誕生日ということで、アムネシア様に入刀を手伝ってもらいます』司会者が私の思考を遮さえぎりました。

「よろしくね？」アムネシアさんは私の手を引っ張って、サーベルの柄つかを握らせました。


「…………」



　なんだかそれは本当にウェディングケーキの入刀にも見えなくなかったです。

　……まあ、夢だし、別にどうでもいっか。

　などと、私がそして、サーベルの柄に指を絡からめたときでした。




「ちょ、ちょっと待ったああああああああああああああああああああっ！」




　叫び声が、お誕生日ケーキに向かっていたサーベルを止めました。

　強引に止めました。

「え？　あの？　は？　ごめんなさいちょっと意味分かんないです。え、イレイナさん、そのひと、だれ、です、か？」

　サヤさんでした。

　サヤさんがあわあわと私たちの前まで躍り出てきました。その狼狽ろうばいぶりといったらもう言葉には言い表せないくらいで、笑っているようで泣いているようで、やっぱりどう見ても泣いている顔色でした。

「ちょっとおおお！　ぼくという者がありながら、誰なんですかその人！　なんでちょっとイイ感じの雰囲気ふんいきになってるんですか！」

「いやべつにイイ感じの雰囲気にはなっていませんけど……」

「え？　でもイレイナさん満更まんざらでもなかったでしょ？」私の横でアムネシアさんはくすりと笑いました。「ところでこの人は誰？」なんだか怖こわい笑みでした。

　誰と言われましても……。

「私の友人のサヤさ──」

「イレイナさんの愛人のサヤです！　あなたこそ誰ですか！　白髪さん！」

「わたしはアムネシア。イレイナさんの愛人です」

「いやどっちも愛人じゃないです」唯一ゆいいつ無二むにのステータスみたいに言わないでください。

「ちょっと何言ってるかよくわかんないですね！　だってイレイナさんの愛人はぼくのポジションですから！」

「あなたこそ何言ってるの？　それはわたしのポジションだけど？」

　いやだからどっちも愛人じゃないですというか愛人なんて存在しませんし。何ならこの現実も存在しませんし。どうせ夢ですし。

「はああ？　というか何なんですかイレイナさんとどういう関係なんですか。イレイナさんと一緒に寝たことあるんですか？　ちなみにぼくはありますよ？」

　何ですかその煽あおり。

「あ、あるわよ寝たことくらい！　何だったら一緒に旅してたとき毎日のように一緒に寝てたけど？」

　一緒の部屋ででしょう何言ってんですか寝相ねぞう最悪のくせに。

「ま、毎日のよう……に……？　いっしょに、たびを……していた……？」

　しかしアムネシアさんの虚言きょげんは奇くしくもサヤさんの心に致命的なダメージを与えていたようです。

　サヤさんは、「ば、馬鹿ばかな……」とその場で項垂うなだれ、

「ぼくのイレイナさんが灰色に汚れてしまった……」

　と泣きました。悲しみに暮れておられるところ悪いですけど灰色なのは元からです。

「ふふ……どうやらわたしの勝ちみたいね！　じゃあイレイナさん、ケーキの入刀、しよっか」

　くるりと振り返るアムネシアさんは、そして今度こそ私の手にサーベルを握らせ、ケーキへとあてがいました。

　もうどうにでもなぁれ、などと思いながら、私はお誕生日ケーキに刀を入れ──ようとしました。

　しかしその直前。

　ばんっ──と、ケーキは盛大に弾はじけて吹っ飛びました。

　ばらばらになったスポンジやらクリームやらイチゴやらが私とアムネシアさんに降りかかります。

　入刀すると爆発するケーキなんて聞いてませんよどういうことですか。などと抗議こうぎの声を上げようとしましたが、しかしこれは夢。

　夢なら何でもアリですのでケーキだって爆発くらいするでしょう。

「ふふふ……入刀するケーキがなくなればケーキ入刀の事実はなくなりますよねぇ！」

　夢なら何でもアリですのでサヤさんだって頭がおかしくなったりもするものでしょう。

「ぼくのイレイナさんはぼくのものです！　返せ！」

　杖つえを握りしめて、サヤさんはアムネシアさんを睨にらみました。

　なるほどケーキを爆散ばくさんさせたのはあなたでしたか。

「なるほどね──望むところよ。かかってきなさい！」

　そしてアムネシアさんは刀をサヤさんに向けました。

　夢なら何でもアリなのでアムネシアさんだっておかしくもなるものでしょう。

　そしてアムネシアさんとサヤさんは、私そっちのけで誕生日会の会場で暴れまくりました。円卓が切り付けられ、爆散し、あるいは魔法でありとあらゆる物が飛び交い、会場は一瞬いっしゅんにして目を覆おおいたくなるほど滅茶めちゃ苦茶くちゃになりました。

　でも大丈夫だいじょうぶ！

　だってこれは夢ですから！


「…………」



　しかし夢の中とはいえ、幾ら何でも無茶むちゃ苦茶くちゃがすぎるのではないでしょうか。これではさすがに収拾しゅうしゅうが付かないのではないでしょうか。

『えー……、ケーキ入刀が終わりましたので、友人たちによる余興よきょうが披露されています……』

　司会者がフォローに入っていました。

　そうきましたか。


「…………」



　私はどんちゃん騒ぎになりつつあるお誕生日会の会場を見下ろしました。

　これは私の夢。

　お誕生日会の客席にいた彼らは、最初はすべて見知らぬどなたかと思っていましたけれど──よく見れば、そのひとりひとりに見覚えがありました。

　たとえばそれは、樽たるのように肥こえ太った男であったり、よく似た姿の双子であったり、あるいは国と国の間のベンチでずっと座っていた男であったり、不細工ぶさいくを虐しいたげる国で出会った女性であったり、探偵たんていに憧あこがれた青年であったり、その近くで吐いているだけの女性であったり、あるいは林檎りんご大好きな女性であったり、猫ねこであったり、正直者の国にいた魔法使いであったり──。

　これが私の夢だから、その登場人物のすべては私が今まで出会ってきたすべての人たちで、作られていました。


「…………」



　もし、私の旅がこれからも続いていったのならば、そして来年も同じような夢を見たのならば、そのときは、もっと多くの人に囲まれた誕生日になるでしょうか？

　私は頰ほおにぺたりと張り付いていたケーキの残骸ざんがいを指ですくい、舐なめながら、ぼんやりとそんなことを考えていました。
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「……………………………………」



　目覚めは最悪の一言で集約されました。

　まずもって誕生日に見る夢ではありません。何なんですかまったく。

　重い身体を無理やり起こすと、まだ宿の外は夜の闇に沈んでいます。

　翌日が誕生日であるという高揚感こうようかんからか、私はどうやら妙な夢を見てしまったようです。直前までのどんちゃん騒ぎがまだ私の頭の中では響いているかのように感じられました。

　時計の針は十二時を過ぎたあたり。

　まだ誕生日を迎えたばかりです。

　なのに妙な寂さびしさがありました。


「…………」



　きっと夢が騒がしすぎたからでしょう。いいようで、悪いようで、けれどやっぱりいい夢を見てしまいました。また眠れば、あの続きに戻れたりするのでしょうか？


「…………」



　ところで。

　それはそれとして。


「…………」



　私は、ベッドから身を起こしました。

　こんなことをしている場合ではないと思ったのです。




「……いきなりどうしたのですか？　イレイナ様。わたくしのメンテナンスだなんて」

「べつに何でもありませんよ」

　私によく似た姿の彼女が、怪訝けげんな顔を浮かべながら、私に髪の毛を弄いじられていました。

　私のほうきを人の姿にすると、どうやら私と姿が似るようです。後ろ姿は髪の色こそ違えど、まさしく私でした。

「最近枝毛がひどくなりつつあるんじゃないかと思いましてね、だからちょっと手入れをしようかと思いまして」

「櫛くしで整えても枝毛は無くなりませんが」

「まあいいじゃないですか」

「それに、わざわざ私を人の姿にしてから髪を整えるのではなく、ほうきの姿のまま魔法で直してくれたほうが早く済みますが」

「まあいいじゃないですか」


「…………」




「…………」



　私は彼女の髪を整えていきました。綺麗きれいでさらさらとした髪は、指で掬すくうとさらさらと零こぼれる砂のように流れていきました。

　綺麗で、柔やわらかくて、いつまでも触っていたい髪の毛でした。

「イレイナ様」

　私のほうきさんが、ふいに振り向きました。

「そういえば今日はお誕生日でしたね？」

「……そうですねえ」

「おめでとうございます」

「……どうもです」

　私の言葉にほうきさんはくすりと笑いました。

「お誕生日を一人で迎えるのが寂しくなってしまわれたんですねイレイナ様。案外あんがい可愛いところもあ──痛っ。痛いですイレイナ様。もうちょっと優しく櫛でといてくださ──」

　何はともあれ。

　こうして私は、平穏な誕生日を迎えるに至ったのでした。

　来年も、同じような夢を見られることを、心のどこかで願いながら。




【初出情報】カクヨム投稿作品

【著者コメント】

　イレイナさんの誕生日である十月十七日に公開したＳＳですね。

　僕自身はファンタジー世界の住人が現実世界準拠の誕生日を持っていることに違和感を覚える派の人間（※そもそもファンタジーなのだから暦こよみが現実世界とまったく一緒とは限らないのではないか。暦が数字で表記されているとは限らないのではないかと思うタイプの面倒くさい人間のこと）だったのですが、しかしこうしてお誕生日を祝えることは喜ぶべきことですね。
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「おねーさん、魔法使いなの？」

　私がその国の街角でぼんやりと佇たたずんでいた頃、私の袖そでを引っ張る者がいました。

　ふかふかでもふもふの格好かっこうに身を包んだ小さな女の子たちでした。

　彼女らは私に物珍ものめずらしそうな視線を向けていました。見ようによってはそれは羨望せんぼうの眼差まなざしにも見えました。

「いかにも私は魔法使いです」私はやや胸を張って答えました。「しかも魔女です」

　小さな女の子たちは「んー？」と揃そろいも揃って首をひねりました。

「まじょー？」「なにそれー？」「すごいのー？」

　なるほどこの国はどうやら相当な辺境へんきょうに位置しているご様子。

「凄すごいですよ。魔女は魔法使いの中でも最も優れているんです。つまり最強ですよ最強」

　ふふんと更に胸を張る私。

　女の子たちは「おおー」と目をやや輝かせておられました。

「さいきょーなら、雪像せつぞうつくれる？」「わたしたち、雪像欲しい」「雪像つくってー」

　おっといきなり何を仰おっしゃるのやら。

「どうして私が雪だるまなんて作らなければならないんです？」

「あそこに、雪像、あるでしょー？」女の子の一人が道端みちばたを指差しました。「あれ、わたしたちが作った渾身こんしんの雪だるまさん」促うながされるままに私は道端に目をやります。確かに、そこには小さな雪だるまがにっこりと笑いながら道行く人たちを見つめていました。

「ほうほう……よくできてるじゃないですか」人参にんじんの鼻はなやら帽子ぼうしを模もしたバケツやら、実にありがちな雪だるまのように見えましたが、しかしユニークです。

「わたしたちの作品を超えられる雪像を所望しょもうするー」「欲しいなー。雪だるまさんを超える作品、欲しいなー」「ま、わたしたちの作品を超えられる雪像なんて出来っこないと思うけどー」

　ほうほう。どうやら魔法使いがいかに優れた存在かを彼女らは知る必要があるようですね。

「あのような陳腐ちんぷな雪だるまを超える作品を作れ、ですって？　お安い御用です。素晴すばらしい雪像の作成なんて朝飯前あさめしまえです」

「じゃ作ってみー」「楽しみだなー」「ねー」

　なめた態度の小さな女の子三人組をぎゃふんと言わせるために、私は杖つえを手に取りました。

「ならば見せてあげましょう──最高の雪像というのは、こういうものを言うんですよ」





●






　その年の雪像コンテストの優勝をもぎ取ったのは、なんと近所に住む幼女ようじょ三人組でした。驚くべきことにこの三人組は、可愛かわいらしい外見とは裏腹うらはらに、えげつないほどに気合いの入った雪像を作り込んでいたようです。凝こりすぎたディティールに、もはや神々こうごうしさすらある美しい曲線。もはやこれは雪像などではない、と審査員たちを圧倒させた作品でした。しかし問題点が一つだけありました。

「……この美しい女性は一体誰なのかな」審査員の一人が雪像を指差して言いました。

「あれはねー。この前この国に来た魔女だよー」女の子の一人が言いました。「モデルにしてくれってせがんできたのー」さらりと噓うそもつきました。

「それは……随分ずいぶんと自意識じいしき過剰かじょうな魔女だね……」呆あきれながら審査員が答えます。

「それはわたしたちもそう思うー」呆れながら女の子たちは、最高の雪像を見上げました。




【初出情報】六巻　メロンブックス購入特典

【著者コメント】

　この女の子たちは将来大物になるな……と思いました。
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　私は今現在幼女ようじょです。

　幼女ですよ幼女。こんな状況ではまともな魔法もままならないのですが、しかしこの状況を利用しない私ではありません。なぜなら私は旅人なのですから！

　さあ早速さっそく、金儲かねもうけに走るとしま──

「で？　何でそんな格好かっこうしてるわけ？　君、どこの家の子かな？」

　宿屋を出て数分後に巡回中じゅんかいちゅうの兵士に捕まって補導ほどうされました。

　どうやらこの国では今現在、魔法使いに対して警戒心があるようで、にもかかわらず魔女のコスプレをして「ふふ……お金……お金……」などと呟つぶやいている幼女の姿が不審ふしんに映ったのでしょう。

「……ううっ。ぐすっ……ごめんなさいぃ……もうしませんから……」

　泣いて謝る私でした。もちろんこれは演技です。怒られたくらいで反省する私ではないのです。

「いやいや泣いてちゃ分からないよ……。とりあえず、その格好は紛まぎらわしいからやめようね？」

「はいぃ……」目からぽろぽろと零こぼれる涙なみだ（目薬）を拭ぬぐいながら、私は頷うなずきました。

　後日。

　魔女の格好では駄目だめだったようですので、今度は占うらない師しの真似事まねごとをして金儲けをすることにしました。なに、深くフードでも被かぶっていれば私がただの幼女であることなんてバレることはな──

「で？　何であんなところで金儲けをして──ってまた君か」

　占いを始めた数分後に巡回中の兵士に捕まって補導されました。

　どうやらこの国では路上に座り込んで怪あやしい商売をしている人間はもれなく通報されるようです。恐らく路上で変な薬を売っている幼女が既すでにいるせいでしょう。許すまじ。

「うっ……ぐすっ……ほんとうにごめんなさい……もうしませんから……」とりあえず今回も泣いてやり過ごす私でした。

　小さい女の子の涙に敵かなう大人など果たしているでしょうか？　いえ、いるわけありませんね。

「……まったく。まあいい。そう泣かないでくれよ。おじさんがいじめているみたいじゃないか」

　兵士さんは困こまったように眉まゆをひそめて、しゃがみ込んでから言いました。「まあ、悪気わるぎがなかったようだし、あまり叱しからないでおくよ。でももう二度とこんなことをしてはいけないよ？」

「はいぃ……」

　許してくれるみたいですね。やはり小さい女の子の涙ほど強いものはな──

「うん。分かったならよろしい。では罰金ばっきんを」

「えっ。払はらうんですか」

「当たり前だろ」

「……ぐすっ」

「泣いても駄目だからな」

「……ちっ」

「舌打したうちすんな」

　やっぱり悪いことはよくないですね。などと思いながら私は罰金を叩たたきつけました。

　魔女らしい格好もダメ。路上での占いもダメ。こんなふうに罰金を払わされたものですから、私は結局、マッチ売りをするに至ったのでした。




【初出情報】六巻　とらのあな購入特典

【著者コメント】

　これはプリシラさんとのお話の合間の出来事ですね。話は変わりますがコミカライズでもアニメでも幼女イレイナさんが登場してきて嬉うれしかったです。幼女イレイナちゃん可愛いよな……。
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　学園の購買こうばいは戦場と言っても差し支えありません。

　そこにあるのは血で血を洗う闘争とうそうのみ。安らぎもなければ、談笑だんしょうも許されず、そこに向かう生徒たちはただただ口を噤つぐみ、互いの目的のためにのみ足を踏み出します。

　そう、購買の先には。

「……一日十個限定の──パン！」

　があるのですから。

　噂うわさに聞きました。通常、百個以上仕入れるはずの購買のパンの中で、唯一ゆいいつ、十個しか仕入れないパンがあると。

　多くの生徒たちは、お昼休みに突入したその瞬間しゅんかんに、廊下ろうかに飛び出し、魔法使いの生徒に至いたってはほうきを使い、購買へと突つっ走ぱしり。あるいは魔法と魔法をぶつけ合って互いを蹴け落おとし合っていました。

　恐らくはこの十個限定のパンを狙ねらっているのでしょう。

　もちろん私も例外ではありません。

「えい」むしろ私に至ってはほうきに乗りながら杖つえを操あやつってすらいました。「とりゃー」杖を左右に振りながら、購買へと走る生徒たちを次から次へと叩たたき落していきます。

　一日十個限定のパンは私のためにあるのです。

「さあさあ。道を開けてください。購買のパンは私のためにあるのです」

　私はほうきに乗る生徒たちを次から次へと屠ほふっていきました。

　私から逃れるように走る生徒たちの足元は氷漬けにして固め、すいすいと追い抜いていきます。

　そして私は、購買へと辿たどり着きます。

　幸いにも私が一番乗りでした。

　私に遅れてやってきた生徒たちがうらめしそうに「ちっ……先を越されたか……」などと舌打ちをしておられました。

「さ、私に限定のパンをくださいな」私はお金をカウンターに置き、購買のおばさんを見やります。

「一日十個限定のパン。……まさかないとは言わせませんよ？」

　おばさんは私の顔を見つめながら、目を瞬またたき、

「……ああ、十個限定のパンね。あいよ」

　と、特に渋しぶる様子もなく、パンを差し出してくれました。

「ふふふ……」私は堪こらえきれない笑みを浮かべながら、列から退どきます。

　私の後ろに並んでいた生徒たちは、それから次から次へと、「クロワッサン」「クロワッサンひとつ！」「クロワッサンくださいな！」などと、注文をしていきました。

　おやおや？　ただのクロワッサンを買って行く生徒しか……いない……？

　……おかしいですね。「一日十個限定のパンは買わないんですか？」

　私は後ろに並んでいた女子生徒の一人を捕まえて、首をかしげました。すると彼女は、

「え？　十個しか売ってないパン？　皆そんなものよりもお昼御飯ごはんが欲しくて急いでただけよ？　ここのパン、安いし。というかその限定パンって希少きしょう価値かちがあるだけで別に美味おいしくないのよ」

　美味しくない……？　おかしいですね。

「じゃあどうして十個限定で売ってるんですか？」

　女子生徒は、平然と答えました。

「クソ不味まずくて全然売れないから十個しか仕入れなくなっただけじゃない？」




【初出情報】六巻　ゲーマーズ購入特典

【著者コメント】

　希少価値の高さはそれが優れていることの証明ではありませんよね。十二巻あたりでも扱あつかっているネタですけど。

　この辺りの話の制服姿のイレイナさんが僕は好きです。魔法学園が舞台の話、また書きたいですね。

　七巻でアルテとリナリアのお話としてタイムトラベル百合ゆり物語は書いたのですけれども、インターステラー方式（タイムトラベルしても未来が変わらない）のタイムトラベルのお話でなく、今度はＢＴＴＦ方式（タイムトラベルで未来が変わる）のタイムトラベルのお話が書きたいですね。タイムトラベルというよりは平行世界ものという扱いになりますけど。







[image: ]







　前回までのあらすじ。

　私こと灰はいの魔女イレイナは、世界中を渡り歩く旅人。黒のローブに三角帽子さんかくぼうしを身にまとい、灰色の髪をなびかせながら国々を見て回るのが生きがいで、そしてそれ以外は特に何も考えることをしないのも生きがいです。

　私がその国に訪れたのは昨日きのう。

　かぼちゃ祭が行われていると巷ちまたで噂うわさの国に訪れた私は、門兵さんに声を掛けられて「やあ君可愛かわいいねえ！　凄すごいや！　こんな可愛い子見たことないよ！　最高だ！　というわけだからこれあげるよ。キャンディ」と大量のキャンディを籠かごいっぱいに貰もらったんですね。やったあ。

　で、私は街を歩いていたわけですけど、街の人たちの様子はなんだかとっても妙ちきりん。

　包帯ほうたいぐるぐる巻きの大男とか、吸血鬼きゅうけつきとか、サキュバスさんとか、白い布をかぶったお化けとか、狼男おおかみおとことかとか。

　つまり街は魔物で溢あふれていて、右も左も魔物ばっかり。うわあ凄い。

　私はまるで猛獣もうじょうの檻おりに投げ込まれた餌えさでした。

　かぼちゃ祭とは一体何だったのか。

　ここはまるで地獄じごくそのもの。

「へへへ可愛いねえお嬢じょうちゃん」「おやおや？　魔女さんが我々の街に迷い込んできたのかな？」「お兄さんと一緒いっしょに遊ぼうかふへへへへ……」「あらぁ！　こんなところ、お子様が来る場所ではなくってよ？」

　魔物たちは私を取り囲み、下品げひんな笑みを浮かべました。

　そして私はそこで魔物たちの餌食えじきとなってしまったのでした。

　諸行しょぎょう無常むじょう。

　こうして私の旅は終わったのでした。

　めでたしめでたし。


「…………」



　まあ、さすがに魔物の餌食となったという展開は噓うそなのですけど。もっというと前回までのあらすじという出だしの文句もんくも噓っぱち。

　ちなみにキャンディを貰ったというのも噓です。

　正しくは、換金かんきんしました。

　この国のこの日はキャンディを通貨の代わりに使っているそうなのです。

　だから持っているお金を全部手渡してキャンディに換えたんですね。

「へへへ可愛いねえお嬢ちゃ」以下、先ほどのあらすじとだいたい同じことが起きました。

　そしてキャンディを抱えた私は魔物に取り囲まれて、こう言われたのです。

「お菓子かしをくれなきゃ悪戯いたずらするぞ」

　と。


「……………………………………………………」



　聞きしによると、この国のこの日は、このような行いが容認されるおぞましい日なのだそうです。

　この国におけるかぼちゃ祭の一日は、国がかつあげ的な行いを容認しておられました。


「……………………………………お菓子どうぞ」



　そして私は無一文むいちもんになってしまったのでした。

　諸行無常。

　うふふ意味分かんないです。





〇






　魔物がのさばる街並みをそそくさと歩く私でした。

　やはり魔物ばかりの街にて堂々と歩いてしまうのは自殺行為に他ならないように思えたのです。

　たとえばこの状態で「お菓子をくれなきゃ悪戯するぞ」などと言われてしまったら目も当てられません。お金（キャンディ）を持っていない私は一体何をされてしまうのやら。


「…………」



　ひとまずお金（キャンディ）を調達せねばなりません。

　しかし一体どうすればいいのでしょうか？　この魔物まみれの街で、ごく普通の人間たる私を雇ってくれる場所があるとも思えません。それに、強引な手法で金を強奪しようものなら、魔物たちの餌食（食欲的な意味で）になってしまうやも。


　…………。



　万事ばんじ休きゅうすでした。

　いきなり万事休すでした。

　というかなぜに冒頭ぼうとうからピンチに陥おちいっているのか。

　全財産をこの国の通貨に換えてしまう私の迂闊うかつさに業腹ごうはらでした。万死ばんしに値する。

「おなか減った……」

　道の端でお先真っ暗な現実に頭を抱え、そんな状況下でも食料を要求してくる胃袋いぶくろにうんざりする私でした。

「……だいじょうぶ？」悩みに悩む私の目の前に、女性が立っていました。「あなた観光客？」

　私が頷うなずくと、彼女は「そっかぁ」と会得えとくがいったように軽く手を叩たたきます。「こんなところで座ってたら駄目だめよ？　悪い奴やつらに金を巻き上げられるかも」


「…………」



　裏路地うらろじに入れば多分悪い魔物がごまんといますし、大通りも然しかり。そして道の端にいてもダメなのですか。安息の地などないということなのでしょうか。まさにここは地獄じごくです。

　私は立ち上がり、女性を見つめます。

　黒のローブに三角帽子といった、魔法使いらしい格好かっこうをした女性です。胸元にはコサージュもなければブローチもなく、ただの魔導士まどうし──つまり魔法使いの中でも最低ランクの種──であることが窺うかがえます。

「あたしはリサ。ちなみのこの格好は仮装かそう」

　おっと魔導士ですらなかった。

「どうして魔法使いの格好なんかしてるんです？　そういう趣味ですか」

「まあ趣味でもあるけど……」軽く笑みを作って、リサさんは手に持った籠を持ち上げます。「これのためよ。お金を稼ぐには仮装しなきゃだもの」

「仮装するとお金が稼かせげるんですか……？」

　困惑こんわくに眉まゆをひそめる私に、彼女も怪訝けげんな表情を浮かべました。

「……もしかして何も知らずにこの国に入ってきたの？」

「まあ──そんなところです」私は手に持っている籠を持ち上げて見せます。キャンディがいっぱいに詰め込まれた彼女のものと違って、私の籠の中身は空っぽでした。

　リサさんは軽くため息を漏らして、私の手を取りました。

「馬鹿ばかね。予備知識なしでこの国に入ったら痛い目しか見ないのよ──ちょっと来なさいな」

　そして彼女は私の手を引いて歩きます。

　無一文の私はされるがままに彼女について行きました。

　あわよくばキャンディの一つでもくれないかなと思いました。

　文無もんなしですし空腹ですし。





〇






「お菓子をくれなきゃ悪戯するぞ──っていう言葉はね、この国のこの日の決まり文句なのよ」

　広場の傍そばにあるゴミ箱の陰かげから、そこにたむろしている魔物たちを観察しながら、リサさんは言いました。「ここにいる皆やたらと気合いの入った格好をしているでしょう？　気合いの入った格好を褒ほめ合うために、この行事は執とり行われているのよ」

　彼女は語ります。

『お菓子をくれなきゃ悪戯するぞ』

　と声を掛けられたとき、もしも自分よりも相手のほうが優れていると思うのならば、お菓子を渡さなければならない。自分のほうが優れていると思うのであれば、悪戯をされればいい。

　とのことでした。

　つまり国家公認かつあげ。

　なんなんですかこの治安の悪い行事。やだ怖こわい。

「それつまり声を掛けられたら強制的にお金を払わなきゃいけないってことじゃないですか」誰が好き好んで悪戯をされるというのか。

「そんなことないわよ？　ほら、あそこを見て」リサさんは広場を指差します。

　殴なぐり合いが起きてました。

　狼男が二人、周囲にできあがった人だかりがまるで見えていないかのように互いに派手はでに動き回り、牙きばで咬かみ合い、爪つめで斬きり合っていました。


「…………」なんですかあれ。



「もしも例の文句で話しかけられて、断ったらああなるの。どちらが優れているかを実力で決めるのよ」


「…………」だからなんなんですかこの治安の悪い行事。「つまり殴られるか金を払うかの二択ということですか──相手は魔物ばかりですし、話しかけられたら終わりですねこの行事」



　私がため息を漏もらすと、彼女は首をかしげました。

　何言ってんのこの子。とでも言いたげです。

「魔物なんているわけないじゃない。あなた本当に何も知らずに来たのね」

　彼女は肩かたをすくめます。「もしかしてあそこにいる男たちが本物の魔物とでも思ってる？　まったくおめでたいわね──」

「……どういうことで？」

「あれ全員仮装してるだけの人たちよ。魔物なんて一人もいないわ」


「…………は？」



「だから、つまりね、この国は魔物が蔓延はびこる国なんかじゃなくて、みんなが仮装してお互いの衣装の出来を自慢じまんし合っている国なのよ」


「…………」



　つまり私は魔物の格好をしているだけの普通の人に金（キャンディ）を強奪ごうだつされたと。

　ほほう。

　へー。なるほどなるほど。

　業腹ごうはらです。万死ばんしに値する。




「ところであなたはどうやってそこまで稼いだんですか」

「え？　『お菓子をくれたら悪戯してあげるゾ☆』って言ったら喜んでくれたわよ。ほんと男ってみんな馬鹿」

「いたずらは」

「縛しばって放置プレイしてあげたわ」

「あなた天才ですね」

「案外ちょろいわよ。男ってみんな馬鹿だし」





〇






　そこから私の独壇場どくだんじょうでした。

　本領発揮でした。相手が魔物でないというのなら恐るるに足らず。

　私は街並みを歩きながら、男女問わず片かたっ端ぱしから声を掛けていきました。

「やあどうもこんにちは。魔女です」

「お。きみ結構可愛い仮装して──」

「お菓子」

「……ん？」

「お菓子ください」

「お決まりの文句が聞こえないが……？」男はでっかいかぼちゃを頭に被っていました。「しかしだな、俺の仮装のほうがイケてると思わな──」

「お菓子」

「……おお？」

「お菓子ください」

「いや、あの……」

　私は手に持っていた杖を男の喉元に突き付け、

「いいからお菓子」「プリーズお菓子」「くださいな」「はやくお菓子」「くれないとどうなるか……分かりますね？」「ちなみに私」「私は本物の魔女です」「言ってる意味は」「分かりますね？」

　ぐいぐい迫り、男の周囲をぐるぐる回りながらお菓子を要求しました。

「……いや、でも」

　それでも私にお菓子を与えようとしないけちな男の耳元で、私は魔法を放ちます。氷の塊が男の耳元ではじけます。

「ちなみに私の悪戯はこのレベルですけど──どうですか？　悪戯されたいですか？」

　そして私は、男の肩にぽん、と手を置き。

「お菓子をくれなきゃ悪戯しちゃいますよ？　どちらが良いですか？　うふふ」

　このあと滅茶めちゃ苦茶くちゃ稼ぎました。




　さて所持金（キャンディ）が入国当初に戻ったところで、私は国を離れることにしました。

　私とほぼ同じタイミングで、リサさんも国を離れたようで、門の外で彼女とばったり遭遇そうぐうしました。

「あら。さっきぶりね。どう？　稼げた？」

「いえ、でもとりあえず所持金が入国時と同等くらいまでにはなりました」

「ふうん──ちなみに私の稼ぎ、見る？」

「……こんなに稼いだんですか」

　大量の金貨が彼女の財布の中には収められていました。なんですかこれ一般市民の年収くらいありますよ凄い。

「男はちょろいもの。胸を露出ろしゅつさせとけばだいたいなんとかなるわ」


「………………………………………………………………………………………………そですね」



「あ、ごめん」

　彼女は私の胸元に視線を落として「てへっ☆」といった感じに自らの頭をこつんと叩たたきました。

　私は彼女の脳天のうてんに氷塊ひょうかいを落としたくなる気持ちを抑えてから、

「というより、これ、つまり露出が高かったり強引な手法を使った人が得をする行事ですよね。あの国の人に利点はあるんですか」

「あるわよ」

「何ですか」

「可愛い女の子と気軽におしゃべりできる。可愛い女の子に悪戯してもらえる」


「…………男って」



「皆ちょろいわよ」


「……………………」






　しかしながら。

　私は今回の国に関して腑ふに落ちない点が一つあるのです。

　彼女のいうことが本当だとしても、幾ら何でも街に蔓延る魔物っぽい格好をしている人たちの仮装の出来栄えはすさまじかったのです。

　まるで本物の魔物と見まがうほど。

　取り囲まれた私はうっかり怯おびえてしまうほどに。


「…………」



　もしかしたら。

　本当は仮装などではなく、魔物たちが寄せ集まり住んでいる国だったり。

　年に一度、人間たちと関わり合いを持つために開いている祭りだとか。

　そんな可能性ばかり考えてしまう私なのでした。





●






　祭りのあと、国の住民たちは酒場で語り合っていた。

「今年もすごかったな！」「俺、凄いことされたぞ。人間の女の子に縛られた！　放置もされた！」「ふはは俺なんて魔女の格好した女の子からキャンディ巻き上げたぜ」「何？　それは本当かい。僕は魔女の格好をした女の子に脅おどされたけど」「どうだった？」「最高だった」

「やっぱ人間の女の子ってええな……」「やっぱ人間の男の子っていいわぁ……」


「ねえ聞いて！　あたし人間の男にプロポーズされちゃった！」「へえ。それでどうしたの？」「なんか石になっちゃった」「……ねえ、あんたの横の石って」「これ？　うん。旦那だんな」「…………」




「くっ……殺せ」「おい誰だよ人間の女騎士おんなきし拾ってきたの。返してこい」「待ってくれオーク兄貴あにき！　その子は特別なんだ！」「特別なんだ、じゃねーよ。さっきからこいつ『くっ……殺せ！』しか言わねーじゃねーか」「そういう仮装だから仕方ないじゃないっすか」「そういう仮装は夜だけにしておけ」「…………」「くっ殺」



　魔物たちの街では、年に一度だけ門を開き、『かぼちゃ祭』を開く風習があった。

　ただし必要以上に人間を怯えさせないために、「魔物の仮装をしている」という体で、訪れた観光客たちを楽しませていたのだ。

　いつしかその祭りは人間も魔物も交えた仮装大会になっていたが、その現状を拒む者はいなかった。

　むしろ楽しんでさえいた。

　来年の同じ時期に開かれる門を楽しみに待ちながら、酒場の魔物たちは夜明けまで騒ぎ倒した。







【初出情報】カクヨム投稿作品

【著者コメント】

　カクヨムに掲載したＳＳですね。魔女と言えばハロウィンということで、ハロウィンにあわせて公開したＳＳだったと思います。書き始めた当初は四ページ程度のお話にするつもりだったのですけれども随分ずいぶんとページがかかってしまった。
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　シャロンさんは常日頃つねひごろからしたり顔を浮かべているものですから、そして魔女の格好かっこうをしているものですから、他所者よそものから見ればかなりの実力者に見えてしまうことがままあるようで……。

「以前訪れた国ではね、『最近、街角で占うらない師しの真似事まねごとをして民間人から金を巻き上げている性根しょうねの腐くさった魔女がいるからこらしめて欲しい』って頼まれたこともあったのさ。ボクは魔女ではないからね、魔女でありながら人を騙だますような真似まねをする人間が許せなかったから、依頼は快諾かいだくしたよ」

「……ほうほう」占い師の真似事をして民間人から金を巻き上げる魔女ですか。

　どこかで聞いたことある特徴とくちょうですね……。

「その魔女は街角で『あらお嬢じょうさん。あなた、今日の運勢うんせい最悪です。恐らく本日とてもとてもよくないことが起こるでしょう』などと通行人に声を掛けては、怪あやしげな壺つぼを売っていたそうなのさ。魔女ともあろう者がね。信じられないと思えない？」

「そですね。最低ですねその魔女。天罰てんばつ下ればいいと思います」

　然しかりと私が頷うなずくとシャロンさんは、

「そうでしょう？　最低でしょう？　ゴミクズでしょう？　生きてる価値ないでしょう？」

　などと容赦ようしゃなくぶった切るのでした。なぜだか分かりませんが私はひどく心が痛みました。

　そこまで言わなくてもよくありません……？

　それから彼女は滔々とうとうと、その国での出来事を語りました。

　何でも、壺を買わされ、騙だまされたことに気づいた通行人が苦情のために魔女の元に戻っても、魔女は『変な魔女に壺を買わされた──これは間違いなくとてもとてもよくないことでしょう？　つまり私は噓うそを言っていないということになります』などという意味不明な頓智とんちを利きかせて言い逃れに走り、返金に応じないのだとか。

　この魔女をこらしめて欲しいと頼まれたシャロンさんは頭を抱えました。

　シャロンさんは魔女の格好をしているとはいえ彼女はただの年相応の少女なのです。魔女と対峙たいじすれば返り討ちに遭うことは免まぬがれません。つまり魔女と会うことなく、かつ魔女の悪行を止める必要があったのです。そんな離はなれ業わざ、果たして可能なのでしょうか。

　シャロンさんは悩みました。悩んだ末に、

『やあやあ。そこのキミ、壺買わない？　この壺買うとね、ボクのように幸せになれるよ』

　魔女と同じような腐った商売に手を出しました。自信にまみれた表情で。

「いやいやいや」私は彼女の回想に横やりを突っ込みました。「……なぜです？」

「なんかノリでつい」

　なんとなくその場の雰囲気ふんいきに流されて、シャロンさんは結局、魔女と同じく怪しげな商売に手を出しました。しかしこれが予想外の方向に展開させてしまうのがシャロンさんという人でした。

『さすがシャロン様！　あなたのおかげで魔女は怪しげな商売をきっぱりやめてしまいましたぞ！』
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　彼女が占い師の真似事をした結果、魔女はきっかり占い師の真似事をやめてしまったのです。

「ふっ……そうでしょう。さすがボク……」

　などとその場はしたり顔で切り抜けた彼女でしたが、しかし未いまだに魔女が占い師の真似事をやめてしまった理由は分からないままだと彼女は言います。


「…………」



　まあ、そのタイミングくらいで普通に捕まったからやめただけなのですけど……。

　黙だまっておきましょう。




【初出情報】七巻　メロンブックス購入特典

【著者コメント】

　二人ともろくでもない人間じゃないか……。

　シャロン様は一部の読者さんにとてもとても人気なようで、編集さんにもよく「出そうよ出そうよ！」と言われています。というか出したいキャラはいっぱいいる。
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「面妖めんようじゃな……！」

　かの有名な古竜こりゅうルシェーラさんの眉根まゆねに皺しわが寄り、彼女は「ぬぬぬ……」などと呻うめいておられました。目下もっか、彼女を悩なやませている問題が一つあったのです。

「なぜ人は服を着るのじゃ？　服を着ねばならんのか？」

　服を、着たくない──それは我々人間には到底とうてい理解しがたい悩みといえました。

　というかわざわざ買って差し上げたというのに何を言い出すのでしょう。

「むううう苦しいのう気持ち悪いのう……」おもむろに脱ぬぎ始めるルシェーラさん。

「ちょっと何してるんですか。いや本当に何してるんですかやめてください公衆こうしゅう面前めんぜんですよここ」

「ぬああ離せ！　やっぱ脱ぐ！　わらわこれ脱ぐ！　気持ち悪い！」

　街のど真ん中。

　お喋しゃべりしていた最中に服に手をかけるルシェーラさん。強引に止める私。先ほどまで「わらわこれ買うー」などと調子に乗っていた彼女はどうやら買って差し上げた服と共に脱ぎ去られてしまったようで、ここにはただひたすら駄々だだをこねる女の子が一人いるだけでした。

　大通りの真ん中で彼女がかのようにわめくものですから。

「何だ何だ」道行く人たちは私たちが揉もめ事でもしているのかと視線を集めてゆき。

「あらやだ揉み合いかしら」次第にちらほらと人が立ち止まるようにやり。

「一体これは何の騒ぎかな？」やがて人だかりができあがるまでになりました。

　そんな通行人たちの視線もおかまいなしにルシェーラさんは首を振り続けます。

「いーやーじゃー！　離せよおぬしー！」服をぐいぐいと上へと引っ張る彼女。

「こらこら言うことを聞いてください。ちょっと本当にいい加減にしてくださいマジで」彼女の手を押し戻そうとする私。

　そんな光景こうけいが繰り広げられるなか、集まった人だかりの一人が、真まっ青さおになり、叫びます。

「魔女さんが女の子の服を脱がそうとしているわ！　公衆面前で！」まったくもって見当違いも甚はなはだしいお言葉を叫びます。「ひどいわ！　魔女さん！　なんてことをするの！」


「いや、違……」しかしよく見てみれば私たちが繰り広げていた攻防はまさしくそのような感じの仕上がりで、私が彼女に不埒ふらちな行いをしでかしたようにも見えなくはありませんでした。「…………」



　結局その場は私が彼女の手を引いて強引に逃げることで事なきを得ました。

「あっ！　魔女が物陰に女の子を連れ込んでいかがわしいことをするつもりだ！」などと後ろから聞こえたような気がしましたが聞こえなかった振りをして全速力で駆け抜けました。

「やっぱ窮屈きゅうくつじゃのう……」一人の少女を守らんとする善良ぜんりょうな市民を切り抜けた私を待っていたのはぶつくさと文句を言い続けるルシェーラさんでした。

　一体どうすれば公衆面前で服を脱ぐなどという奇行きこうを止めることができるのか。

　その答えは彼女の言動げんどうにありました。

「あっ！　おぬし！　わらわアイスクリームなるものが食いたい！　買って？」

　つまるところ飽き性かつ目移りしやすい彼女は新しいものを目にすればそれだけで服の窮屈ささえ過去のものとしてしまうのです。

「……はいはい」結局私は彼女に振り回されつつ、財布さいふに手傷てきずを負わされるに至ったのです。

　そのような慌あわただしく過ぎるだけの数日は、存外ぞんがい、楽しくもありました。







【初出情報】七巻　とらのあな購入特典

【著者コメント】

　世間知らずなわらわキャラが好きです。ルシェーラさんは各巻のゲストキャラの中でもかなり気に入ってる部類の子です。子というには少々年がアレだけど。
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『歴史を作った偉人いじんたち』

　これは我が国において歴史遺産いさんをこよなく愛した人々へのインタビューをまとめた感動の新聞連載歴史ドキュメンタリーである。

　記念すべき第一回のゲストはこの方。

　炭すみの魔女サヤ。

　魔法統括とうかつ協会きょうかいに属する魔女である。

　若くして類たぐいまれなる魔法の才能に恵まれた彼女は現在、旅人として各国を渡り歩きながら、助けを求める人々に手を差し伸べているという。

　特に石膏せっこうの修繕しゅうぜんは他の追随ついずいを許さない。

　人は彼女をこう呼んだ──石膏修繕のスペシャリストと。




　──本日はお忙いそがしいところありがとうございます。

「いや石膏修繕のスペシャリストなんて初めて呼ばれたんですけど」

　スペシャリストらしい謙遜けんそんである。これも匠たくみの成せる業わざなのだろうか。

「いや匠というか本当にそんな呼ばれ方したことないんですけど……まあいいや」

　インタビュアーに呆あきれながらも、サヤ氏は早速さっそく石膏の修繕に取り掛かった。作業の傍かたわら、灰色の髪をした女性の写真を眺ながめては「えへへ……」などと頰ほおを赤らめたりだらしない表情を浮かべる彼女。

　石膏修繕のスペシャリストというよりもはやそこには恋に恋する乙女おとめがいるだけであった。

　匠である前に一人の乙女。これも匠が匠たる所以ゆえんなのかもしれない。

　──その写真の人物は一体どなたですか？

「この人ですか？　ぼくの大切な人です」

　恥はずかしそうに頰をかきながら彼女はそう答えていた。

　──この人、女神像とそっくりの顔立ちをしていますね？　女神と何か関係が？

「は？　何言ってんですか全然違うじゃないですか」

　先ほどまでとは打って変わってきりりと厳きびしい表情を浮かべるサヤ氏。怒られてしまった。

　今まで幾度いくどとない苦難くなんを切り抜けてきたことがその真剣しんけんな表情からは窺うかがえる。

　彼女はこう言いたいのだ。「ぼくの石膏像はこんな薄っぺらい紙切れに刻きざまれたモノなどではない。石膏像はもっと広い世界を見せてくれるのだ」と。

　我々は軽率けいそつな言葉を投げかけてしまった己おのれを恥じた。

　まさしく匠の矜持きょうじと呼ぶべきものを、我々はこのとき目の当たりにしたのだ。

　それから数時間、サヤ氏は黙々もくもくと作業を続けた。「イレイナさん……イレイナさん……」時折、我々の耳に届くその言葉は恐らく他国の言葉だろう。己を鼓舞こぶしているのだ。凄すさまじいストイックさであった。

　彼女の作業は陽ひが暮れるまで続き、

「できました！　これがイレイナさん像です！」

　そうしてようやくスペシャリストにより修繕された素晴らしい像が、完成し……完成……あれ？

　我々は己の目を疑った。まごうことなき別物がそこにはあったのだ。

　──これがかの有名な女神像ですか？

「は？　何言ってんですか全然違うじゃないですか」

　──本日はどうもありがとうございました。




　※『歴史を作った偉人たち』のコーナーは第一回をもちまして終了とさせていただきます。




【初出情報】七巻　ゲーマーズ購入特典

【著者コメント】

　六巻あたりから店舗特典ＳＳはその巻で起きた出来事の補足的なお話をするようになりました。このお話も石膏像を修繕したサヤさんのお話となっています。
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　その日、東洋とうようの方にある国で有名な画家の新作が画廊がろうに置かれました。

　芸術にさして詳しくもない私から見れば、いかにも高そうな金の額縁がくぶちに納められている彼の絵を目にしたところで、「あ、似てますー」なんてしょうもない感想くらいしか出てきませんでした。

　しかし国の人々にとって、その一枚はあらゆる意味を含めているようでした。絵の前にできた黒髪の方々による人だかりには、あらゆる声が飛び交ってきます。

「数年ぶりに絵を出したと思ったらこれか……がっかりだよ」

「相変わらず美しい絵だわ。この儚はかない表情をしている魔女が特に素敵すてき」

「久々に新作を目にすることができると思ったのに何だこれは。迷走めいそうしている」

「いや、この路線ろせんもすばらしいものだよ」

「革新的かくしんてきなことをやり続けてきた彼らしい進化の仕方しかただね」

「進化だと？　退化の間違いだろう」

　要するに賛否さんぴ両論りょうろんなのでした。

　画家の名前はクーロン。若くしてこの国一番の画家として評価されるようになった天才であり、特に大胆だいたんな色遣いろづかいが特徴的……だそうです。紹介文にそのように書かれています。

　新作の絵の横には過去作がずらりと列をなしています。それらはどれも確かに大胆な色遣いで、少なくとも絵に疎うとい私でも、「あ、カラフルですー」なんてしょうもない感想が浮かぶくらいには大胆でした。

　しかし新作の絵はどうでしょう。

　人だかりの向こう側に掛けられているのは『灰はいの魔女』と題された一枚の絵。黒のローブと三角さんかく帽子ぼうし、そして星をかたどったブローチをした魔女が一人、窓辺に佇たたずんでいます。灰色の長髪をたなびかせている彼女は儚い表情をしているようで、退屈たいくつそうに腰こし掛かけているだけにも見えました。

　その絵にクーロンという画家らしさは、確かにありませんでした。

　新作の絵には大胆な色遣いなど微塵みじんにもなかったのです。『灰の魔女』は白と黒、そして淡あわい灰色だけで描かれていました。

　迷走しているようにも見えますし、あるいは新しい何かに挑戦しようとしているようにも見て取れます──だからこそ、賛否両論なのでしょうか。


「…………」



　ま、そんなことは置いておいて、もう一度絵に目を向けましょう。迷走云々うんぬんを抜きにしても、綺麗きれいな絵です。美しく麗うるわしい一人の魔女がそこにはいました。

　ところで、その絵のモデルとなった人物とは一体誰か。

　そう、私です。





○






　ことの発端ほったんは、私がこの国に来た頃のこと。つまり、今から一週間ほど前のことです。




　適当に街を歩いていた私はほどよくげんなりとしていました。

「……なんですかこの金持ちくさい情景じょうけいは」

　道をゆくだけでもこの国の人々がそれなりにお金を持っていることと、芸術にやたらと力を入れているのは明らかでした。

　たとえば本屋。美術館ばりの外装です。ちなみに入り口には本を読みながら歩いている男の子の銅像が置かれています。読み歩きを推奨すいしょうしているんですか？

　たとえば肉屋。入り口に動物の剝製はくせいが並べられています。牛うし、豚ぶた、鶏とりのほかにも羊ひつじや猪いのしし、それと馬うまや犬いぬまで。……犬？

　その上、どのお店も当然のように絵画が置いてあります。

　なんとなく訪れた家具店（なぜか外観が巨大な食器棚を模もしたもの）にも、やはり絵画は置いてありました。


「…………」



　カンバスいっぱいに塗ぬり広げられる、赤黒い何か。まるで全身全霊を込めて怒りをぶつけたような色合いをしておられます。そのタイトルが『晴天の空』なのでうんざりしてしまいますよね。描いた人は魔王まおうの末裔まつえいか何かですか？

　不吉な絵から逃れるように視線を下にずらせば、クーロンという男のサインが記されていて、またしてもげんなりとしてしまいます。

　この国に来て何度も何度も目にしている名です。

　訪れたお店の殆ほとんどに、彼の絵は飾られていました。『海』という題名のくせに真まっ赤かだったり『森』という題名なのに真っ青だったりとやりたい放題に描かれておいででした。

　一体なぜこんな絵が人気なのか。

「ややっ！　お客さん、この絵に興味でも？」

　ぼうっと立っていると、店主さんに捕まりました。でも好都合こうつごうです。

　疑問をそのまま言葉にしてしまいましょう。

「……これ、一体何がいいんですか？　私には何が魅力みりょくなのかさっぱり」

「なんと。この絵の魅力が分からないとは……さてはお客さん、他所よその人ですな？」

「旅人です」

「やっぱり！」店主さんは大仰おおぎょうに頷うなずきました。「この絵はですな、晴天なのに真っ赤という斬新ざんしんさが素晴らしいのです！　まあ芸術に疎うとい素人しろうとには到底理解できないでしょうな」

　なんか要領ようりょうを得ない解説ですね……。

「ここ、家具屋さんですよね？　どうして絵が置いてあるんです？」

「それはもちろん、私が芸術をこよなく愛する人間だからです！」

「はあ……。でも、この絵、お店の雰囲気ふんいきに合わないんじゃないですか？　どのお店にも絵が置いてありますけど、ただ飾ってあるだけ、という感じがするのですけど」

　それはこの国に来て、観光している間に胸むねに沸わいてきた疑問でした。

　すると店員さんは、ここで初めて本音を漏もらしました。

「雰囲気などどうでもいいのです。有名で素晴らしい絵が置かれていればそれでいいのです。なぜならそれだけお店が儲もうかっている証明になりますからな！　儲かっている店にはお客が舞い込んで来るものです！　そしてまた新しい絵が買える！　素晴らしい！」


「…………」



　店を出て、道を歩きながら、とても奇妙な国だと思う私でした。

　最初はお金持ちの国なのかと思いましたが、どうやらそうでもないようです。

　むしろ、派手はでなものが大好きな人が多い感じです。

　お金持ち特有の余裕というものがこの国の人たちからは感じられないのです。「派手なものを置きたい」「豪華ごうかなものを見せびらかしたい」という願望が、この国の至るところからにじみ出ています。


「…………」



　まあ要するに見栄みえっ張ぱりが多い国ってことですよね。




　見方を変えてみれば国の様子も変わるもので、たとえば露店ろてんにも見栄っ張りは存在していました。

　派手な建物の間に挟まれているお店たちには、ありとあらゆるものが置いてあります。

　野菜を売っていた露店などは特に変わっていて、見たこともないくらいに巨大であったり、へんてこな形をしている、出来損できそこないのように思える野菜ばかり並べていました。ですが、この国では「希少価値がある！」と評価されているようで、なかなかの盛況せいきょうぶり。

　あと、やたらとカラフルなキノコが置いてありましたがそれは希少価値云々以前にほぼ間違いなく毒キノコだと思います。

　露店が並ぶ道をしばらく進むと、今度は果物屋が現れましたが、しかしここに売られているものも普通ではありませんでした。

　私はお店の前で立ち止まります。

　置いてあったものは、色が変な果物たち。林檎りんごなのに真っ青だったり、桃色なバナナだったり、桃なのに黒だったり。

　まるで、

「絵の具で塗ったみたいな果物ですね」

　って感じでした。

　しかし店主さんは首を振ります。「そいつぁ違うよお嬢じょうちゃん。こいつらは珍めずらしい品種の果物さ」

「へえ」

　試しにオレンジ（真っ赤）を手に取り、指でこすってみました。すりすりと。

「あ、こらやめろ！　品物に傷がつくだろうが！」

　あわてて私から赤いオレンジを奪い去る店主さんでした。こすった指を見てみると、赤い痕あとが微かすかについています。


　…………。



　見苦しい……。

「──お、美味うまそうなバナナじゃないか」

　などとわけの分からないことを言いながら、男が私の横に立ちました。私よりも背が高く、瘦やせ型の男です。年齢は二十代半なかばといったところでしょうか。買い物の途中とちゅうだったのか、両手に袋を下げています。

　私を睨にらみつけていた店主は新しいお客の来訪により態度をぐるりと変え、

「ええ。バナナだけじゃないですぜ。どれも最近手に入れたばかりの希少な果物でございます」

「そうなんだ。どうりでちょっと色が違うと思った」

　ちょっとじゃないでしょうに。

「こっちの桃なんてどうです？　真っ黒の桃なんて珍しいでしょう？」

「うーん……あんまり美味おいしそうじゃないなあ」

「大丈夫ですよ旦那だんな。味は普通の桃でございます」

　まあ色を塗っただけですからね。

「そっちの色の薄いブドウは何かな」

「それはマスカットという品種のものですぜ」

　なぜマスカットだけそのまま置いているのか。

　隣となりの男は店主を見ると、

「なるほど……、その手に持っているものは何？」

　と赤いオレンジを指差しました。

　店主はびくっと肩を跳ね上げたのちにそれを後ろに隠します。

「や、これは売り物にならんです。そちらのお客さんが傷物きずものにしてしまいましたからな」

　失礼な。「傷物というよりは売り物としての価値がなくなっただけでは？」

「うるさい黙だまれ小娘！　貴様きさまに売る果物なんてないわ！」

「そですかー」

　拒絶されてしまいました。

　まあ買うつもりもなかったので別に困こまりませんけれど。

「──な」

　店主の言葉を受け流す最中、微かに横から声がしました。

　見れば、怒りに怒る店主と、適当に流す私のやり取りを見ていた男が啞然あぜんとした表情をしていました。まるで信じられないものを見ているかのような、驚きに満ちた表情です。

「……きみ、なんだその髪は」

「……はい？」

「なんだその髪、その色、何なんだ……」

　男は、両手に下げていた袋を落としました。

　ばさばさと音を立てて崩くずれる袋からは、大小さまざまの絵の具やら筆やら何やら、ありとあらゆる画材がざいが吐き出されました。

　そして男は、やや興奮しながら、

「き、きみ！　よかったら俺の絵のモデルにならないか！　お金弾むから！」

　と私の手を取りました。

「……はい？」

　再度同じ言葉を返す私でした。





○






　金貨五枚でどうだ！

　などと叫ぶ男に連れられてやってきたのは、街中にある一軒家いっけんや。

　よほどの見栄っ張りか、もしくは本物の金持ちか、案内された場所は見るからに豪邸ごうていでした。

「随分ずいぶんと大きな家なんですね」

「まあね。俺、これでも結構有名な画家なんだよ」

「お名前を聞いても？」

　男は頷きながら、正面玄関げんかんの扉とびらに手をかけます。

「クーロンだ」

「……ああ。あの」

「おっと。俺の絵を知っているのか」

「ええ。凄すごく奇抜きばつな色遣いをする人ですよね」

「ふん……照れるな」

　そういえば奇抜と奇怪って類義語なんですよね。

「どうしてあんなふうな色遣いをするんですか？」

「そりゃあ、俺には世界がああいうふうに見えているからだよ」

「はあ、そうですか」

「どうでもよさそうだな……」

「てっきり、もっと変な人が描いているのだと思いました」

「変な絵を描けるやつが変な奴やつとは限らないよ」

「そうですね。まあ、変な絵を描く人が自らを変な人間と自覚しているとも限らないのですけれど」

「はは……手厳てきびしいな」

　彼は目を細め、乾かわいた笑いを漏もらしていました。

　そして扉は開かれます。




　家の中を更に案内され、私は彼のアトリエへと招待されました。

　無駄むだに広い一室は絵の具の匂においに紛まぎれて、鮮あざやかな草花の香りが漂ただよっています。窓辺にあるカーテンが風に煽あおられ、昼間の光にきらめきながら揺れていました。

　壁にぴたりとくっつくように大きな作業台が置かれており、絵の具や用途のよく分からない瓶びんなどが散乱さんらんしています。

　彼は部屋の隅すみからカンバスを取ると、イーゼルにそれを掛け、座りました。その様子だけ切り取ってみるのならばまさしく売れっ子の有名画家という佇たたずまいですが、背後に散乱している失敗作の数々が奇妙な哀愁あいしゅうを生み出していました。

　描いたものがすべて成功するわけではない、とゴミになった絵たちが語りかけてくるかのようです。

「さて、どうしようかな……あ、とりあえず窓辺に立ってみてくれる？」

「はい」

　言われるがまま、私は彼が示した先に立ちます。ちなみに棒立ぼうだちです。

「……あの、不自然だから何かポーズをとって貰もらえると有難ありがたいんだけど」

「はあ」

　ポーズと要求されても特にいいものが思いつかなかったので、両手を挙げてみました。

「駄目だめだ。不自然すぎる。もっと自然な感じで頼む」

「こうですか？」両耳を塞いでみました。

「駄目だ。もっと別ので」

「こうならどうです？」両目を塞ふさいでみました。

「もっと駄目。次」

「これでどうでしょう」今度は口を塞いでみました。

「うん塞ぐことから離れようか」

「なるほど」面倒くさくなった私は窓枠まどわくに腰掛けました。

「いいね！」

「ほう」

　これでようやく満足ですか。そうですか。

「じゃあ、そのまましばらく動かないでくれ。今から描くから」そして彼はぼろぼろの鉛筆えんぴつを取り出し、カンバスと私を交互に睨み始めました。

「どれくらいの間、動かなければいいですか？」

「描き終わるまで」

「だから、どれくらいですか」

「すまないが今描いているんだ。集中できないから黙っていてくれ」


「…………」



　なんなんですかこの人……。




　それからどれほどの時間が経過けいかしたのか私は覚えていません。一時間だったか、それとも三時間ほど経たったのか、ひょっとしたらもっと経っていたかもしれません。

　窓辺に腰掛けながら外を眺ながめるだけの時間というものは想像以上に暇で過酷かこくでした。

「──よし。少し休憩きゅうけいしようか」

　と、鉛筆を置き、軽く伸びをしたクーロンさんの言葉は、私には死刑宣告にも聞こえたものです。

「……え、まだやるんですか？」

　私の問いかけに彼は当然と言わんばかりに頷き、

「まだ半分くらいしか出来ていないからな。君も疲れただろう。どこかその辺に座っていてくれ。飲み物を取ってくる」

　と、部屋から出て行ってしまいました。


　…………。



　ひどく疲れましたが、それよりも気になるのは彼の絵の出来栄えです。私は彼が直前までへばりついていた場所まで歩み、カンバスを覗のぞき込みました。

「……ほう」

　そこには窓辺に佇たたずみ、憂うれいを込めた表情でどこか遠くを眺める魔女がいました。描きかけですが綺麗です。一体このモデルは誰でしょう？

　なんて冗談を心の中で漏らしてから、私はカンバスから足を引き、アトリエの中を散策さんさくしました。

　床の上に重ねられた失敗作たち。私がいた窓辺。用途のよく分からない品々。それと、机の上に散乱している絵の具たち。

　なんだか、趣おもむき深いものですね。

　天才と呼ばれる画家の苦悩の日々がこの一室に詰め込まれているようです。


「…………？」



　ぼんやりと室内を見回していると、ふと、机の上にぽつんと置かれているグラスに目が留まります。何も考えずに手にとってみれば、入れられていた血のようにぬめり気のある液体がたぷんと揺れ、こぼれた一滴が縁を伝って手に流れました。

　飲み物かもと思って匂いを嗅いでみましたが、明らかに飲めそうな匂いではありませんでした。むしろ絵の具くさいような。

　これ、一体何でしょう。

「むう……」

　しかし頭をひねったところで絵画に関する知識の浅い私に答えなど出るはずもなく、「出来損ないの絵の具でしょうか」という結論に至りました。

　彼が戻ってきたのは、ちょうど私がグラスを机の上に置いて、手を拭おうとしたときのことです。

「やあ、おまたせ──って、おいおい大丈夫か」

　カップを二つ持って戻ってきた彼は、私を見るなり目を丸くしていました。

「……？　何がです？」

「何が、じゃないよ──」彼はやや慌あわてながら、扉も閉めずに小走りでカップをその辺に置くと、部屋の中を右往左往うおうさおうし始めました。「血が出ているじゃないか。ああ、そうだ。確かこの辺りに止血できるものがあった筈はずだ──」


「…………？」



　血？

「もしかして刃物にでも触ったのか？　すまない。この部屋は散らかっているからな……」部屋の隅すみから布切れを引っ張り出してきた彼は、それを私に手渡しました。「ほら、これで止血しけつしてくれ。まあ傷は浅くないみたいだけど……、痛くないか？」

　私はそれを受け取り、

「あの、別に血が出ていたわけではないですよ」

　と、手についていた液体を拭ぬぐいました。

　そして、きょとんとしているクーロンさんに私は言います。

「すみません。机の上にあったグラスが気になって、触ってしまったんです。中に入っていた液体が手についてたみたいですね」


「…………」彼はほんの一瞬だけ顔を歪ゆがめました。「あ、ああ。そうなのか……。早とちりしてしまったみたいだな」



「ええ──すみません。勝手に触ってしまって」

「いや。それはいい。怪我けががなくて何よりだ」

「……ええ」

　手を拭い終えると、布切れには液体が微かに染み込んでいました。手にも痕きずは残っていません。綺麗に拭き取れたようです。

　私は、

「ところで、どうして私が怪我をしていると思ったんですか？」

「え、えっと、そりゃあ……どうしてだろう……、血と似てたからかな」

「あれをですか？」

　私は机を指差しながら、再度言います。

「あれと血を、見間違えたんですか？」

　私が指差した先に──机には、血のようなぬめり気のある、真っ黒の液体がグラスの中で微かに揺れていました。





○






「……ふう」

　深いため息をついたのち、描きかけの絵が立てかけてあるイーゼルの前に腰を下ろした彼は、観念した様子でした。

　よもや隠し通すことは不可能であると悟さとったのでしょうか。

「これ、絶対に誰にも言わないでくれよ？」

「ええ。言いません」そもそも言う相手などいないのですけど。

　そして、彼は語ります。

「俺、色が見えないんだ──生まれた頃から、色というものが俺の目には映らないんだ。空も海も森も、何もかもがすべて黒と白と灰色だった。けれど、これが普通だと思っていた。最初に疑問を持ったのは子どもの頃だ。友達が同じ色のものを『赤』『青』なんて区別していたんだ。一体何を言っているんだ？　なんて思ったものだよ」

「……ふむ」

「自分には色が見えていない。他の人が見えるものが俺には見えない。その事実に気づいたときは結構なショックだったさ。今となっては過去の話だけどな」

　彼は目を落とし、床ゆかを見つめます。

　そして、たっぷり時間を取ったのちに、言葉を続けました。

「見えないからといって見えないことを周囲に告白したりはしなかった。普通を装よそおった。見えていないものを見えているように演技したんだ」


「…………」



　見栄っ張り、だからでしょうか。

「まあ色が見えないからといって、普通に生活しようと思えばできるものだ。苦労したことといえば、絵を描くときだった──俺は小さな頃から絵を描くのが趣味でね、色が見えないことが分かってからも、辞める気にはなれなかった。だからあくまで趣味として、俺は絵を嗜たしなんだ。評価されようなんて微塵みじんにも思ってなかったんだがな……」

「評価されまくりですよね」

「そうなんだよ。おかしなことにな、俺の絵は評価されたんだよ。俺の絵を見たこの国の連中は、『独創的だ！』とか『奇抜きばつな色遣いだ！』って騒ぎたてたんだ」

　これもまた見栄っ張りだらけの国ならではのことなのでしょうか。あるいは本当に独創性が評価されたのか──。

「要するに、適当に色を混ぜて描いていたら、あれよあれよという間に有名画家になってしまったということですか」

「ま、そういうことになるな。……それで、だからこそ、今困っている」

「……？　なぜです？　見たままのものを描いているだけで大金が入ってくるのなら、それほど美味しい話はないじゃないですか」

「簡単そうに言うけどな、でたらめな色合いを作るのだって簡単じゃないんだよ。有名になればなるほど、作品が増えるほど批判ひはんも増える。色のバランスがおかしかったり、本当に見たままの風景画になってしまったり、とかな」

「……ふむ」

「だから最近、新しいことに挑戦しようと思っててね──さっき君が持っていたアレを使って、白黒のみの絵を描こうと画策してるのさ」

「アレ……」私は机に目を向けました。「あのグラスの液体、何なんです？」

「墨汁ぼくじゅうだよ。あれを水で薄めたりすることで、俺が見た景色をそのまま絵にすることができるんだ」

「……ああ」

「あれで新しい絵に挑戦しようと思うんだけど、どう思う？」

　いや、どうと言われましても……。

「二つ描いて決めたらどうです？　今までどおりの絵と、墨汁とやらを使ったものの二種類」

「馬鹿ばかめ。俺が同じ絵を二つ描いても違いが分からないだろうが」


「…………」確かに。



「まあ、誰に何と言われようと、今回は墨汁で書くつもりなんだけどな」


「…………」



　墨汁とやらで描いた絵にしようと既すでに心の中で決めていたならなぜ私に意見を求めたのでしょう。わけが分かりません。相談事に来た女子ですか。

「この絵が完成して、公表したとき、初めて俺の本当の実力が分かる気がするんだ。本当に俺は実力があるのか、それとも単に、偶然によって祭り上げられただけの哀あわれな奴なのか──」

　つまりは、この絵は、彼なりの挑戦ということなのでしょうか。

　見栄っ張りだらけのこの国で、まがい物だらけのこの国で、真実の評価を得るためにもがいているということなのでしょうか。

　だからこそ、彼の目に映る世界を、見えたままの姿を描きたいと考えたのでしょうか。

「さて、休憩もこの位にしておこうか」

　彼は言いました。暗に「とっとと所定の位置に戻りやがれ」と申しているようにも聞こえました。私は命ぜられるがまま、窓辺へと歩み寄ります。

　その途中で、カンバスに描かれた私を真剣しんけんに見つめながら鉛筆を彷徨さまよわせていた彼は思い出したように顔を上げ、

「ああ──そういえば、君の本当の髪色は何色なんだ？」

　と訊ねてきました。

　彼の問いに、私は答えます。

　窓辺に腰掛けながら。

「あなたにも見えてますよ」
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【著者コメント】

　二巻の際に書いたのですが、内容が色々な意味でグレーすぎて没ぼつになった話です。当初も不満たらたらで絶対に掲載してやる、という思惑おもわくのもと、後日カクヨムに掲載することになりました。こういう話は結構好きなので頻繁ひんぱんにやりたいんですけどね……。
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「ただいまです」

　わたしとお姉ちゃんは今現在も旅の真まっ最中さいちゅうです。

　日銭ひぜにを稼かせぎながら、国から国へと渡り歩くのが今のわたしたちの日常となっていました。

「おかえり」

　既すでに帰っていたお姉ちゃんは手をひらひらとさせながらわたしを迎えてくれました。わたしは紅茶こうちゃを嗜たしなんでいるお姉ちゃんの真横を素通りして、そのままベッドにぼふん、と倒れました。

　見ての通りくたくたなわたしを見やりながらお姉ちゃんは、

「バイトはどう？」と首を傾かたむけます。

「ご覧らんの通りなのです……」

「激務げきむなのね……」

「お姉ちゃんのほうはどうなのです？」

「見ての通りよ」

　何度も何度もめくられた形跡のある求人雑誌の束たばをうらめしそうにぺちぺちと叩たたきながらお姉ちゃんはため息をこぼしました。

　旅の同行者であるお姉ちゃんはわたしと一緒いっしょのタイミングで、日銭を稼げるお仕事を探し始めたのですが、なぜか運のめぐり合わせが悪いのか、今のところ職にありつけている様子はありません。

「なかなかお仕事が決まらないのよね……」

　ため息を漏もらすお姉ちゃんでした。「この国ではよそ者の手は求められていないのかな……。いいお仕事が全然ない」

「選ばなければ仕事はありますよ」

「えー？　そうかなぁ……」

「そうなのです」

「そういえばアヴィリアは何のバイトをしてるんだっけ」

「秘密なのです」

「なんで」

「わたしは仕事を選ばなかった人間なので」

「なんだかそこはかとなく怪あやしい雰囲気ふんいきを感じるわね……」じとりと目を細めながらもお姉ちゃんはそれからため息をこぼし、「わたしも仕事を選ばなければすぐにお仕事見つかるのかな……」と呟つぶやきます。

　本音を言えばお姉ちゃんには働かずにずっと宿を守っていていただきたいものなのですが、性格上そういうわけにもいかないのでしょう。

　わたしが先にアルバイトを始めてしまったことが更にお姉ちゃんのうしろめたさに拍車はくしゃをかけてしまったのかもしれません。今やお姉ちゃんはお仕事探しに躍起やっきになっておられました。

　願わくば、早くお互いいい仕事を見つけて、このうしろめたさから解放されたいものです。

「あっ」

　ふいにお姉ちゃんは声を上げました。「ねえ、このココのネコカフェとかどうかしら？　ネコと戯たわむれるお店かな……。おもしろそう」

　おっと。

「そこはだめなのです」

「？　何で」

「なんでもともかくだめなものはだめなのです」

　いやはや本当に。

　早くお互い良い仕事を見つけて、このうしろめたさから解放されたいものです。




【初出情報】八巻　メロンブックス購入特典

【著者コメント】

　選ばなければ仕事はある……！　というお話でした。アヴィリアとアムネシアの会話は書きやすいので好きです。
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　ただのよそ者であるところのわたしを受け入れてくれるようなお店はなかなか見つかることはなかった。

　この国に来た当初とうしょは、

「んー。とりあえずぅ、テキトーにお金儲もうけできるお店を探してぇ、テキトーにお金を儲けてから国を離れたいわー」

　なんて軽いノリで仕事探しをしたものだけれど、仕事探しは難儀なんぎに尽つきるもので、お高い理想を掲げてお店を吟味ぎんみしていた入国当初のわたしを一度こらしめてあげたいくらいに酷ひどい惨状さんじょうがわたしを襲った。

「え？　キミ、旅人なの？　ということは一週間も経たたないうちにここから出て行っちゃうってこと？　いやあ……うち、数日しか働かない人を雇える余裕はないんだよねぇ……」

「短期バイトは募集してないのよ……ごめんねぇ……」

「冷やかしなら帰れ！」

　以上。

　これがわたしのアルバイト探しの旅の記録。悲しいくらいに職にありつけなかった。

　いつも国に着く度にわたしも妹のアヴィリアもお仕事を探して明日生きるためのお金を稼ぐことになるのだけれど、いつも毎回ひどいくらいに職が見つからない。

「イレイナさんっていつもどうやってお金を儲けてたのかな……」かつてわたしを救ってくれた恩人のことを思い出しては「次会ったときはお金儲けの方法教えてもらおう……」なんてぼやくわたしだった。

　そんなわたしに妹のアヴィリアは、

「なんとなくですけれど、あの人はグレーなことに手を染めてる気がするのです」なんて断言だんげん。

「どうしてそう思うの？」わたしは首をかしげた。

「女の勘かんなのです」きっぱり言い放つアヴィリアは、そのあとでやや誇ほこらしげに、「ちなみにわたしはお仕事見つけたのです。昨日きのうから喫茶店で働くことになったのです」なんてわたしに自慢じまんをしてきた。

「……どうやって仕事見つけたの？」

「それも女の勘なのです」

　わたしの知らぬ間にわたしを出し抜いていた我が妹は、そのあとで、こうも言った。

「お姉ちゃん。よそ者がお金を稼ぐためには多少グレーなことに手を染めるのもやむを得ないことなのです……」

　そう語る妹の目はどこか遠くに向けられていて、なんだか妹がわたしの知らぬ間に大人の世界に旅立ってしまったかのようにも見えた。

「大人になったのね……アヴィリア……」

「いや多分薄うす汚よごれただけなのです……」

　なんて、そんなやり取りを経へたあともわたしはお仕事を探して歩き回ったのだけれど、やっぱりよそ者がまっとうな方法でお仕事をするのは難儀らしい。

　歩き回って、断られ続けることに疲れたわたしは、それから喫茶店へと入ることにした。街で見つけたのは、裏で危ない仕事をしている……という若干ややこしい感じの設定のお店だった。

　わたしは何の気なしに、その扉とびらを、開いた。







【初出情報】八巻　とらのあな購入特典

【著者コメント】

　実は八巻のＳＳはそれぞれ本編につながる物語になってたりします。まあ本編に入れるほどでもないけれど補完として書いた話になりますね。

　話は変わりますがドラマＣＤでの小原こはら好美このみさん（アムネシア）と岡咲おかざき美保みほさん（アヴィリア）の掛け合いが好きです。
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「ししょー。ねえ、ししょー」

「あ？　何だよ」

　ある日。ぼくは魔法統括とうかつ協会きょうかいの支部にて喫煙所きつえんじょの真横で煙管きせるをくゆらせるなどという愚行ぐこうを平然と行っているはた迷惑めいわくな師匠ししょうの袖そでをつまみました。

　多分「これ煙草たばこじゃなくて煙管だから。喫煙所入らなくてもオッケーだろ？」なんてモラルが著いちじるしく欠如けつじょしたことを言いたいのでしょうけれど、迷惑なだけなので辞めて欲しいなぁと思いました。でも今回ぼくがこうして師匠の傍そばに寄り添っているのは、決してそうした頭の悪いことをしている師匠を糾弾きゅうだんするためではありません。

「魔法教えてください」

　そう、魔法を教わりたいのです。ぼくは師匠たる夜闇よやみの魔女シーラに魔法を教わって、晴れて炭すみの魔女サヤとして活動をしているわけですけれども、しかし今も暇ひまさえあれば師匠に魔法を教えてもらっています。

　一人前として扱あつかわれるようになったとはいえ、ぼくはまだまだ未熟なもので、知らないことがたくさんあるのです。立ち止まっている暇ひまなどありません。いつもおちゃらけてばかりいますが、実際のところぼくは結構真面目なほうの女の子なのかもしれません。……いえ自分で言うようなことではないのですけれども。

「えー……めんどくせーなー……」師匠は結構やんちゃなほうの魔女ですので、ぼくが素直すなおに申し出たとしても基本的には言うことを聞いてはくれません。

「やだよ」ほらー。

　しかしずぼらな師匠がぼくの申し出を断るなどいつものこと。日常にちじょう茶飯事さはんじなのです。次に出てくる言葉もぼくには分かっています。

　じゃあとりあえずコーヒー、買って来いよ。とでも言うのでしょう？

「じゃあとりあ──」

「これをどうぞ」すすっ、と師匠にコーヒーを献上けんじょうするぼく。

「……！」やや驚いたように目を見開いてから師匠は「気が利きくじゃねえか……」とコーヒーを受け取ります。

　このあとは基本的に、じゃあ次はパン買って来いよ、から始まり、煙草、お代わりのコーヒーを所望しょもうしてきます。もう慣れっこです。

「それじゃあ次はパン──」

「どうぞ」すすっ、とパンを献上するぼく。

「……じゃあ煙草──」

「どうぞ」既に買ってあります。

「……それじゃあお代わりの──」

「コーヒーですよね。どうぞどうぞ」


「…………」



　そうしてやがて、ひとしきり要求をしたあとで「……仕方ねえなぁ……」と師匠は面倒くさそうに頭をかいてから、「で、何を教えて欲しいんだ？」とぼくに目を向けてくれます。結構やんちゃなほうの魔女に見えて、師匠は決して心からの悪人というわけでもないのです。

　大体こうしてぼくの日常は、ずぼらでやんちゃな師匠と共に紡つむがれるのでした。




【初出情報】八巻　ゲーマーズ購入特典

【著者コメント】

『魔女の旅々』の四巻でハードボイルドに憧あこがれつつその実全然ハードボイルドでもなんでもないポンコツなユーリィという女の子を出したことがあるのですけれど、シーラを書く度にユーリィが最も目指すべきハードボイルドなキャラはシーラさんなのではないかと思います。
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「魔女様。本日は誕生日ではありませんか」

　とある国の入国審査の最中さなか、国の職員さんはにこりと笑みを浮かべながら私を見つめました。「おめでとうございます。誕生日にこの国に訪れることになるとは、あなたは幸運な方ですね」

　おやおや。

「幸運とはどういうことで？」

「我が国では誕生日にこの国を訪れた方に限り、こういった券を配っておりますの」

　言いながら職員さんは、私に紙切れを一枚、手渡してくれました。本の栞しおりにでもすればちょうどよさそうな紙切れには、『お誕生日券』の文字。

「……何です？　これ」

「お誕生日券です」

　いやそれは見れば分かりますけど。「これ、何の効果があるんです？　何かの引換券ですか？」

「ええまあ引換券といえば引換券ですね」

　そして職員さんは、信じがたい一言を、いともあっさりと漏もらしたのです。

　曰いわく。

「この券を出せば、この国のどんなものでも一つだけ、無料で交換できますのよ」





○






　率直そっちょくに申し上げますと街のすべてが輝いて見えましたね。通りに並ぶ背の高い建物の数々。露店ろてんで売られているパンや果物。近頃発売したばかりの本や、あるいはマネキンが誇ほこらしげに着込んでいる服に至るまで、何もかも輝いて見えました。

「あれもこれも……ぜんぶ無料……ですか？」

　ところでこの券を持っている間は職員さんが私について回るようです。私の後ろにスタンバイしていた職員さんは先ほど同様にこりと笑みを浮かべながら「ええその通りですわ」と答えます。

「まじですか……？」

「まじですわ」

　こくりと頷うなずく職員さん。

　私はお誕生日券と街を交互に眺ながめながらもあわあわと慌あわてふためくばかりでした。あまりにもあっさりと渡されたお誕生日券には確かに『この街にあるものならどんなものでもこの券を出せば手に入れることができます。尚なお、拒否権きょうひけんはありません』とのことでした。

　つまるところ、たとえば私がとんでもない悪党で「ふふふこの券を使ってこの国を手に入れてやるですよ」なんて言いながら王様に手渡したとすれば「ああどうぞどうぞこの国をあなた様に譲渡じょうとしましょう」などと簡単に国を手放してしまうわけですよね？

「……なんか美味うまい話すぎて怪あやしいことこの上ないんですけど」

　というかそもそも。「この国に住む人は券を出されたからといって『はいどうぞ』と何でも差し出してしまう人ばかりなんですか？　それとも何か細工でも……？」

　火であぶってみたり、色々とやってみましたが、しかしこの券はどこからどう見てもただの紙切れでしかなく、おおよそ特別な細工なども施ほどこされていないようでした。

「おやめください魔女様。あぶり出しでは何も出ませんよ。それに、燃えてしまってはその券の効果はなくなります」おやおや、と職員さんは私を制しました。「この国にいる者は誰もが善人ぜんにんなのです。ですから、券を差し出されればもれなく従いますわ。たとえどんな物であっても、きっと交換してくれるはずですわ」

「まじですか……？」

「まじですわ」

　しかしこれは少々強力すぎる代物ですね……。

「何を買えばいいんでしょうか──」

　あまりにも突然の出来事に途方とほうに暮くれる私でした。とりあえず程度に街をふらふらと歩き回ってみましたが、幾ら歩いてもそもそも私はただの旅人ゆえ、たとえば家やらお店そのものなどは券と交換したところで使い道がないのです。

　まあでもせっかく券を頂いたことですし。

「とりあえず一番高いパンと交換でも──」

　と私は、露店へとふらふらと立ち寄り、いい感じに焼けているパンを一つ指差し、そして。

「あのう、このパンを一つ、この券と交換で──」

　と、差し出そうとしました。


「…………」



　しかし、券を手放す直前。はたと思いました。

　この国は善人だけの国。どんな無茶な要求にも券を手渡せば答えてくれる。券と交換でどんなものでも手に入る。


　…………。



　ところで。

　私が手渡した券は、一体どこに行くのでしょうか？

「どうかなさいましたか魔女様。一番高いパンを買われるのですか？」

　職員さんが後ろからひょいと顔を覗のぞかせます。幸い、私はまだお誕生日券を手放してはいませんでした。

「ひとつ質問してもいいですか？」

「なんなりと」

「この券って、誕生日の人だけが使えるんですか？」

「いえいえ。そんなことはございません」

「では私がここでパンと交換で券を手放した場合は」

「もちろん、券の使用権が露店の店主様に譲渡されます」


「…………」



「露店の店主様はお誕生日券を利用してどんなものでも一つだけ、券と交換する権利を得ることになります。しかし我が国には善人しかおりませんから、恐らくパンと交換した程度でしたら、券の使用権を放棄ほうきすることでしょう。ですよね？　店主殿？」

　職員さんに尋たずねられ、店主さんはこくりと頷きました。

　そのうえで、職員さんは嬉うれしそうに手を叩たたきました。

「嬉しいですわ。魔女様。あなた様はそこそこ善人でございます。悪人でしたら今頃、『ふふふこの券を使ってこの国を手に入れてやるですよ』なんて言いながら王様のもとへと直行していたところですもの」

「まあ！　そんな悪いことを考える人間がいるんですか？　酷ひどいですね」

　先ほど頭を過った悪事を見事にもみ消しながら善人たる職員さんに全力で便乗びんじょうする魔女が一人おりました。

　それは誰か。

　そう、私です。

「これってつまり、要するに、悪人か善人かどうかを判別するための券ということですか」何がお誕生日券ですか。滅茶めちゃ苦茶くちゃ危ない代物じゃないですか。

「その通りですわ。ちなみに誕生日でなかった旅人さんには『あなたが百人目の旅人です！』と券を手渡す手はずになっていますわ」

「なんでそんな面倒くさいことを……」

　すると職員さんは再びにこりと笑い、言うのです。

「それはもちろん、あぶり出しのためですわ」





○






「というのが先日の誕生日の話でしてね」

　後日、旅先で偶然会ったサヤさんに私は土産みやげ話の一つとして、不思議な国で起こった出来事を語って差し上げたのでした。

　サヤさんは「変な国もあるもんですねぇ」と頷きながらも、

「それで、結局イレイナさんはその券で何を貰もらったんです？　聞いた感じだとあんまり高くないものなら普通に交換してくれそうな感じでしたけど」

　一番高いパンと交換する程度なら別に問題ない、とのことでしたし、確かに券と引き換えにささやかな何かを貰っても問題はなかったのでしょうけれど。

「まあせっかくなので、記念に一つ特別なものを貰っておきました」

「何です？」

「これです」

　私はそして言いながら、ちょうど読みかけだった本の間からするりと紙切れを一枚抜き取るのです。

『お誕生日券』と書かれた特別な紙切れがそこにはありました。




【初出情報】Ｔｗｉｔｔｅｒ投稿作品

【著者コメント】

　またしてもイレイナさんの誕生日のお話ですね。こっちはＴｗｉｔｔｅｒのほうに載のせた話になります。ところでイレイナさんは一体何歳なのかという質問をよくいただくのですけど、キャラクターの正確な年齢を公開すると、ショックを受けることがあると思うので意図して伏ふせています。小学生の頃にずっと年上だと思っていたキャラの年齢を越してしまったときのショックって計り知れないものでしょう。僕は『地獄先生ぬ～べ～』でそれを経験している。
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「なんでやねん」

　その国の門に辿たどり着いた直後に門兵さんは私に向かってそのような不思議な単語を漏もらしました。

「何です？」

「なんでやねん」門兵さんは再び、ついでに語気ごきにやや勢いを含めて言いました。その後、彼が「いえ失敬しっけい、この国ではこの言葉はあらゆる意味を含めているのです」と首こうべを垂たれてきたのは、もう一度私が「何です？」などと語気に不快感ふかいかんを含めて首をかしげるよりも先のことでした。

　私は「……はあ、まあ、いいですけれど」とやや不愛想ぶあいそうな返事をしました。

　門の向こうにそびえるこの国の様子はよく見えませんでした。にぎやかで料理が美味おいしくて、独特な言葉を操あやつる、というお話を他所よそで聞いたことはありますが、しかし一体中がどんなふうな国なのかという点に関しては以前から興味をそそられていたとはいえ、なかなか入国に踏み切る機会がなかったのです。

　面白おもしろい国だ、という噂うわさ話はかねてから聞いていましたから、覚悟かくごはしていましたが、まさか入国の直前から既すでにイベントに見舞われるとは思いもしませんでした。

　ところで。

「その『なんでやねん』ってどういう意味なんです？」聞き覚えのない単語ですが？

「これさえ言っておけばとりあえずなんとかなる不思議な言葉のことです」即答でした。


「…………」



　私はこの国の事情に関しては何ら詳くわしくはないのですがその解釈かいしゃくだけは絶対に違うと断言できる気がします……。

「ということで魔女様もこの国の門をくぐった先で誰かに話しかけられたりしたときはこの言葉をお使いください。他に何か知りたいものはございます？　よろしければ教えて差し上げますが」

「……いえ結構です」

「なんでやねん」


「…………」



「なんでやねん。……あ、これテンドンってやつでしてね、同じやり取りを何度も繰り返すときに使う用語なんですよ。これ練習しておきます？」


「…………」私はここで、『いえ結構です』と再び首を振ろうと思い至ったのですが、しかし直前で思い至りました。これは罠わなです。ここでもしもそのような言葉を吐はいてしまったのならば、それは紛まぎれもなく門兵さんが言うところのテンドンに他なりません。



　なんとなく門兵さんの思い通りの展開にして差し上げることは癪しゃくでしたので、私は開きかけていた口を噤つつしみ、そして考えました。この場合は何を返すのが適切なのでしょう？

　直後に思い至りました。それさえ言っておけばとりあえずなんとかなる不思議な言葉を、私は直前に教えて貰もらっていたではないですか。

　だから言いました。

「なんでやねん」




【初出情報】八巻　アニメイト大阪おおさか日本橋にっぽんばし購入特典

【著者コメント】

　ファンタジー世界なのに方言ほうげんがあっていいのか？　と思いかけたのですがそもそもアルテが田舎いなかもんの方言キャラだしまあいいやと思いました。まあ外国にも地域によっては訛なまりは普通にありますからね。
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　あるところに、それはそれは美しい王女様がおりました。

　その国の辞書じしょで「美しい」という単語を調べれば「もしかして：王女様？」などという余計なサジェストが差し込まれる程度に美しく、民は彼女のあまりの美しさゆえに、彼女を前にするともれなくひれ伏ふすまでですらあります。筆舌ひつぜつに尽つくしがたい美しさです。

　そんな暴力のような美しさを振りかざす王女は、その日、悩なやんでいました。

「……わたくしったらどうして結婚できないのかしら？　こんなに美しいのに」

　そう、婚活こんかつです。

　この世で一番美しいと王女様は自覚じかくしていますが、まったくといっていいほどモテないのです。国の男どもは彼女を前にしてもひれ伏すばかり。運命の人に巡めぐり合うことができないのです。

　一体なぜでしょうか。

「もしかしてわたくし以上に美しい女がいるというの……？」

　王女が男にモテないのは単にあまりの身分の高さゆえに近づくことすらおこがましいと民衆みんしゅうに思い込まれていたからでしたが、しかし王女はほどほどにズレた感性を持ち合わせていたのです。

　ゆえに王女は鏡かがみに向かい、一人、呟つぶやきました。

　人の言葉を語ることができる不思議な不思議な鏡に触れながら、呟きました。

「鏡よ、鏡よ、この世で一番美しいのは一体誰？」

　美しい王女様を映していた鏡は、その言葉に反応して、一つの景色を見せながら、答えました。

「そう、私です」

　そこには灰色はいいろの髪をした美しい少女の姿がありました。





○






「いやぁ魔女様のおかげでわが社の業績ぎょうせきもうなぎのぼりですよ！　笑いが止まりませんなぁ！」

　森の妖精ようせいたちはこぞって私にそのように媚こびへつらいました。大体七人ほどで切り盛りされていたこの零細れいさい企業に私が茶々ちゃちゃを入れるようになったのは、今から数週間ほど前に遡さかのぼります。

　森の中、私がいつものように旅をしていたところ、妖精のおじさんたちが「俺たち……建築けんちく技術は一級品なのに全然売れねぇな……」などとぼやいているのを聞いてしまったのです。

　おやおや何か悩み事でも？　と私が興味本位で彼らのもとを訪ねると、彼らは「いや実は俺たち建築士してるんだけど家を作っても作っても狼おおかみの野郎が家を吹き飛ばすらしくて、クライアントの豚ぶたどもから苦情が来てるんだわ」と答えました。

　まあ大変。それでは私が少し知恵を貸して差し上げましょうと思い至り、私は彼らに「じゃあレンガの家作ったらどうです？」とアドバイスしたのです。

　彼らが木造住宅からレンガ造住宅の作成にとりかかるようになったところクライアントの豚どもから「ぶひぶひ」とのお礼の言葉が返ってきたといいます。

　なるほどなるほど。

「すみません豚たちが何を言っているのかまったく見当つかないんですけど」私は言いました。

　妖精の一人が申し訳なさそうに応えます。

「へへへお嬢じょうさん可愛かわいいねえと申しております」

「引っぱたいていいですか」

　すると豚はまたしても「ぶひぶひ」と答えました。

「今のは何と？」私は言いました。

　妖精の一人が申し訳なさそうに応えます。

「叩たたいてください！　お願いします！　と申しております」

「この豚野郎……」

　何はともあれ、私はこのような感じで妖精たちの事業に口出ししたのです。要するに責任者面づらして金をふんだくっていました。

　妖精たちが作った家の中でゆったりとした時間を過ごしながら、一日の終わりに業務の報告を受けて終わるだけのらくちんな仕事に従事じゅうじするようになったのです。まあちょろい。こんな体たらくでお金を貰もらって果たしてよいのでしょうか？　などと思うまでですらありました。

　順風じゅんぷう満帆まんぱんとはまさにこのことです。私はただひたすらにお金を搾しぼり取っていきました。

「ふふふ……ふふふふ……」

　不敵ふてきな笑みが自然とこぼれてしまうほどに。





○






「くっ……あれが灰の魔女ね……憎にくらしい……憎らしいわ……！　何なのあの笑い声！　腹はら立つ！」

　魔女が一人静かに読書にふけっている様子を窓の外から眺めながら、王女様は手にしたハンカチを咥くわえてぎりぎりと引っ張りました。分かりやすいほどにステレオタイプな嫉妬しっとの仕方しかたがそこにはありました。

　この世で一番美しいのは私に違いないと思い込んでいた王女は、しかし目の前でほくそ笑んでいる若い魔女に対し、「あれ……？　たしかに近くで見るとめっちゃ可愛いわね……なにあの子……」と内心で既に白旗しろはたを挙げてしまっている自分がいることにも腹を立てていました。

　ちなみに人の言葉を語る鏡は「やっぱイレイナさんが一番可愛いですわ」と寝ぼけたことをぬかしていたので握りこぶしで叩き割っておきました。

　話が逸それましたがともかくそれほどまでに王女様は目の前の灰の魔女に対して理不尽りふじんな怒りを覚えているのです。

　恨うらみを覚えているのです。

　憎悪ぞうおを感じているのです。


「…………ふふふ。見ていなさい魔女め。わたくしがこの世で一番美しいのよ……私よりも美しい女なんてこの世の中には存在しないのよ……！」



　ところで物事で一番になるためにはどのようなことをすればいいのか、ご存じでしょうか。

　努力をして一番をもぎ取る。一番が取れるジャンルを探す。色々と方法はありますが、やはり一番を取るというのは相当に難しいもので、なかなか容易よういに自分より上の人間を追い抜くことはできません。そこには努力ではどうにもならない才能が介在かいざいするからです。

　では、一番を取るために最も手っ取り早い方法は何でしょうか。

　答えは簡単です。

　自分より上の人間を消してしまえばいいのです。





○






　私が本を読んで時間をつぶしていると、ふいに森の小屋の扉とびらを叩く音が響きました。

　とん、とん、とゆっくりと、こちらの様子を窺うかがうように丁寧ていねいなノックが二回。そのあとで「ごめんください」と澄すんだ声が響きました。

　来客でしょうか。

「はい」私は何も警戒けいかいすることなく、扉を開けました。

　怪あやしげな風貌ふうぼうの女性が扉の前には立っていました。深くフードを被かぶっており、顔は見えません。手には小さな籠かごが抱えられており、その中にはたくさんの林檎りんごが入っていました。

「こんにちは。可愛い魔女さん。少しお話をしてもよろしいかしら」

　私は扉を閉めました。

「ちょっと！　どうして扉を閉めますの？　失礼じゃなくって？」

　扉の向こうで文句もんくを垂たれる正体不明の女性。

　私は首を振りました。「すみませんセールスならお断りしてます」

「違いますの！　違いますのよ！　セールスじゃなくってよ？」

「じゃあ宗教ですか」

「宗教でもなくってよ！」

「では何ですか」

　少し扉を開いた私でした。

「……えっと、わたくし隣となりに住んでるんですけどぉ、ちょっと林檎が余っちゃったから……その……おすそわけに……」

「はあ……そうなんですか……。それはどうも」

　私は更に少しだけ扉を開きました。深くフードを被った彼女は、それから、

「さ、どうぞ？　とっても美味おいしい林檎ですのよ。これを食べたら天に昇るほどおいしいと評判ですのよ」

　と言いながら、私にずい、と林檎を押し付けてきました。

「……なるほど。ほうほう。そんなに美味しいんですか。そこまで煽あおられてしまうと気になってしまいますね」私はその林檎を素直に受け取り、そのあとで、「ところで先ほどから気になっていたんですけど、その手の傷、どうしたんですか？」と彼女に尋たずねました。

　彼女の手には包帯ほうたいがぐるぐると巻かれていたのです。怪我けがでもなさっているのでしょうか。

「ああ、これは……ちょっと生意気なまいきな鏡を割ってみたらこうなったわ」

「……どういうことですかそれ……」ちょっと意味が分かりませんでしたが、しかし私は気にしないことにしました。面倒めんどうくさかったので。

　それよりも、

「怪我をしているときは塗ぬり薬を塗ったほうがいいですよ。ちょっと待っててください。小屋の中にあるので」

　私は林檎を持ったまま、一度扉を閉めました。

　で、すぐに開きました。

「お待たせしました。この塗り薬を患部かんぶに塗ってください。天に昇るほど傷がたちどころに治ると評判のお薬なんです」

「まあ素敵。こんなもの貰ってよいのかしら？　あなた親切なのねぇ」

　彼女はうふふ、と笑うと、手に巻いていた包帯をとり、私の塗り薬を指先にくっつけて、手に塗り始めました。

「あら……このお薬、林檎の匂いがするのね」

　怪訝けげんな表情を浮かべた彼女に私は答えます。

「これあなたから貰った林檎ですよ。摺すり下ろしたんです」

「えっ」

　彼女の身体に異変が生じたのは、そんな間の抜けた言葉を一つ吐いた直後でした。

「きゅう」

　ぱたん、と彼女はその場で倒れてしまったのです。棒切れのように固まったまま、彼女はそのまま動くことはありませんでした。

「……やっぱり毒入りでしたか……」

　どういう理由かは分かりませんが、私はどうやら命を狙われていたようです。





○






　とりあえず彼女の身体に入った毒は私が魔法で消し去っておきました。いきなり命を狙われたとはいえ、返り討ちにして殺あやめてしまうのはとても目覚めが悪いですから。

　ひとまず彼女の身体を治療して、眠っていてもらいました。じきに目が覚めることでしょう。

　目が覚めたときに暴れられないように、私は彼女の身体を縄なわでぐるぐる巻きにし始めました。

　私がそのような事後処理に追われている最中のことです。

「やあ君！　ちょっといいかな」突然妙な男が私の前に現れたのです。

「あなたは？」

　見上げると、彼は白馬に乗っていました。王冠おうかんも頭の上に載のせていました。いで立ちから察するに多分王子です。

「僕は王子さ」

　彼は自慢じまんげに言いました。

「たまたま偶然通りかかったネクロフィリアの王子さ」妙な単語を付け足して言いました。

　たまたま偶然通りかかったネクロフィリアの王子とは一体何なのか。その概念がいねんがいまいちよく分かりませんでしたが突っ込むのが面倒くさかったので、私は「そうなんですか。いいですね」と答えました。

　王子は喜びました。

「そうなのだよ。いいんだよ。しかし君が縄でぐるぐる巻きにしているその女性も……イイね。実にイイ。眠っているように見えて実のところ死んでいるようにも見える美しい顔が実によい。僕の嫁よめに欲しいくらいだよ」

「ははあ」

　どうやら変わった性的せいてき嗜好しこうをお持ちの方のようでした。深く突っ込まないでおきました。

「しかし僕はずっと前から恋こい焦こがれている人がいてね、残念だがそこの彼女と恋に落ちることはできないんだ」

「そうなんですか」どうでもいいなあと心底思いましたが頷うなずく私でした。

「そうなのだよ。この近くの国に住む王女がとても美しい方でね。それはそれは、ちょうどそこで倒れている彼女と瓜うり二つで──ん？　おや？　おやおやおや？　君、縄でぐるぐる巻きにされてる彼女、もしかして王女じゃないかい？」

「えっ。そうなんですか？」

　王女に命を狙われるとはこれ如何いかに？

「いや間違いない。その彼女こそ僕が探し求めていた理想の女性。王女様だよ！　一体こんなところで彼女は何をしているんだい？」

　私を殺そうとしていました。

　……とは到底とうてい言いがたかったので、私は一つ、芝居しばいをうつことにしました。

「ええっと──実は」

　かくかくしかじか、と。





○






　それから数日後。

　とある国で結婚式が盛大せいだいに開かれました。結婚パレードの中心には、若干じゃっかん性的嗜好がおかしな方向に傾かたむいている王子。その隣には、未いまだ若干事態が理解できていないものの、まあとりあえず結婚できたからいいや程度に開き直って民衆に笑いかけている王女様の姿がありました。

　あのあと、私は王子様に、「実は王女様は王子の性的嗜好を理解したいとお考えでして、そのため深い眠りについてしまったのです。目を醒さまさせるためには王子様が真実の愛を以もって口づけをするしかありません」と囁ささやいて差し上げたのです。

　王子の変わった趣味を理解しようとする奥ゆかしさを持ち合わせた美しい王女に王子はぞっこんになり、そのまま王子は国へと彼女を持ち帰り、口づけをして目を醒まさせました。

　目を醒まさせたというより私が魔法を解除しただけなのですけれど。

　ともかくそういった流れを経へて、あれよあれよという間に彼と彼女は結婚するに至ったのです。

「あら……あらあら……わたくしったらこんなに幸せでいいのかしら……」

　パレードの合間に、王女様は一人、そのように呟きました。「まさかあなたが私の恋のキューピットになってくれるなんて思いもしませんでしたわ……確かに、この世で一番美しいのはあなたかもしれませんわね」

　などとも言っておられました。

　あとになって聞いた話ではありますが、彼女はどうやら婚活のために私を襲いにきていたようで、つまり結婚さえできれば私のことなどどうでもいいということなのでしょう。

　まあそれでも私を襲った事実は残念ながら消えないのですけれど。

「ああっ……わたくしは幸せ者だわ……！」感激に瞳ひとみを潤うるませる王女様。

「ええそうですねぇ。よかったですね」うふふ、と私も彼女に笑い返して差し上げました。

　ところで。

「あなたが私にしてきた悪事、私はきっちり覚えているのですけれど──」

　私は彼女の肩に手を置きながら、そっと囁きました。

「ばらされたくなかったら……わかりますよね？」

「……えっ？」

「わ・か・り・ま・す・よ・ね？」


「…………」



　こうして私は豚相手に商売をしているのがあほらしくなるほどの大金をふんだくることに成功したのでした。

　めでたしめでたし。




【初出情報】八巻　アニメイト有償ゆうしょう特典「キャストトークＣＤ」脚本

【著者コメント】

　今となっては、とてもレアであろう『魔女まじょの旅々たびたび』八巻のアニメイトさん有償特典のキャストトークＣＤのために書き下ろした原稿になります。十五巻の節目ふしめに久々にキャストトークＣＤを聞き直したのですがやっぱり本渡ほんど楓かえでさんの朗読劇ろうどくげきは面白かったです。

　一巻のときからお世話になり続けている気がしますが、きっと本渡さんが担当されていなければ『魔女の旅々』がここまで来られなかったでしょうね。

　一巻一話の朗読劇とあわせて再販とかしないかな。してくれ。頼む。
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　わたしとリナリアさんの歴史探訪たんほうは相変わらず続いてます。

　わたしとリナリアさんの、などと語りはしたものの、しかしながらどちらかといえばわたしはリナリアさんの付き添いでテキトーについていっているような認識を抱いだいています。

「ほら見てこの像。かっこいいわ」

　我が相方あいかたたるリナリアさんが「ふふふふ」などと不気味ぶきみな笑みを浮かべながら頰ほおをすりすりとすりつけているのは何の変哲へんてつもないただの像。一体これの何がいいのかわたしにはさっぱりなのです。

「これ何なんですか？　よくわからないんですけど」

「よくぞ聞いてくれたわ。かつて偉大いだいなる魔女が『金欠きんけつですね……そうだ、とりあえず詐欺さぎでも働きましょう』なんてふざけたことをぬかしながらお金を街の人々から巻き上げて回った事件があったのよ。その当時の街の長おさが『こんなふざけたことをする魔女を永遠に忘れないために像を作っておこう』と言ってね、そんな経緯けいいでこの像が街の博物館にできあがったの。要するにこの像は偉大なる人物を称たたえるための像というよりはただのさらし者ね。こういう像は珍めずらしいのよ」

　なるほどなるほど。

「すみません聞いてもやっぱりよく分からないんですけど」

「あなたは歴史にもう少し興味を持つべきね」

「リナリアさんは一般いっぱん常識じょうしきをもう少し持ったほうがいいと思います」

「失敬しっけいね。持ってるわよ」すりすりすりすり。「いい？　アルテ。こんな珍しい像と遭遇そうぐうする機会なんて滅多めったにないのよ」

「まあ、そうですね」

「もしかしたら今後二度と見ることができないかもしれないの」

「そうですね」

「ここで頰ずりしなかったら二度と頰ずりできないと思わない？」

「すみません最後だけ何言ってんのかよく分かんないです……」思わない？　じゃないですよ……。

「ともかく、伝説の像に頰ずりするのもいい経験になるということよ。あなたもやってみる？」

「いえわたしは別に」

「遠慮えんりょしないで」

「いや遠慮しているわけではないんですけど──」というか、そもそも。それ以前にですね、「リナリアさん、そこ、立ち入り禁止なんですけど……」

「？」可愛かわいらしく小首こくびをかしげるリナリアさん。その周囲はご丁寧ていねいに仕切りで囲われており、おまけに『立ち入り禁止　像には触らないこと』と注意書きまでなされています。リナリアさんはその中で像にすりすりしていたわけです。

「──こらああああ！　貴様きさま！　何をやっている！」当然のことながらルールを守れないリナリアさんは警備員に即座に取り押さえられました。

「……え？　あ、あの……」目を白黒とさせるリナリアさんは、助けを求めるようにわたしを見やります。ですからわたしは、そっと目を逸そらしたのちに、ただ一言、語って差し上げるのです。

「……まあ、その、こういうのもいい経験になるんじゃないですかね……」




【初出情報】九巻　ゲーマーズ購入特典

【著者コメント】

　アルテとリナリアの話は当初の予定では『魔女まじょの旅々たびたび』とはまったく関係のない新作の予定で書いていたのですが、なんやかんやで本編に含まれることになった、という経緯はどっかで書いた気がしますが、まあ物語の時間軸的にイレイナが大人になったあとの世界を見ることができるようになったのはよいことなのかなと思っています。とはいえ元々予定していた話もいずれやりたいと思ってます。（出版社の方を見ながら）
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「ぼく思うんですよ。逆にイレイナさんはぼくのことが好きなんじゃないかって」

　サヤさんが私にそのような意味不明な言葉を投げかけてきたのは突然のことで、私は本を読む手を止めながらも「あ、はあ……そうなん……ですか」などと曖昧あいまいがすぎる返事をするに至りました。

「世の中にはツンデレという概念がいねんがあるらしいんですよ、イレイナさん」

「ツンデレ」

　はてさて一体全体それは何でしょう。

　サヤさん曰いわく、

「ツンデレというのは、その人のことが好きでありながらも、けれど自分の気持ちに素直すなおになれず心の中とは真逆のことを言ってしまう人のことを差すようです」

「はあ……」私はここでようやく顔を上げました。「で、そのツンデレとやらと私に一体何の関係があるんです？」

「だってイレイナさんって、ぼくが愛してるといっても無視するでしょう？」

「しますね」

「それでいてイレイナさんが誰かに好意を寄せているところを見たことがありませんし」

「そうですねないですね」

「でしょう？　これってつまりツンデレということなのでは？」

「絶対違うと思います……」

「そう言うと思って今日はちょっくら資料を用意してきました。こちらをご覧ください」

　言いながらサヤさんはどこからともなく大きめの紙を取り出し、壁に貼はり付けました。

「これはイレイナさんの普段の言動げんどうを可視化かしかしたものです」

「あなた暇ひまなんですか」

「いえイレイナさんの研究に忙いそがしいです」

「すみません言い間違えました。あなたストーカーなんですか」

「はい」

「そこは否定してほしかったです……」

「とりあえずぼくの研究成果見て貰もらえます？」

　私の蔑さげすんだ目をさらりと受け流しつつサヤさんは言葉を続けます。「イレイナさんに愛の告白をした場合における返事ですが、九割の場合において『ちょっと何言ってるのかよくわからないです』と拒否されてます」

「はい」

「ちなみに残り一割は無視です」

「なるほど」

「で、世の中のツンデレちゃんの統計とうけいがこちら。愛の告白をした場合、こちらも同様に九割の場合において『な、何ばかなこと言ってんのよあんた！　まあ、あんたがどうしてもって言うなら……その、付き合ってあげなくも……ないけど』と拒否の姿勢を示しています」

「いや拒否してないじゃないですか」

「後半部分においては都合つごうのいい騒音そうおんか何かによって阻害そがいされて結局『な、何言ってんのよあんた！』の部分しか聞こえないので意味合い的には否定と同義とみなされました」

「はあ……」

「ちなみに残り一割の場合において『あたしも……好き』と答えています」

「もはやツンデレでも何でもないですねそれ」

「ちなみにこの返事はなんやかんやで相手に聞こえないので無視と同義になります」


「…………」



「ともかくそんな感じで、イレイナさんの言動はツンデレと一致しているわけです」

「ほとんど割合しか一致していないじゃないですか」

「いえいえ！　でもよく考えてくださいイレイナさん！」ぐい、と一層前のめりになるサヤさん。彼女はそして、

「そもそも一般的なツンデレのデレの部分は、相手に聞こえていないことが多いわけです。そのせいで単にツンツンしているだけの子と思われがち──という統計の結果が出ています」

「今更ですけどものすごくあほっぽい統計とったんですねサヤさん」

「それはさておき！」ここまでくるとサヤさんの勢いはもはや留まるところを知りません。彼女は言いました。

「この理論からすると、イレイナさんがたとえデレたとしても、ぼくに聞こえていないという可能性が高いわけです！」

「理論が破滅はめつしてるんですけど……」

「というわけでイレイナさん。ぼくにデレてください」

　無茶むちゃ苦茶くちゃなまま会話を強制終了させたサヤさんは、そして耳に手をあてて、「さあさあ、どうぞどうぞ」と呟つぶやきながらお待ちしていました。

　なにやら期待しておられるようですけれども。

　私がここですべきことは決まっています。


「…………」



　かくして私はいつもの如ごとく、あるいは統計の残り一割を発揮しながら読書に戻ったのでした。

「あっ……イレイナさんが『あたしも好き』と答えてくれてるのが分かります……」

　ちなみにサヤさんはぞくぞくしておられました。




【初出情報】メロンブックス　フェア購入特典

【著者コメント】

　こいつ最強キャラか？
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「お菓子かしがぜんぜん売れないんです……」

　とある街角にお店を構えたばかりの彼女は頭を抱かかえていました。彼女のお店はまるでもって繁盛はんじょうしていないのです。一体なぜでしょう。彼女が丹精たんせい込めて作ったケーキやクッキーは今日も寂さびしく店先に並ぶばかり。お菓子屋さんはこの辺りに彼女の店一軒だけのはずなのに、料金もリーズナブルな感じになっているというのに、店主はこんなにも美人なのに、なのに売れない。

　近頃はそれだけでなく肌はだ荒あれも気になるし、物価の高騰こうとうも気になるし、母親からは「そろそろ孫まごの顔がみたいわね」だとか「いつになったら恋人を連れてくるの？」だとか「お隣となりの娘さん、今度結婚するんですって。たしかあなたと同じ年よね？」とか、「お父さんの会社の知り合いの息子さんがお嫁よめさんを探しているんですって。この人、どう？　稼かせぎも結構いいそうよ」などと一人娘の将来を心配し始める始末しまつで、なんやかんやで悩みが尽つきませんでした。店長さんは頭を抱えました。

「くうっ……私は一体どうすればいいんですかぁ……」

　もぐもぐとケーキを食べながら涙をぽろぽろとこぼす店長さん。しかし売れないのです。

「ふええ……やだぁ……結婚したくないよぉ……」

　もはや人格じんかくが変わってしまうほど落ち込む店長さんでした。

　哀愁あいしゅう漂ただよう彼女のありさまに、そのとき手を差し伸べる者が一人いました。

「なるほど。事情は分かりました」

　髪かみは灰はい色、瞳ひとみは瑠璃るり色。黒の三角帽子さんかくぼうしと黒いローブを身にまとった彼女は旅人であり、魔女です。

　お菓子が売れないという一大事にいち早く駆けつけてはお店のケーキに舌鼓したつづみを打ちつつ「なるほどこれが売れないのは確かに問題ですね。大問題ですね。早急に対策を練らねばなりませんね」などとぬかしてノリノリで相談に乗った魔女が、そこにはおりました。それは一体誰か。

　そう、私です。

「利益が出るようにすればいいんですよね？　でしたら値段設定を変えるのは如何いかがでしょうか」

「価格設定を……かえる？」

「ええ。とりあえず今の値段だと安すぎるので、四倍くらいの値段にしておきましょう」

「四倍ですって！」店長さんは声を荒あららげました。「そんなふざけた値段で売れるわけないわ！」

「いえいえ。そもそもこのお店のお菓子、とっても美味おいしいですし、そもそも今の価格設定だと安すぎるんですよ。これでは売れるものも売れません」

「でもたくさんの人に食べてもらいたいし……」

「こだわりがあるのも分かりますけど、そもそも安すぎるものには人は興味を示しませんよ。値段が張るからこそ人は『美味しいかもしれない』と期待を抱くものです。そしてその期待を凌駕りょうができるほどの味がこのお店のお菓子にはあります。ですから今の倍くらいの価格が妥当だとうでしょう」

「倍の値段……？　でも四倍で売るのよね？」

「ええ。値段は四倍にして、代わりにおまけをつけましょう」

「おまけ？」

「握手あくしゅ券けんです」

「握手券」

「お菓子についてくる握手券を使うことで後日ごじつお客さんと握手してあげるんです。ただし握手するのはお会計のタイミングのみ。そして新たに買ったお菓子にも握手券をつけます。永久えいきゅう機関きかんです」

「あくどい商売ね……」

「最初のうちはそうやってリピーターを増やして、固定客が摑つかめたら店舗てんぽの拡大かくだいに移りましょう。可愛かわいい女の子をできるだけ多く雇やとってカウンターに立ってもらえば更に新たな顧客こきゃくが望めますよ」

「そんなにうまくいくかしら……」

「まあ物は試しにやってみてはいかがですか。少なくとも握手券にはこのお店で今売っているお菓子たちの値段と同等の価値くらいはあると思いますよ」

「同等の価値ねえ……。ところでその計算だと値段は三倍にするのが妥当だとうだと思うのだけれど、何で四倍なの？」

「新しい値段の四分の一が私の取り分だからに決まってるじゃないですか」

「あくどい商売ね……」




　いかにも渋々しぶしぶといった感じに、それからお菓子屋さんは新たな事業に乗り出しました。

　で結果はどうだったのかといえば。

「めちゃくちゃ繁盛したわ」

「ちょろいもんですね」

　繁盛した店内。そこには薄汚うすぎたない手法で金儲もうけをし続ける薄汚い女性が二人いたといいます。




【初出情報】九巻　アニメイト購入特典

【著者コメント】

　この話へのコメントは次の話に突っ込むとして、話は変わりますが皆さんはどんなお菓子が好きですか？　お菓子と呼んでいいのか謎なぞなんですけど僕は最近セブンイレブンで売っている韓国かんこくのりを暇ひまさえあれば食べてます。カロリーが低くておすすめです。胃袋いぶくろにも溜たまらないから虚無きょむだけど。
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　フラン先生との旅路たびじの中で、私は偶然ぐうぜんにも以前訪れたことのある国へと辿たどり着きました。

「イレイナ。この国に来たことがあるんですよね。よければ案内してくれません？」

　先生はそのようなことをのたまいながら私の横を歩きました。私もこの国にさして詳くわしいわけではありませんが、先生より知っているのは事実ですから、快諾かいだくしました。

「この国は──まあ、なんというか、見ての通り普通の国ですね。大通りがあって、人通りがあって、美味おいしいお店もたくさんある。普通の国です」

「ははあ、そうなのですか。ところでこの国はお菓子かし屋さんが有名だと聞いたのですけれど」

「……どこでそれを聞いたんですか」

「ええ？　いえ、一人で旅をしているときに商人さんが話してくれたのですけれど──確か、味はそこそこいい程度だけれどおまけが凄すごくよいのだとか……不思議なことを言っていましたねえ……。イレイナ、行ったことはありますか？」

「ないですね」

「本当ですか？」

「ないですね」

　噓うそです。

　あります。滅茶めちゃ苦茶くちゃあります。が、我が師匠ししょうたるフラン先生に知られてはならないようなことをしでかしているために知らぬ存ぜぬを通す私でした。


「…………」しかし先生が例のお菓子屋の存在を知っているとなると面倒めんどうですね……。「先生、こちらへ」



　私は先生を誘導して歩きます。幸さいわい、お菓子屋さんは大通りから少し離れた場所にありますし、大通りを延々えんえんと歩いていれば例のお菓子屋とは邂逅かいこうせずにやり過ごせるでしょう。


「…………」



　しかし。

　私がこの国を離れてから少し経たった間に──私がこの国でぼろ儲もうけしてから去ったあとに、どうやら例のお菓子屋さんは私の想像以上に成長を遂とげてしまっておられるようでした。

　人がひしめき合う街の大通り。

　その一角に、見覚えのある看板かんばんを立てたお店が建っていました。以前訪れた際には影かげも形もなかったお店がそこにはありました。

「ええ……」

　以前とは比べ物にならないくらいに巨大な建物となって街の大通りに並んでいたのは例のお菓子屋さん。店の入り口からは長蛇ちょうだの列が吐き出されていました。

「あらあら噂うわさをすれば……。こんなところにあったのですね」

　ほうほうと看板を見上げるフラン先生。

　件くだんのお店は私の知らぬ間にどうやら移転なさっていたようです……。

「おや……。どなたかと思えばイレイナ様ではないですか」

　そして悪いことは続くもので、店の看板を見上げて呆然ぼうぜんと立ち尽つくす私の背後から、声を掛けてきた女性が一人おりました。


「…………」私は振り返り、その顔を見やります。「あなたは……」



　そこにいたのはよく分からない羽毛うもうのコートやら意味不明なほどに馬鹿ばかでかいネックレスを首から下げ、指にはまんべんなく指輪を嵌はめた見るからにお金を持て余している若い女性でした。

「……誰ですか？」

　こんな知り合いいないのですけど？　と首をかしげる私。すると彼女は、ふっ、と笑い、

「店長です」

　などとぬかしやがりました。


「…………」



　……キャラ変わりすぎでは？





○






「いやあイレイナ様。お久ひさしぶりでございます。あのとき助けてもらって以来ですねえふふふ」

　にこやかな笑みを携たずさえて店長さんはお店の奥のＶＩＰルームへと私たちを迎え入れてくれました。特別扱あつかいは嬉うれしいのですけれど、今の心境しんきょうとしては特別扱いはどうでもいいのでとっとと帰りたいことこの上ありませんでした。

　しかし帰れないのです。

「まあ素敵すてき！」

　我が師匠たるフラン先生がやたらと乗り気ゆえに帰れないのです。「見てくださいイレイナ。天井てんじょうにシャンデリアがありますよ。お高そうですねえ……」

「そうですね」

「まあ！　見てくださいイレイナ。部屋の至るところに変な抽象画ちゅうしょうがが飾かざってありますよ。意味はよく分かりませんけれども高そうですねえ」

「そうですね」

「ところでイレイナこの方とはどういったご関係で？」

「……以前ちょっと仕事でご一緒いっしょしまして」

「はあ仕事で。どんな仕事ですか？」


「…………」



　答えに渋しぶる私でした。空気の読めない店長さんは「ああ」と思い至ったように手を叩たたくと、

「実は以前、イレイナ様は私の店に来たことがありまして、売り上げに伸のび悩んでいた我が店舗を救ってくれたのですよ」

　とのたまいます。

「あらそんなことが……でもどうやってここまでの店舗に仕立て上げたのですか？」

「握手券を──」

　おっと。

「先生ところでお腹なかは減っていませんか減っていますよねそうですよね店長さんケーキありませんかケーキ私ケーキが食べたいです」

「え？　ああケーキですか？　ええ。もちろんありますよ？」うふふ、と店長さんは笑みを漏もらすと、そのまま手を二回叩きました。

　直後に部屋の扉とびらが開かれ、黒服の男たちがケーキを運んできてくれました。


「…………」金粉きんぷんまみれのどう見ても食べづらそうな代物しろものでした。成金なりきん……。



「まあ！」けれど先生は喜よろこんでいたのでよしとしましょう。

　いっそのことケーキに夢中になって私に対する疑問を綺麗きれいさっぱり忘れてくれると嬉しいのですけれども。

「ところでどうやってこのケーキを売り伸ばしたのですか？　イレイナ」


「…………」しつこい……。「それは企業秘密です」



「そうなのですか」ふむふむと頷うなずきながらもぐもぐとケーキを食すフラン先生。「店長さん、ところで握手券とは何ですか？」

「我が店の商品を購入するとついてくるものです。当店で働いている可愛かわいい女の子と握手ができる権利が与えられるのです」

「店長さん」何を言いやがる。

「イレイナ様がアイデアを出してくれたおかげで我が店舗はこの国一番の人気店になりました。その節せつは本当に何とお礼を言ったらいいのやら……」

「店長さん」お礼はいいのでしばらく静かにしていただけませんか。

「ちなみに今は我が店舗のケーキはバカみたいに高い値段設定がなされているのですけれども、これもイレイナ様のアイデアです。いやあイレイナ様のアイデアは本当に素晴すばらしいものですね。一体どのような師匠の下についたらこのような素晴らしい人間になれるのやら……」

「あらあら……」

　素晴らしい師匠ことフラン先生はケーキをもぐもぐと食しながらもにこやかな笑みを浮かべ続けるばかりでした。

「イレイナ……、随分ずいぶんといいことをしたのですね……？」

　にこやかな笑みを浮かべ続けながらも、細められた瞳ひとみには言いようのない威圧感がありました。

「……記憶に……ないですね……」

　目を逸そらす私。

「ご謙遜けんそんを！　イレイナ様の手腕しゅわんは本当に見事としか言いようのないものでしたよ！」店長さんは笑っておられました。「まるで普段からあのようなことをしてお金を儲けているかのようでしたよ」

「そうなのですか……ふうん」じとり、と横から冷たい目が浴びせられました。

「いや……ほんとに記憶にないですね……」

「ははは！　それならもしかして儲けた金額のことも忘れてしまいましたか？　いやあ本当にえげつないほどの大金たいきんを抱えてお帰りになったというのに覚えていないとは……！　さすがイレイナ様ですね！」

「大金を……ふうん」先生の指が私を摑つかみました。

「……いやあお金儲けなんて……しましたっけ……？」もはや逃げ場を失い瞳から光を失う私でした。

「ははは！　イレイナ様は本当に謙虚けんきょな方ですねえ！　しかし我が店舗にとってやっていただいたことはすべて私がしっかり覚えております。さあどうぞ。本日は心行くまで我が店舗のスイーツを堪能たんのうしてください」

　そして店長さんが再び二回手を叩くと、またしても黒服の男たちがお店のありとあらゆるスイーツを運んできました。

　胃いもたれがするような光景こうけいでした。

「あらよかったですねえイレイナ。いいことをしたぶんいいことが返ってきて」

　うふふ、とフラン先生は相変わらず笑みを浮かべたままで、私を決して離すことはありませんでした。


「…………」



　そして。

　沈黙ちんもくする私に、先生はこっそりと顔を寄せると、耳元で囁ささやきます。

「でも悪いことをしたぶん悪いことも返ってくることも、あなたは学ばなければなりませんね？」




【初出情報】アニメイト既刊フェア　購入特典

【著者コメント】

　この話は元々本編に入れる予定の話だったのですけれども、初稿を書いた当初はもうちょっと短くてオチもいまいちだったため没ぼつになった話です。アニメイトさんからＳＳのオファーがあった直後に「オチが微妙びみょうならよぉ、書き直してやるぜオラぁ！」と躍起やっきになって書きました。あとこのアニメイトさんの特典が二部構成になるように書いて欲しいとの依頼いらいだったので正直ちょうどよかったということでもありますけど。
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　私と先生の旅は相変わらず続いています。

「イレイナ、知っていましたか？　私は実は近頃料理ができるようになったのですよ」

　旅の最中さなかに先生が唐突とうとつに意味不明な言動げんどうを繰り出したのはとある国の宿屋に泊った日の夜のことになります。

　先生が料理を、できるようになった。

　私は頭の中でその言葉を咀嚼そしゃくしたのちに、

「……何言ってるんですか？」

　吐き出しました。

「私もさすがにこの歳としになって料理の一つもできないとなると流石さすがに不味まずいと思いましてね、いい加減まともに生きるための術すべを身に着けようと思いましてね、料理を始めることにしたのです」

　珍めずらしくキッチンに立っているかと思ったらそういうことですか。

「つまり今日は先生の手料理を食べることになると？」

「まあそういうことになりますね」


「……………………………………………………………………………………そう、なんですか」



「どうしてこの世の終わりのような顔をしているのですか」

「修業時代の辛つらい思い出が蘇よみがえりまして……」

　遠い目をする私でした。かつて修業時代、毎日こつこつと魔法を上達じょうたつさせていた私は先生の手料理をうっかり口にしてしまい、数日間寝込ねこむ羽目はめになったことがあるのです。ゆえに先生の手料理というものには警戒心けいかいしんしかありませんし何なら当時の私は二度と先生に料理はさせまいと思い皿洗いだけをやってもらうように手を尽つくしたものです。ので、先生の口から料理などという単語が吐かれた時点でもはやこの世の終わりとしか思えなかったのです。

「先生、あまり無理をなさらないほうが……」

「イレイナ、心配ありませんよ。私、こう見えても大人ですから。さすがに自分の料理の実力くらいはわきまえています。ちゃんと簡単なことから始めるつもりですので、心配には及およびませんよ」

「え、始める、つもり……？　どういうことですか。今日が初挑戦ということですか」

「そういうことになります」うふふ、と笑う先生。

「やめてください先生。死人が出ますよ」

「まあ！　なんてひどいことを」などと大げさに驚く先生はそれからキッチンにて包丁ほうちょうを手に取り、

「見ていてくださいイレイナ。成長した私の姿を見せてあげましょう」

　そして先生は料理を始めてしまったのです。

　そして数分後。


「…………」私は先生が作り上げた料理を見下ろしていました。「先生、これは」



「サンドイッチです」

　しかしお店で私たち二人して買ったものです。先生が語った料理という行為こういが何だったのかといえば、ただサンドイッチを切っただけ。

「料理というより包丁で切っただけじゃないですか」

「いきなり上手うまくなどなるわけないじゃないですか。毎日こつこつと上達するためには簡単なことから始めないと」

　修業時代のあなたみたいにね、と先生はそして再び笑うのでした。







【初出情報】九巻　とらのあな購入特典

【著者コメント】

　僕ぼくも一時期料理の達人たつじんになろうと色々とやったことがあります。ところで話は変わるのですけれども、ＲＰＧとかでよくレベルとかコストによって装備できない武器とかあるじゃないですか。僕にとって調理器具の数々は大体そんな感じの代物しろものでした。課金していい装備買ってもレベル低すぎて装備できなかったんですよね。南無なむ。
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「イレイナ。ゲームをしましょう」

　旅の途中とちゅう、宿で休んでいたところ、先生は突然とつぜん私にそのような提案をしてきました。私は笑顔で先生にお答えします。

「いやです」

「ルールは簡単かんたん。テーブルに紙を置きます。紙にはイレイナがこれから行うことがあらかじめ予測されて綴つづられています。あなたは三分以内にその通り行動したら負け。どうです？　やりませんか？」

「いやですと言いましたが？」

「あらこんなにイレイナに有利ゆうりなゲームなのに？　やらないんですか？　あなたはただ紙に書かれた通りに行動しないように注意すれば、それだけで勝てるのですよ？」

「ちなみに勝ったら何が貰もらえるんですか」

「私からの賞賛しょうさんが贈おくられます」

「負けたら？」

「あなたが私に晩御飯ばんごはんを奢おごる羽目はめになります」

「……それ私に圧倒的あっとうてきに不利ふりなゲームじゃないですか」

「圧倒的にあなたが有利ゆうりなゲームなのですから、ペナルティが重いのも当然ではありませんか？」


「…………」と言われましても。「褒ほめられるだけではやる気が出ませんね」



「まあわがまま」

　何を仰おっしゃるのですか。私は嘆息たんそくを漏もらしていました。

「その条件では私が乗らないというだけです。もっとよい条件を頂けるのなら、まあ暇ひまつぶしにご協力するのもやぶさかではありませんね」

「もっといい条件とは何です？」

「決まってるじゃないですか」私は少々悪い顔をしました。「先生が高級ディナーを奢ってください」

「まあわがまま」

　何を仰るのですか。

「勝負の世界は平等であるべきだと思いませんか？」


「…………」先生は少々黙だまりこくったのちに、しかしふっと笑いながら、「まあ……そうですね、平等な条件で勝負すべきですね。いいですよ。私が負ければ、奢りましょう」と言ってくれました。



　そうこなくては。

　私はそこでようやく乗り気になり、テーブルに置かれた紙に手を伸ばしました。

　そして開いたのです。

　たった一言だけ綴られていました。

『あなたはゲームに参加した』


　…………。



「先生。これはズルくないですか」

　私が睨にらむと、先生は笑いました。

「ズルだなんてとんでもない。勝負の世界は平等に、でしょう？」







【初出情報】十巻　とらのあな購入特典

【著者コメント】

　なんだかフラン先生のテンションが普段より高めな気がしますが、十巻でのフラン先生は大体テンションが高めです。仕様しようです。

　それはさておき『魔女まじょの旅々たびたび』のアニメのフラン先生の演技えんぎ凄すごかったですね。ドラマＣＤでイレイナと旅先で再会して漫才まんざいみたいなやり取りしているフラン先生を聞き慣れていたため、ミステリアスな雰囲気ふんいきを醸かもすフラン先生というのがとても新鮮しんせんでした。やっぱり花澤はなざわ香菜かなさんは凄かった……。
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「魔女らしい魔女って何だと思います？」

　サヤさんが唐突とうとつに私に対してそのように首をかしげてきたのは、魔法使いの国にて私が彼女に魔法を教えていた真まっ最中さいちゅうのことで、要するに私が、なかなか上達じょうたつできずに頭を抱えている彼女に対してあーだこーだと杖つえを握にぎりながら講釈こうしゃくを垂たれていた途中とちゅうに、彼女はそのように話の腰こしを折おってきたのでした。

　ですから私も、

「突然とつぜん何です？」

　と首を傾かたむけるに至りました。民家の屋根の上、この国においてはありふれた情景じょうけいの中で、突然妙みょうなことを語り始めた彼女を私はたいそう怪訝けげんに思いました。

　彼女はこうも言いました。

「ぼくは魔女見習いになって、ゆくゆくは魔女にもなろうと思っているのですけれど──、ひとえに魔女といっても色々いるわけじゃないですか。国のために命を尽つくす魔女とか、自分の欲望に忠実ちゅうじつに生きる魔女とか、あるいは旅をして気ままに暮らしているイレイナさんみたいな人とか」

「……そうですね」確かに魔女といっても簡単に一括ひとくくりにできるほど単純ではありません。色々な人間が魔女として今を生きています。

「魔法を教えてもらっている最中になんとなく思ったんですけど、ぼく、結構漠然ばくぜんとした理由で魔女になろうとしてるなぁ、と思いまして」

「別にそれでいいのでは」

「イレイナさんはどうして魔女になろうと思ったんですか？」

「……んー」この辺りで魔法の特訓に小休止しょうきゅうしをしばらく挟はさんでいないことを思い出しました。私はサヤさんの傍かたわらで腰を下ろし、「ちょっと休憩きゅうけいしましょうか」と言ってから、お隣となりに座りなさいとの意を込めて屋根やねの瓦かわらをぺちぺちと叩たたきます。

　私に促うながされるまま、やや緊張きんちょう気味ぎみに彼女が隣に座ったところで、私は青空を見上げながらぽつりぽつりと思い出話を始めました。

「昔読んだ本に『ニケの冒険譚ぼうけんたん』というものがありましてね。それは一人の魔女が世界中を渡り歩くだけの短編小説集だったのですけれど、当時幼おさなかった私は、本の中の広がる世界にとてもとても心を惹ひかれたんです。こんな世界を旅できたらどれだけ幸せなんだろう──こんな世界を目で見て、触れることができたのならば、どれだけ楽しいんだろうって、思いながら、憧あこがれながら、本にのめり込んでいたんです」

「……ふむふむ」長話になりそうな気配を感じ取ってサヤさんは神妙しんみょうな面おも持もちで頷うなずき始めます。

「で、それを読んだら旅をしたくなったので旅人を目指しました。旅人になるなら魔女になりなさいと言われたので魔女になりました」

「……ふむふむ」

「以上です」

「……えっ。終わりですか？」

「終わりです」


「えー……？」



　わざわざ座らされたにもかかわらずあっさり終わってしまった思い出話にもどかしさを覚えておられるのか、彼女は遠慮えんりょがちかつ訝いぶかしげに、

「何か、こう……魔女に命を助けられたからとか、そういったエピソードは……？」

「ないですね」

「じゃあ魔女になって男どもを手玉てだまにとってお金儲もうけしまくりたいとか、そういった願望は……？」

「ないです」後半部分に関しては否定できませんけど。


「…………」ややあってサヤさんは、「じゃあイレイナさんが魔女になった理由は、要するに、本を読んだから、だけですか？」と首を傾けました。



「だけです」

「浅くありません……？」

「失敬しっけいな」そもそも。「魔女になるための理由なんて必要ないんです。立派な目的意識を持った女の子だけが魔女になれるわけではありませんし、誠実な人間だけが魔女になれるわけでもありません。何でこんな人間が魔女をしてるのかと疑問に思うほどのくそやろーが魔女になっていることだってありますし、能力はあるけれど人格じんかくに大きな問題を抱えているくそやろーが魔女をやっていることだってあります。単にノリでなんとなく魔女になった人間もいます」


「…………」



「要するに魔女としてブローチを掲かかげている人間は素敵すてきで素晴すばらしい目的をもった誠実な人間だけではありませんし、ほどほどにくそやろーも混ざっています。素晴らしい人間ばかりではありません。でも世の中そんなもんです」

　魔女になるためにやたらと肩かたひじ張る必要なんてなくて、気楽きらくにやればいいということです。

　私は言いました。

「要するにあなたの魔法が上達しないとしても、それは別に、目的意識が低いからだとか、そういった理由ではない、ということですよ」

　私の横で、サヤさんが目を見開く気配がありました。

　私は言葉を紡つむぎます。

「大方おおかた、自分には明確な目的なんかがないから魔女になるのはふさわしくないとでも思っていたんでしょうけれども──別に気にすることではありませんよ。わざわざ素敵で素晴らしい目的なんか持たなくても、魔女にはなれます」


「…………」しばしの沈黙ちんもくを置いたあとで、サヤさんは俯うつむきがちに、「……なれますかね」とだけ、言葉を返します。



　頷きました。

「このまま真面目まじめに特訓に励はげめば、おそらくは」まあ、というより、それ以前に。「サヤさんは魔女になるよりも先に魔女見習いにならないといけないんですけどね」

「……なれますかね」


「…………」



「え、ちょっと。何でそこで黙だまるんですか」

「まあ正直なところ魔女になるよりも魔女見習いになるほうがわりと難しいですし」

　魔女見習いになるには試験が必要ですが、そこから魔女になるためには師匠ししょうを見つけて、それから修業を受けて、認められれば魔女になることができます。

　要するに魔女の称号しょうごうを得るのはよくも悪くも師匠による匙さじ加減かげんによるところが大きいのです。

「魔女になるのは簡単なんですか？」

「その気になれば一日で魔女になることも可能なくらいには簡単です」

「まじですか」ほほー、と頷くサヤさん。

「その辺の魔女を捕まえて薬でも盛って洗脳せんのうしてしまえば一日で魔女の称号を手に入れられます」

「犯罪じゃないですか」

「魔女としてブローチを掲げている人間は素敵で素晴らしい目的をもった誠実な人間だけではないんですよ……」

「ここでその台詞せりふを聞かされると不安しか感じなくなるんですけれども……」

「世の中そんなもんです」

「……ところでイレイナさんの師匠ってどんな人だったんですか？」

　じと、と目を細めるサヤさん。訝しんでおられます。私が犯罪じみた方法で魔女になったのではと疑うたがっておられます。

　いえいえ残念ながら私はまっとうな方法で師匠のもとについて魔女の称号を手に入れたのですけれども。

「摑つかみどころのない人でしたよ」

「ほう」

「朝は弱いですし、食事はいつも私任せでしたし、魔法の特訓をつけてくれるかと思ったらなんか蝶々ちょうちょう追いかけてますし、夜は夜でなんか自分の研究に没頭ぼっとうしていましたし、一年間一緒いっしょにいましたけれども、まともに魔法を教えてくれたのなんてほんの少しの時間しかありませんでした」

「イレイナさん。それはつかみどころのない人ではなくただのくそやろーです」

「でも、彼女には魔法ではなく、もっと大事なことを教えてもらいましたよ」

「……何です？」

「人間は堕落だらくするとどこまでも堕おちていけるということです……」

「やっぱりくそやろーじゃないですか……」

「でもいい人でしたよ。修業時代は嫌気いやけを覚えることもありましたけれども、振り返ってみれば、それも全部私のためだったんだと思えるようになりました」


「…………」サヤさんはしばし黙りこくってから、「でも、その魔女さんはどうしてイレイナさんにブローチをくれることになったんですか？」と眉根まゆねを寄せて、首を傾けます。



　私は答えます。

「なんやかんやで一年経たったらくれました」

「アバウトですね」

「そういう師匠でしたから」

　まあ詳しい経緯けいいに関しては、また別の機会にお話しするとしましょう。





●






　ぼくが魔法使いの国にいた頃のことを思い出していたのは、師匠に魔法を教えてもらっておおよそ一か月くらい経ってからでした。

　ぼくの師匠たるシーラ先生は、それはそれはなんだかとても摑みどころのない人で、イレイナさんの師匠と同じように毎日ぐうたらに過ごしては日がな一日、暇を持て余して過ごすだけのダメ人間のようにも見えました。

　たとえばぼくが「師匠！　ぼくの魔法、見ててください！」なんて意気いき揚々ようようとしながら魔法を放っても、

「あ？　……いいんじゃね？」

　などとテキトーに相槌あいづちを打つばかり。たとえばぼくが「ししょー。ねえ師匠ってばー。魔法教えてくださいよぉう」なんて女の子らしく駄々だだをこねてみても、しかし師匠は、

「あ、ごめん今ちょっと手が離せないから」

　などと煙草たばこの煙けむりをすぱー、とぼくの顔に吹きかけるのです。くさい！　ちくしょうめ！

　大体こんな感じで酷ひどい師匠による酷い扱あつかいを受けてきたものですから、ぼくの心がそれこそ煙草によってくすんだ肺はいのように濁にごっていったのも仕方しかたのないことではないでしょうか。同時に「えー。やだー。むりー」などと煙草の煙と同様に師匠に嫌気が差してくるのも然しかり。

　ぼくは焦あせりました。

「まずい……このままじゃぼく、ずっと魔女見習いのままですよぉ……」

　絶望しました。とにもかくにも今のままでは師匠はまともにぼくに取り合ってはくれないのです。ぼくの何がいけないのでしょうか。

　ああ、こんなときにイレイナさんがいれば……。嫌な顔を浮かべながらもきっとイレイナさんならば何らかのアドバイスをくれることだろうとぼくは思うのです。

　助けてイレイナさん！

　というかイレイナさんは「魔女見習いになるより魔女になるほうが楽ですよ」なんて言ってたような気がしますけど全然そんなことないですねこれ。

　頭を抱えるぼくでした。

　と、そのとき。

『いえいえそんなことはありませんよ。魔女になるのは簡単です』

　ぼくの頭の中で声が響きました。

「その声は……！　イレイナさん！」ぼくはとっさに顔を上げて辺りを見回しました。しかしそこに彼女の姿はなく、人の姿といえば「……どうした？」と怪訝な顔を浮かべる師匠だけでした。

『サヤさん……サヤさん……私は今、あなたの頭の中に語り掛けています……』

　ああ頭の中でイレイナさんの声が……。

　頭がフットーしそうになるのを抑えながら、ぼくは「イレイナさん……！　どこかでぼくをみているんですか……？」と声を漏もらしました。師匠に変な娘だと思われたくないという自制心じせいしんが働いたのです。

　しかしぼくの抑え気味の声ですら、イレイナさんには届いていたようでした。

『サヤさん。残念ながら本物の私は今、旅の最中です。あなたの近くには多分いませんよ』

「多分いないとは……？」

『彼女がどこで今何をしているかは私には分からないんです』ぼくの頭に響く声はあっさり言いました。『だってこれはあなたが頭の中で作り出したイレイナですから』

「……どういうことですか？」

『つまり私はあなたの妄想もうそうです。私は私であって私ではないのです』

　なんだか哲学てつがくっぽい言い回しですけれども。それってつまるところ、

「……ぼくの頭の中に語り掛けているのはぼくの妄想が作り出したイマジナリーイレイナさんということですか……？」

『端的たんてき明瞭めいりょうに言うとそういうことになります』

「マジですか」

『ええ』

「ぼく結構やベー奴やつじゃありません？」

『それは私もそう思います』

　あっ。今のドライな感じイレイナさんっぽいですね……。

「それでイマジナリーイレイナさんがぼくに何の用ですか……？」

『サヤさん。あなたのお悩みを私が解決して差し上げましょう──よく思い出すんです。魔法使いの国で私と交わした会話を──休憩がてらに交わした会話を、思い出すんです……。そこにヒントは隠されています……』

　イレイナさんとのやり取りを……？

　ぼくは頭を押さえ、「むむむむ……」と唸うなりました。あのときの会話は、確か──。




「サヤさん……私、あなたのこと……その、女の子同士でこんなことを言うのはおかしな話なんですけれど……私、あなたのこと……好きです」

「嬉うれしい……！　ぼくもイレイナさんのこと、ずっと──」




『記憶を捏造ねつぞうしないでもらえますか』

「いやでもこんな会話が一度くらいはあったような気がするんですけど」

『あなた妄想と現実の区別がつかないんですか……？』

　まあ区別がついていたらイマジナリーイレイナさんが突然何の前触れもなく登場することもありませんよね。

　ぼくの頭の中のイレイナさんは呆あきれかえったようにため息をついてから、

『私が言いたいのはそういうことじゃありません。屋根の上で、私の師匠のことを聞いてきたことがあったでしょう？　そのときのことを思い出してください』

　そのときのことを……？

　ぼくは再び頭を抱えました。あのときは、確か……。




「サヤさん。魔女見習いから魔女になるのなんてちょちょいのちょいですよ。師匠の魔女に惚ほれ薬でも作ってこちらに惚れさせてしまえばいいんですよ……。そうすれば万事ばんじ解決かいけつです。うふふ……」




　なるほど！　そういうことですね！

「ありがとうございますイレイナさん！　ちょっとぼく惚れ薬を作ってきます！」

『えっ。いやそういうことではないんですけど……』

　頭の中で呆れるイレイナさんを後目しりめに、ぼくは洗脳できるお薬を作るべく、その場から飛び出したのでした。

　そして数日後。

「シーラ先生！　いつもありがとうございます！　これ、ぼくの気持ちです……受け取ってもらえますか……？」

　上目うわめ遣づかいであからさまなくらいに媚こびへつらったぼくは、師匠に手作りクッキー（超強力な惚れ薬入り）を渡しました。

　これを食べてしまえば師匠はぼくの奴隷どれいのごとく言うことを聞くはず……！

「……ふうん？」

　師匠はぼくからクッキーを受け取ると、「悪いが私はクッキーが苦手にがてなんだ」ときっぱり言い放ったのち。

「お前にやるよ」と、ぼくの口に無理やりクッキーを押し込みました。


「むぐっ……！」



　残念ながらぼくという人間は普段からわりと無防備ゆえに、師匠に押し込められたクッキーはそのままぼくの喉のどを通り、身体の中へと入り込んでしまったのです。

　超強力な惚れ薬入りのクッキーが、ぼくの身体へと、入ってしまったのです。

　恐らくは師匠はぼくがやろうとしていたこともお見通しだったのでしょう。分かり切っていたのでしょう。

「うぐぐぐぐぐ……うう、ぼくにはイレイナさんという人が……」その場でもだえ苦しむぼく。

　そんなぼくを冷めた目で見下ろしながら、先生は、「やっぱり薬入りだったか……」と呆れながら紫煙しえんを吐き出しました。

「私を思うままにしたいなら、もう少し魔法を上達させるんだな」

　にやりと笑うと、師匠はそれからぼくを起こして、

「とりあえずお前、私の肩かたを揉もめ」時間の許す限り、薬の効果が続く限り、ぼくを奴隷のようにこき使ったのでした。

「あと料理作ってくれ」「煙草買って来いよ」「パン買って来いよ」「火ィつけろ、火」などというふうに。

　悲しいかなぼくが作り出した惚れ薬は完璧な仕上がりだったようで、そのような師匠からの扱いに対しても、「えへへ……もちろんですよぉ、師匠大好きですぅ」などと甘ったるい声を出しながら従ってしまっていたのでした。


　何ならぼくを手足のようにこき使い続けた師匠に対して「えへへ……ししょうって何でこんなにいい人なんですかぁ……？」なんてのたまっているくらいでした。そのとき、はたと思いました。イレイナさんが自分の師匠をいい人などと言っていましたけれども、これはまさか……。






　その後、イレイナさんと会う機会があったので、ぼくはこっそり耳打ちを一つしました。

　曰いわく。

「イレイナさんって師匠に惚れ薬飲まされたんですか？　大丈夫だいじょうぶですか？　まだ効果続いてます？」

「は？　すみません何言ってんですか？」







[image: ]










【初出情報】アニメイト既刊フェア　購入特典

【著者コメント】

　ＳＳ集をまとめていて気づいたのですけど結構なボリュームのＳＳ多いですね。ＳＳ集出してよー！　とゴネた結果このようなＳＳ集を出す機会を頂けたわけですが、言ってみるもんですね。こんなにもたくさんのＳＳを期間限定のまま消してしまうのはあまりにも忍しのびないものです。


　機会があればドラマＣＤ集とかも出して欲しいなー！！！！！！！！！！！！！
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　旅の最中さなかに久々ひさびさに出会ったサヤさんが妙みょうなことを仰おっしゃっていました。

「うう……イレイナさんが怖こわい……イレイナさんが怖い……」

　彼女の口から度々漏もれるこの「イレイナさん」とは一体どなたでしょう？

　言うまでもありませんね。

　そう、私です。

　しかし一体なにゆえに私が彼女に怖こわがられなければならないのでしょうか。私は彼女を脅おどかすようなことをした覚えはおおよそありません。はてさてなにゆえ？

「どうかしたんですか？　サヤさん」

「きゃー！　やめてくださいイレイナさん！　ぼくに触らないでください！」

　声を荒あららげる彼女。いやいやと首を振りながら私から離れるサヤさんは、怖がっているというよりも、むしろ喜よろこんでいるように見えてしまいます。ちらちらとこちらの様子を窺うかがいながら震える顔には「さあさあもっとぼくを驚かせて！」と言いたげな期待のまなざしがありました。私はため息をつきました。

「……あの、何かあったんですか？」

「やめてください！　ぼくに近づかないでください！　怖いです！」

「いえ突然そんなことを言われても……」

　……普通に対応に困こまるんですけど？







　とにもかくにもこの日のサヤさんの様子は妙としか言いようがなく、私はたいそう困惑こんわくしたものでした。

　ちょうどその日はサヤさんの師匠ししょうたるシーラさんとお会いする予定がありましたので、私は話のついでに、突然変貌へんぼうしてしまったサヤさんに関してお話したのですけれども。

「ああなるほど」

　シーラさんは何か納得なっとくしたように頷うなずき、そのうえで、「お前やっぱりあいつに好かれてんだな」などと少々悪い顔を浮かべるのでした。

「好かれてるのに怖いと言われるんですか？　ちょっと意味が分からないんですけど……」

「あいつの故郷こきょう、東洋とうようのほうにな、好きな食べ物をあえて『怖い』と吹聴ふいちょうすることで、いたずら心のある他人がその食べ物を寄こしてきた、なんて逸話いつわがあるそうだ」

「……ほう？」

　それはつまり私が東洋の国でパンが怖いと呟つぶやいていればパンを恵めぐんでもらえるということですか？　いい話を聞かせてもらいましたね……。

「要するにあいつはその話をお前でやろうとしてるんじゃねーのかな」

「イレイナさん怖いと言い続けていれば私が寄ってくると思ったわけですか……。でもそれって私が東洋での逸話を知らないと意味ないのでは……？」

「ま、おかしなことやってるようだし、あたしからあいつに軽く注意しておいてやるよ」シーラさんはそう言って煙管きせるを咥くわえたまま、行ってしまいました。

　その翌日のことになります。

「シーラ先生怖い……シーラせんせい怖い……お師匠こわい……」

　がくがくぶるぶると震ふるえるサヤさんがおりました。一体シーラさんに何をされたのか尋たずねる気も起きないほどに隅すみっこのほうで震えておりました。

　私はそんな彼女を見ていて、なんとなーく、悪戯いたずら心が胸の奥にくすぶるのでした。

　ですので、一言、語り掛けて差し上げたのです。

　曰いわく。

「それってどっちの意味ですか？」




【初出情報】ＧＡノベル既刊フェア　購入特典

【著者コメント】

　本当にまったく意識してなかったんですけど一巻で書いたＳＳの続きみたいな話になりましたね。『饅頭まんじゅう怖い』の意味を十巻でようやく知るイレイナさんでした。面白いこともあるもんだなーと驚きました。
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　喫茶店きっさてんでサヤさんと食事を摂とっているときのことです。サヤさんは少々得意げな表情を浮かべながら、私を見やり、そのうえで、

「イレイナさん。こんな心理テスト、知っていますか？」

　などと尋たずねます。

「知りません」だから私は即答そくとうしました。

「まだ何も言っていませんけど」

「大体そういうふうに勿体もったいつけてくるようなお話の内容は知らないもんです」

「それは偏見へんけんだと思いますけど……」ざっくりとした私の姿勢しせいに少々呆あきれたように眉まゆを下げるサヤさんでした。「心理テストで、こういうものがあるんですよ。『あなたの目の前にパンがあります。さて、いくつあるでしょう？』」

「ものすごくざっくりした心理テストですね……」

　心理テストというのは大体、正解と呼べるようなものは最初から用意されておらず、質問への回答により相手の人となりを推察すいさつするお遊びです。

　まあざっくり要するに言うならば、特に深く考えずお答えしちゃえばいいわけです。

　目の前のパンが幾いくつあるか、ですか。

「二つありますね」

　私はテーブルに置かれているパンを眺ながめながら言いました。ちょうど二つ。要するに見たままの光景こうけいをそのまま答えただけです。

「へえ……そうなんですかぁ」

　ふふふ、とサヤさんは不敵ふてきに笑みを浮かべます。少々勝ち誇ほこったような笑みでした。「ところでイレイナさん、知ってます？　この質問におけるパンというのは今、気になっている人の数を表しているそうですよ」

「なるほど」もぐもぐと私はパンを二つ同時に食しながら頷うなずきます。

　見えてきました。

　つまるところサヤさんは暇ひまつぶしに「イレイナさんって今どなたが気になってるんですかー？」などとからかう魂胆こんたんですね？　ええ分かりましたとも。

「ところでサヤさん。こんな話はご存じですか？」

「知りません」

　即答でした。

「でしょうね」

　大体こういうふうに勿体つけてくるようなお話の内容などは知らないものです。

　もっとも今のサヤさんに至っては、知らないからこそ私に心理テストなどを仕掛けてきたのでしょうけれども。

　私は言います。

　少々勝ち誇った笑みを浮かべつつ、言います。

「心理テストって、気になっている相手にしかしないものですよ」




【初出情報】十二巻　とらのあな購入特典

【著者コメント】

　今どなたが気になっているんですかー？　とからかわれる前に「もしかして私のことが気になるんですかー？」などとからかうイレイナさんな話でした。

　オチでも言ってるんですけど、心理テストって興味のない相手にはしませんよね。

　やられる前にやってやれ、というのはイレイナさんらしいスタンスなんじゃないかなと思いました。
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「サヤさん。夏といえば何だか、分かりますか？」

「そんなの決まってるじゃないですかイレイナさん。夏といえば海──」

「そうですね。怪談かいだんですね」

「え、いや海──」

「怪談ですね。そうですよね」

　すすす、とテーブルの上に蠟燭ろうそくを用意したイレイナさんは、それからぼくに、「というわけで今日は怪談話をしましょう」とやけにノリノリで言うのでした。

　イレイナさんのお誘いとあらばぼくは何でも喜んで飛びつきたいものなのですけれども、しかし今回に限ってぼくはそんな乗り気のイレイナさんと相まって顔をしかめるばかりでした。

「ぼく怪談話とかあんまり得意なほうの魔女じゃないんですよねぇー」

「これは私の友達の友達が体験したことなんですけどね──」


「え、ちょっ……イレイナさん無視ですか」



「やはり夏といえば背筋せすじがぞわりとするようなお話をしたくなるものじゃないですか」

「ぼく背筋ぞわぞわするお話苦手なんですよ」

「サヤさんは饅頭まんじゅう怖こわいというお話をご存じですか？」

「饅頭が怖いという男を怖がらせるために嫌がらせ目的で饅頭を与えるお話ですよね。実は男は饅頭が食べたかったから噓うそついていたというオチだったはずですけど」

「そうですね」

「それが何か」

「恐らくサヤさんが背筋ぞわぞわするお話が苦手というのも大体これと同じ理由なのではないでしょうか」

「違います」

「まあそれはさておき、これは私の友達の友達が体験したことなんですけどね──」

「さては無理やりにでもお話に持ち込むつもりですねイレイナさん」

　ゆらゆらと揺ゆれる蠟燭の前で、イレイナさんは妖艶ようえんに微笑ほほえみながら、そして一つの怪談話をぼくに披露ひろうしてみせるのでした。




　ある日の夜、とある国の裏路地うらろじを歩いていた彼女は、背中せなか越ごしに妙みょうな気配を感じました。

　どこかで誰かが私のことを見ている──そんな気がしたのです。暗がりの中で歩みを進める度に、かつん、かつん、と靴音くつおとが反響します。

　聞こえてくるのは彼女の靴音のみ。意を決して振り返って見ても、そこには暗い路地が続くだけで誰もいません。

　それでもどこかで誰かが彼女を見ているような、そんな気配だけがあったのです。一度気になってしまえばもはや何もかも気になってしまうものです。

　彼女自身が歩む影かげも、空の上で不気味ぶきみに蠢うごめく雲も、窓辺に映る自分自身の姿さえもまるで彼女を暗闇から狙ねらう異形いぎょうのモノのように感じてしまいました。

　それでも平静へいせいを装よそおって彼女は歩き続けます。


「…………」



　すると、やがて、彼女の進行方向から、コートを着込んだ一人の女性がこちらに歩いてくるのが見えました。かつん、かつん──ヒールが石畳いしだたみを叩たたきます。女性は不思議な雰囲気ふんいきに満ちていました。顔は深く俯うつむいており、口元にマフラーを巻いているため、目から下はまるで見えません。わずかに見える肌はだは驚くほど白く、月明かりに照らされる姿は透き通って見えました。

　彼女は、そんな女性を不気味ぶきみに思いました。

　その日は真夏まなつだったのですから。

　コートを着込むなんて、季節外れも甚はなはだしいのです──。

　やがて、女性と彼女は、すれ違いました。

　不気味な彼女と顔を合わせないように、彼女と同じように俯きながら、やり過ごそうと、思ったのです。

　けれど。

「ねえ、あなた」

　がし、と女性は、彼女の肩かたを摑つかみました。びっくりして顔を上げれば、不気味な女性の顔がすぐ傍そばにあります。

　彼女は恐怖を抱きました。

　ここに至って、彼女は一つ思い出したことがあったのです。それはあまりにも有名な怪談話。夜、一人で歩いていると、向かい側から一人の女性がやってくる。その女性は口が耳まで切れている不気味な不気味な異形の存在。

　夜な夜な一人で歩いている者の前に現れては、尋たずねるのです。

「私って、綺麗きれい……？」

　などと、そのように。

　そして女性は、口元を覆おおっていたマフラーを外します。

　はらり、とマフラーが地面に落ちました。

「あ、ああっ……」

　彼女は震えあがりました。

　彼女の目の前にいた女性。マフラーを外した異形の存在は、それはそれはとても美しい灰はい色の髪かみをした大人の女性。口元は切れてはいませんが代わりにめっちゃ可愛かわいいある意味異形の存在ともいえる彼女は一体、どなたでしょう？

　そう、私で──。




「ちょっと待ってください」

「はい。どうしました？」

　お話の最中ですが待ったをかけたぼくでした。

　いやいやいやいや。

「何ですか今の話」

　怖い話かと思ったらイレイナさんが出てきたんですけど。

「私が異形の存在であったというオチですね。もっと平たく言うなら私が綺麗というお話になりますね」


「…………」



「どうでしょうか」

「別の意味で震える話になりましたね……」

　これはつまるところ先ほどイレイナさんが自ら挙げたお話の饅頭怖いと同じで「まあ結局のところ私の美しさが一番怖いですねー。いやー参った参った」ということで、要するに怖い話でもなんでもないということでしょうか。


　…………。



　警戒けいかいして損しましたねこれ。

「てっきり滅茶めちゃ苦茶くちゃ怖い話でもされて震えあがることにでもなるんじゃないかと思いましたよ……」

　安堵あんどのため息を漏もらすぼくでした。怖い話は苦手なのです。

　というか。

「この話のどこが怖いんですかイレイナさん……」

　安堵と同時に若干じゃっかん落胆らくたんもしていたぼくでした。

　イレイナさんはそんなぼくを見やり、くすりと笑みを浮かべながら、

「そうですねえ……」

　そして蠟燭に息を吹きかけ、言うのです。

「私の美しさ、でしょうか……」





○






　それからほどなくしてイレイナさんはぼくのお部屋を去りました。お昼時にいきなりやってきて怖い話だけして去っていくのですから今日のイレイナさんはよく分かりませんね！　できればお昼ご飯でも一緒いっしょにどうかななどと思っていたのですけれど──。

　などと思考を巡めぐらせているときでした。

「サヤさん。こんにちは」

　イレイナさんが再び現れました。まるで今日初めて会ったかのような素振りで彼女は「サヤさん、お昼ご飯ってもう食べましたか？　もし食べていないならこれから一緒にどうですか？」と首をかしげます。ですから、

「さっきみたいな変な話しないならいいですよー」とぼくは頷うなずくのでした。

　するとイレイナさんは、

「さっき……？　怪談……？　何言ってるんですか？」

　小首をかしげ、それから、とてもとても不思議そうに、言うのです。

「私、ついさっきまで部屋で本読んでたんですけど……」




【初出情報】ＧＡノベル既刊フェア　購入特典

【著者コメント】

　心霊しんれい体験とは違うと思うのですが僕ぼく自身も変な体験をしたことがあって、学生時代のある日にぼうっと窓の外を眺ながめていたら背後から足音が近づいてきて、誰だろうと振り返ったら誰もいなかったという経験があります。まあ別にその話が元になってこの話を書いたわけではないのですけど。
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「真に仲のいいような間柄あいだがらは、特にオチのないような会話でも楽しむことができるそうです」

「急にどうしたのアヴィリア」

　あまりに唐突とうとつがすぎるわたしの言葉にお姉ちゃんは可愛かわいく小首こくびをかしげながら尋たずねます。頭の上に「？」が見えるほどに怪訝けげんな表情ともいえました。

　わたしはこの前読んだ本の内容を反芻はんすうしながら、

「くだらない内容でも退屈たいくつを感じないということはそれほど自然体で会話ができるということであり、相手との仲が深まっている証あかしであるそうです。素晴すばらしいですよね」

「はあ……まあ、そうね」

「というわけでお姉ちゃん」

「うん」

「くだらない内容の話をしましょう」

「言うと思った」

　やだー、とお姉ちゃんは顔をしかめます。

　しかしわたしは食い下がります。

「お願いします」

「えー」

「くだらない内容で尚かつ特に山やオチもなく、けれどわたしでも分かるような内容のお話を所望しょもうします」

「注文多いわね」

「つまらない内容の話になっちゃったりすると落ち込むと思うので……」

「面白おもしろい話を要求されたらやりにくくなるんだけど……」

　お話のハードルを無駄むだに上げた結果お姉ちゃんはため息をつくに至りました。唐突なお願いにもかかわらずお姉ちゃんはそれから「面白い話ねえ……」と腕を組み、「んー」と唸うなり、それからしばし考え込んだのちに。

「ないわね」

　あっさりばったり諦あきらめて会話を終了させました。「逆にアヴィリアは何か面白い話、ない？」

「面白い話ですか」

　わたしはお姉ちゃんと同じように腕を組み、唸り、考え込む──ようなことはせずに即座そくざに「ないですね」とお答えします。

　お姉ちゃんはそんなわたしに対して軽く頷うなずくと、

「そ。ところでアヴィリア。今、わたしと会話してて退屈たいくつだった？」と尋ねます。

「それもないですね」やはり即答でした。

　するとお姉ちゃんは「そ」と再び頷き、そして軽く笑いました。

「私も」

　そうして特にオチのないお話が、わたしとお姉ちゃんの間では交わされたのでした。




【初出情報】十二巻　メロンブックス購入特典

【著者コメント】

　ドラマＣＤ第四弾でアムネシアさんが『イレイナさんが悪いんだよ』と喋しゃべるシーンがあるのですが、ドラマＣＤの収録が終わったあとで小原こはら好美このみさんが出演している某ぼうアニメで同様の台詞せりふが有名と知りました。やっべ、意図せずパロディやっちゃった！　と思ったんですけどまあ某アニメのその台詞も本編では使われてないらしいしいっか！
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「この箱はこの中には悪魔あくまが入っているらしいのだよ」

　ある国を訪れた私の前に、一人の男性が困こまった顔をして訪れました。

　曰いわく、彼は「呪のろわれた箱を持っている」と語り、聞けば、その箱があらゆる災厄やくさいを彼にもたらしているのだといいます。

「ほうほう。一体どんな困りごとですか？」

　私が尋たずねると、彼はたいそう悲しそうに、「たとえば昨日きのうは上から花瓶かびんが落ちてきたんだ。すげー痛かった。あと一昨日おとといは突然、家の床ゆかが抜けてな、落ちたんだ」

　彼は度重なる不運に見舞われているようでした。花瓶や家の床だけでなく、彼を襲うのはありとあらゆる地味じみな災難さいなん。

　たとえば道を歩いていれば鳥の糞ふんが落下しますし、くじ引きを引いてみても当たることなどまずありえません。それにベンチに腰こし掛かければペンキ塗ぬりたての代物しろものであったり、お財布さいふを落としてしまったり。色々と不運ふうんに見舞みまわれているようで。

　ですから私は、「まあ大変」と少々地味に彼を哀あわれむのでした。

「きっとこの箱のせいに違いないんだ」

　彼がこのような奇妙きみょうとも思えるほどの事態に見舞われるようになったのは、箱を手に入れてからだといいます。鍵かぎのついた小さな木箱は、開けることもできない代物で、偶然ぐうぜん、骨董品こっとうひん店てんで彼が買ったものだそうです。

　骨董品店の店主は、購入する折おりに、彼にこんな言葉を投げかけていたそうです。

「それはやめといたほうがいい。呪われた代物だよ」

　彼は信じませんでした。結局店主の反対を押し切って買ってしまいました。それからというもの、ろくな目に遭あっていないゆえに、箱のせいで不運に見舞われているとお思いなのでしょう。

「その箱が原因なら、処分しょぶんしてしまえばいいのではありませんか？」愚ぐにもつかない提案を一つ。

「できたらそうしてるよ。でも駄目だめだろ」男は首を振ります。「だって箱を持っているだけでこんな目に遭うんだぜ？　捨すてればもっと悪いことが起こるに違いないんだ」

「ふむふむ……」

「というわけで魔女さん、どうにかできないかな」


「…………」



　魔法使いであれば解決できるとお思いなのでしょう。彼は眉根まゆねを寄せながら私にそのように尋ねるのでした。

　私はしばし考えました。人を不幸にする箱というものはにわかに信じがたいものですが、彼が不運に見舞われているというのは本当の話でしょう。

　何か私にできることはありますでしょうか。


「…………」一つ思いついたことがありました。「三日間、それを貸してください。私がその箱に込められた呪いを解といて差し上げましょう」






　さてそれから一週間ほど経たちました。

「いやあ魔女さんすげえな！　あれから不幸ふこうな目になんてばったり遭わなくなったよ！」

　彼は喜よろこび勇いさんで私の前に現れました。三日間私が彼から箱をお借りしている間に、箱の呪いを解いて差し上げました──そのように語って、彼にお返ししたのです。

　結果どうなったのかといえば、呪いはなくなりました。

「あれから本当に幸せな毎日だよ。彼女ができたし、不幸な目にも遭わなくなったし、毎日が楽しくて仕方しかたがない」彼は目を輝かがやかせてそのように語っておられました。

「それはそれは。よかったですね」うふふふ、と笑いながら私は彼に手を差し伸べます。「ではお代金だいきんをいただけます？」効果が実感できたらお金を頂く、ということになっていました。

「ああもちろん！」彼は財布を取り出し、それから首をかしげます。「幾いくらだい？　きっと呪いを解くのは大変だったろうから、しかるべき謝礼しゃれいを支払うよ」

　さてところで。

　はっきり申し上げますと、私は実のところ、箱を三日間引き受けはしましたが、それから特に何もしてはおりません。

　何もしてないんです。

　そもそも箱を開けてみましたが、中には何も入っていませんし。呪いだってありません。箱はただのアンティーク調の箱だったんです。きっと呪いだと思われていたものは、彼の気のせい、だったのでしょう。気の持ちようで何事もよいほうにも悪いほうにも転ぶものですから。私はただ、「呪われた箱」という認識を彼から取り除いたに過ぎないのです。

　ですから私は答えるのです。

「お代金はお気持ちで結構ですよ」




【初出情報】十巻　メロンブックス購入特典

【著者コメント】

　たとえば朝の占うらないで十二位だった日に自分の身に何か災難が降りかかると、「今日は占いで十二位だったからこんなひどい目に遭ったんだ」と思い込んでしまうかもしれません。本当は関係のない物事でもつなげようと思えば幾らでもつなげることができるということなのでしょうね。
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　どの国でも道を歩いていれば不可解ふかかいな行動をとっている者が一人はいるもので、その日私が訪れた国でも、変なことをしておられる方がおりました。

「……ふふふ。ふふふふ」

　その魔法使いは道の隅すみっこに座りながら、力なく笑い、自らの三角帽子さんかくぼうしを撫なでては被かぶり、撫でては被り、そんな不可解な行動を繰り返しておりました。

　一見すればただの不審者ふしんしゃです。

　ところでこの意味不明な行動を繰り返す彼女は一体、誰でしょう？


　…………。



　まあ私なんですけどね。

「お嬢じょうちゃん、一体何をしているんだい？」

　どうやら私の意味不明な行動はこの国の人にはたいそう奇妙きみょうに映ったようです。大通りをふらふらと歩いていた男性は、いかにも変なものを見るようなまなざしを私に向けていました。

　私はうふふ、と笑いながら答えます。

「お金儲もうけをしています」

「……？　そんなことがお金儲けになる？　一体どういうことだい？」

　帽子を撫でて被っているだけの繰り返しに何の意味があるというのでしょう？　男性はたいそう不審に思ったようで、されど同時に少々の興味も抱いたようで、「詳しく教えてくれないかな」と首をかしげます。

　おやおや。

「このような素敵なお金儲けをただでお教えするわけにはいきませんね」

「ほう……では幾いくら払ったら教えてくれるのかな」

「そうですねえ──銅貨二枚でどうでしょう？」ちょうど近くの安宿やすやど一泊ぶんのお値段ですね。

「その程度でいいのか。いいだろう」男性は頷うなずくと、私の手に銅貨どうかを二枚、ちゃりんと落としました。

「毎度あり」

　うふふ。と私はまたしても不敵ふてきに微笑ほほえみ、そして、そのうえで語りました。「このお金儲けは非常に簡単なものですよ」

「そうかい？　僕にはただ無駄むだなことをしているようにしか見えないけど……」

　いえいえ何を仰おっしゃいますか。

「ここで意味不明な行動をとっていれば、誰かがいずれ話しかけてくれるでしょう？　私は話かけてきてくれた人に『お金儲けをしています』と答えます。すると、意味不明な行動でお金儲けができるのかと、更に尋たずねてくるでしょう？」

　ちょうど今のように。

「ですから私は銅貨を貰もらえれば方法をお教えしますよ、と答えるわけです」

「……するとどうなる？」

　おやお察しが悪いですね。

「お金が儲かります」




【初出情報】十一巻　メロンブックス購入特典

【著者コメント】

　普段イレイナさんは路上ろじょうで変な商売をして兵士に罰金ばっきん払わされたりしているわけですが、多分大体こんな商売してたりするんだろうなぁ、というお話でした。ゼロから一を生み出す。まさに錬金術れんきんじゅつではないか……。
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　とある国を訪れた私はいつも通り、街でパンを買い、もぐもぐと食べながら街並みを歩きました。見る人が見ればその光景こうけいはまあなんともはしたないものですが、しかし見ず知らずの旅人を指差して「まあお行儀ぎょうぎが悪いわ！」などとぬかす者などよほど変わった国でもない限りはないものです。ですから私はいつも通りに街をもぐもぐしながら歩いたのですが。

「おいおい……見てみろよ……！」「うわあ……パンを食べ歩いているなんて……きっと彼女も不健康にちがいない……」「あんなに若いのに可哀かわいそうに……きっと早死にするに違いない」

　街ですれ違う人々はこそこそと言葉を交わしながら私を見ていました。


「…………」



　おやおや。

　どうやらこの日に訪れた国は前述ぜんじゅつした通り、少々変わった国であらせられたようです。




「説明しましょう！」

　街の宿屋まで辿たどり着くと、店主さんがどでかい看板かんばんを掲かかげながら私に事情じじょうを話してくれました。どうやらこの国に訪れた旅人の多くが私と同じような疑問を抱いた方ばかりのようで、用意がいいのはそんな旅人たちの疑問にお答えするためであるそうです。

「我が国ではパンを食べることによる健康リスクが問題視されていましてね。パンを日常的に食することで知能指数が著いちじるしく低下するのです」

「要するに馬鹿ばかになると？」

「その通りです！　パンは身体に害を及およぼす食べ物なのです！　パンを日常的に食べた者の大半が何らかの病気により命を失っています！」

「はあ……」

　人間誰しも亡なくなるときは何らかの病気に罹かかっていることのほうが多いと思いますが。

「それだけではありません。なんとパンを日常的に食べた人間のうち、この国の平均寿命よりも早く死に至るケースが約半分もいるのです！　なんと恐ろしい！」

「あ、はあ……」

「パンによる危険はほかにもたくさんのデータがとられています。まず、毎日パンだけを食べ続けた者は栄養が偏かたよるリスクを抱えることになりますし、小さい子どもにパンを与えると十五歳頃に反抗期はんこうきを迎えるようになるのです！　パンは悪魔あくまの食べ物として我が国では忌避きひされているのですよ」

　それからも宿屋の店主さんは滔々とうとうとパンの危険性を語ってみせました。

　それで、結局のところ、

「この国はパンを食べる人は少ないということですが」それならば。「この国では何が主食なんです？」

「もちろんお米です！」店主さんは即答しました。

　ほうほう。そうですかそうですか。

「ご存じですか？」

　私は言いました。

「お米を日常的に食べた人間のうち約半数が平均寿命よりも早く亡くなっているそうですよ──」




【初出情報】十一巻　とらのあな購入特典

【著者コメント】

「呪われた箱」の話でも書きましたが、こじつけようと思えば物事は幾いくらでも何でもこじつけることができるというお話ですね。

　ところで皆さん、ご存じでしたか？　常日頃から持ち歩き、出会う人々に次から次へと「この本いいですよ」とおすすめすることで人生が豊かになる素敵すてきな本があるらしいですよ。『魔女まじょの旅々たびたび』っていうんですけど。
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『私はポットの亡霊ぼうれいだ』

　とある国にはティーポットをこすると亡霊が出てきて、願いを叶かなえてくれるという逸話いつわがある。あるとき男が実家の倉庫を整理しているときにポットをこすったところ、注ぎ口からもくもくと煙けむりが上がり、真っ白の亡霊が姿を現し、斯様かような台詞せりふを吐いた。

　男はたいそう驚いた。

　ポットの亡霊は、腕を組み、『貴様きさまの願いを一つだけ叶えてやろう』と上から目線で語っていた。逸話は本物だったらしい。

「マジでか」男はたいそう驚いた。そういえばカジノで負けて借金がヤバいからお金でも貰もらおうかなとも思った。男はそこそこクズだった。

「じゃあお金でも──」

　と、男は早速さっそくとばかりに口を開きかけた。

　そのときだった。

「話は聞かせて貰いました」

　ひょいと横から現れる魔女。それは誰か。そう、私です。「本当にそれ、大丈夫だいじょうぶですか？　死人にお金を求めて大丈夫ですか？」

　急に現れよく分からない不安を煽あおってくる魔女こと私に対して、男性はたいそう怪訝けげんな顔をされていました。

「誰だい君」

「私がどこの誰かはこの際どうでもいいじゃないですか」

「いやここ僕の家なんだけど──」

「いいですか？　このポットの亡霊は、いわば死人です。死人から物やお金を受け取る際は相続税というものが発生します。つまりお金を払わないとお金がもらえなくなるわけです。それはちょっと望み通りの展開とは程遠いですよね」

「む、確かにそれは困こまるな……」

　ため息をつく男性。

　しかし心配ご無用です。ちゃんと対策は考えてあります。

『どうするのだ。何か願いを言うがよい』

「あ、とりあえず今はお願いは特にないのでちょっと戻ってもらえますか？」

『それが願いということでいいか？』

「んなわけないじゃないですか。あとでまた呼ぶのでとっとと戻ってください」

『よかろう』

　もくもくもくもく、とポットの中に戻る亡霊。

　私はそのポットを抱かかえつつ男性に言いました。

「なにもポットの亡霊からお金を直接貰わなくとも、お金儲もうけの方法ならばほかに幾いくらでもありますよ」

　そして私は男性を引き連れ、なんでも願いを叶えてくれる亡霊が出てくるポットを売りに出したのでした。そして言わずもがな高値で売れました。

　めでたしめでたし。




【初出情報】十三巻　メロンブックス購入特典

【著者コメント】

　美味おいしい話には裏がある。僕だったらランプの魔人が「お前の願い叶えてやっけど何がいい？」と出てきたらランプそのものを売るなぁと思ってこの話を思いつきました。大体一方的に与えられる力を使ってもろくなことにならないものです。
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　私がとある国を観光していた際に訪れた広場にて、頭を悩ませている一人の男性が目につきました。緑の芝生しばふの前で、「こりゃ困こまったなぁ……どうすりゃいいんだろうなぁ……」と首をひねる男性は、どこからどう見ても困っていて、試しに話を聞いてみれば、

「実はこの芝生に立ち入る者があとを絶たないんだよ……」

　と、眼前に広がる無残むざんな光景こうけいを私に見せてくれました。広場の芝生はどうやら景観けいかんを美しくするためにあるものだそうで、『立ち入り禁止』との札が立てかけてあるのです。

　しかしこの街の住民はその札など無視して立ち入り、座り、ピクニックを愉たのしみ始める始末。幾いくら注意しても、柵さくを設けても無視する者があとを絶たないのだといいます。

「困ったなぁ……」

　嘆息たんそくを漏もらす男性でした。

　なるほどなるほど。

「そういうことでしたら」

　ひょいと横から現れる魔女。それは誰か。そう、私です。「ここは私に任せてもらえませんか」

「まず誰なんだい君は」

「私が必ずや芝生の問題を解決して差し上げましょう」

「うん。ところで君は誰なんだい」

　そんなこんなで芝生に立ち入る不届ふとどき者どもを片かたっ端ぱしから退治たいじするお仕事を請け負った私でした。いやなにこのような問題に対する対処法など簡単そのものなのです。

　翌日のこと。

　例によって芝生に立ち入りピクニックを始める若い男女が現れました。

　彼らは立ち入り禁止の看板を後目しりめにきゃっきゃうふふと戯たわむれます。いやはやモラルがなっていませんね。

　というわけで早速お二人に話しかけに行った私でした。

「こんにちは！　お二人とも、今お話しよろしいですか？」

　きょとんとしている二人に私は言いました。「実はですね、私、最近、あなたたちのような方々にこういったプレゼントをお配りしているのですよ。ふふふふふふ」

　言いながら私は真まっ赤かな林檎りんごを二人に差し上げました。

「今後も芝生でピクニックをしたらもれなくプレゼントして差し上げますね。ふふふ」

　いかにも怪あやしい私の様子にお二人は「あ、はあ……」と微妙びみょうな反応をしつつも、それからもピクニックを続けました。

　大体そんな感じで芝生に立ち入ったすべての人に林檎を配り歩きました。

　やがて立ち入り禁止の芝生では得体えたいのしれない変な魔女が林檎を配り歩いているとの噂うわさがまことしやかに囁ささやかれ、一人、また一人と芝生に近づかなくなっていきました。

「なるほど。注意するよりも、芝生に立ち入るように推奨すいしょうすれば気味悪がって誰も入らなくなるということか」報酬を渡しながら膝ひざを打つ男性。

　私は然しかりと頷うなずきます。

「得体のしれないものとは距離を置きたくなるものですからね」




【初出情報】十三巻　とらのあな購入特典

【著者コメント】

　駄目だめだよ！　と言われるよりも、ええどうぞどうぞ、やっちゃってくださいよぉへへへへへと言われたほうが拒否反応が出るものです。押すなよ、絶対押すなよと同じ心理現象ですよね。
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　とある名物が売りの国の路上でとある男女がモメていました。

　旅の道中に耳をかたむけてみれば、どうやらとてもくだらない議題で争っているようです。

「この国で最もおいしい食べ物が何かって？　そんなのパンに決まっているじゃないか！」

「いいえハンバーグだわ！　発酵はっこうしたパンのようにふわふわすかすかな頭のあなたでは分からないのでしょうけどね！」

「なんだと貴様きさま！」

　隣となり合う大通りの人気店。

　ハンバーグが人気のお肉屋さんと、ふわふわなパンが人気のパン屋さんが、お互たがいの料理のどちらが最も美味おいしいのかを競きそっていました。

「そんなに言うなら僕のパンと君のハンバーグ、どちらが最も優れているのかをそこの魔女さんに決めてもらおうじゃないか！」

「それは名案ね！　まあ私のハンバーグのほうが美味しいに決まっているのだけれどね！」

　熱々あつあつのハンバーグのように加熱かねつした二人の論議はそれから人畜じんちく無害むがいな旅人たる私を巻き込みました。

　二人のやり取りを遠巻きに眺ながめていた旅人は唐突とうとつな展開に「えええ……？」と首をかしげましたが、しかし二人は旅人の意思など意に介かいすことなく、

「さあさあ旅人さん！　うちのパンは美味しいよ！　食べてみてくれ！」とパンを出し、

「さあさあ旅人さん！　ハンバーグが美味しいに決まってるわ！　食べてみて頂戴ちょうだい！」とハンバーグをずいずい押し付けました。

　そんな二人に旅人はたいそう困惑こんわくしました。

　そもそもそんなことをせずとも一緒いっしょにすればいいではないですか。

　ですから旅人は渡されたままにパンとハンバーグを一緒くたにして、ハンバーガーを作りました。どちらが一番かなど考えずとも一緒にすればもっとよい物ができるのだと考えるべきです。

　二人は驚きました。

「パンとハンバーグが一緒になる……ですって……？」

「その手があったか……！」

　二人は見つめ合いました。そして手を取り合い、仲直り。

「私たちもパンとハンバーグのように一緒になりましょう？」

「奇遇きぐうだね……。僕も一緒のことを考えていたよ……」

　こうして張り合っていた二人は結婚し、二人のお店は合併がっぺいし、この国の名物であるハンバーガーが生まれたのだそうです。




「いかがですか魔女さん！　我が国のハンバーガーは！」

　愛し合う二人の逸話いつわのように熱々のハンバーガーを一つ食べながら、私は街を眺ながめます。今やこの国は至るところにハンバーガー屋さんが立ち並んでいました。

「胃いもたれしますね」




【初出情報】十四巻　とらのあな購入特典

【著者コメント】

　コメント欄らんにハンバーグにちなんだネタを書こうと思ったんですけど、即興そっきょうではいいネタが思いつきませんでした。やっぱり仕込みには時間が必要ですよね。そう、ハンバーグのようにね。


　ハンバーーーーーーーーーーーーーーーグ！
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「た、大変だ！　大変だあああ！」

　平和国へいわこくロベッタのとある民家から男の叫さけび声が鳴り響ひびいた。

　近くの木で止まっていた鳥たちが驚おどろき飛び立ち、近くを通りかかった主婦しゅふは「あらあら、またなの？」とくすりと笑い、民家の中で男の妻つまは「またみたいね」と嘆息たんそくを漏もらす。

　男が騒さわぐ理由はいつも決まっていた。

「大変だ！　イレイナから便りが届いた！」

　旅に出ている最中さなかの愛娘まなむすめからの荷物が届く度に、男はまるで天変てんぺん地異ちいが起きたかのように騒ぎ立てるのである。妻はそんな男に「いつまで経たっても子離こばなれができてないのね」と微笑ほほえましげに笑っていたものだったが、ここ最近に至っては「いい加減ちょっと慣れないものなのかしら……」と悩みの種の一つになっていた。

「旅をしていれば便りくらい送ってくるものでしょうに。騒ぎすぎよ」

「便りを送ってくるということはイレイナが元気でやっている証拠だ。いいことじゃないか……！」

　特にここ最近は便りがなくて心配で心配で仕方しかたなかったのだと男は語り、妻はため息をこぼした。

「心配しなくても元気でやってるわよ。便りが途切れるのは旅先を堪能たんのうしている証拠よ。便りがあってもなくてもあの子なら大丈夫よ」

　言いながら彼女は娘から送られてきた包つつみを──男が大事そうに抱えている包みを見る。両腕で抱えられる程度の大きな包みは、見ればずっしりとした重みがあるように見えた。

「君はいつも冷静れいせいだね」

　笑いながら男は包みをテーブルに置いた。

　冷静と言われると語弊ごへいがあった。

「あの子のことを信頼しているだけよ。私だって取り乱すときは取り乱すわ」

　たとえば台所だいどころで得体えたいのしれない黒い生き物を見たとき。たとえば幽霊を見たとき。もしくは大昔おおむかしに書いた恥はずかしい内容の本が思わぬところから出て来たとき。

　いつも冷静だと言われがちだが、彼女は大体そういうときに取り乱す、ごく普通の女性であった。

　とはいえ長らく台所で黒い生き物は見ていないし、幽霊ゆうれいなど会ったこともない。取り乱すような出来事が起きていないので、確かにいつも冷静と言われればそうなのかもしれない。

「さてさてイレイナは今回何を送ってきてくれたのかな」

　男は鼻歌交じりに包みを開ける。

　中にはおおよそ十冊程度の冊子さっしが幾いくつも入っていた。

「……？　何だろうこれ。本……？」男はその中の一冊を手に取り、表紙を指でなぞる。

　彼女は横からその表紙を覗のぞき込む。

　こう書いてあった。

　物語の国の話。

「あっ」

　それは彼女が随分ずいぶんと前に旅の中で書いた恥ずかしい内容の書物の数々であり。

　そして彼女は当然のように取り乱した。




【初出情報】十四巻　メロンブックス購入特典

【著者コメント】

　このＳＳは本来『魔女まじょの旅々たびたび』十四巻に入れる予定の話ではあったんですけど、ちょっと話がズレるというか、若干本題から逸それるというか、入れる場所がなかったためにＳＳに流れました。この時点で十五巻がＳＳ集になることは決まっていたので、思い切ったともいえます。
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　とある国に住む一人の少女が道端みちばたでお人形を拾ひろいました。

　金きんの髪かみはつやつや。身にまとうピンクのドレスはとっても綺麗きれい。青い瞳ひとみが宝石ほうせきのように輝いています。少女はひと目見たその瞬間から、あまりに美しいそのお人形の虜とりこになりました。誰のものとも知らないお人形をそのまま家に持ち帰ってしまうほどに。

　しかし少女のお母さんは、彼女が持ち帰ったお人形を一目見ると、顔をしかめて少女を軽く叱しかりました。

「駄目だめよ、こんなもの拾ってきちゃ。すぐに拾ってきた場所まで返しなさい」

　あまりにも綺麗なお人形はどう見ても捨てられたものとは思えなかったのです。恐らく落とし物。今も持ち主が探しているかもしれません。娘がお人形を盗ぬすんだと誤解ごかいされる前に、元々あった場所まで戻すべきだと考えたのです。

「ええー……」せっかく拾ってきたのに、と少女は駄々だだをこねましたが、母親は、

「お人形なら私が買ってあげるから」と諭さとしながら、一緒いっしょにお人形を捨てに行き、お人形屋さんで新しい綺麗なお人形を見繕みつくろって娘にプレゼントしてあげることにしました。

「……いいの？」娘は尋たずねます。お人形屋さんに並ぶ新品の人形たちはどれもそれなりに上等じょうとうなお値段のものばかりだったのです。

「大丈夫だいじょうぶよ。お母さん、内職ないしょくで結構儲もうかってるんだから」

「内職ってなに？」

「転売よ」余談よだんですが奥様は在宅ざいたくワークでまあまあ稼かせいでいました。

「わあい。ありがとう！」

　娘は拾ったお人形のことなど忘れ、新しいお人形を抱だいてお母さんと一緒に帰りました。

　その翌日のことです。

　キッチンで母親が朝ご飯を作っている最中さなかに、突然、ぞわりと寒気さむけを覚えました。誰かに監視かんしされているような、居心地いごこちの悪い視線しせんを感じたのです。

　だから母親は振り返り。


「…………？」



　そして首をかしげました。

　彼女の背後には誰もいませんでした。

　しかし、いつも家族で朝食を摂とっているダイニングの椅子いすの上に、お人形が一つ座っていたのです。

　金の髪はつやつや。身にまとうピンクのドレスはとっても綺麗。青い瞳が宝石のように輝くそのお人形は、昨日きのう、確かに娘と一緒に捨てたはずのお人形でした。

　夫おっとが偶然ぐうぜん拾ってきてしまったのでしょうか──母親は特に深く考えることはなく、昨日と同じく路上に捨てに行きました。

　不思議ふしぎなことに。

　朝食の最中に夫に人形のことを尋ねてみましたが、夫は「人形なんて拾ってないけど？」と首をかしげるばかり。娘も当然ながら拾ってはいません。

　では一体誰がダイニングに置いたのでしょうか？

「まるで人形が自分の力で歩いてきたみたいだね」

　夫は朝食のパンをかじりながら、冗談じょうだんめかして笑いました。

「……変なこと言わないでよ」

　呑気のんきな夫に母親もつられるように笑いました。居心地の悪い視線をどこからともなく感じながら。

　結局いくら考えても人形がひとりでに戻ってきた原因などは見当もつきませんでした。しかし今度こそ確実に捨てたのですから、もう大丈夫でしょう。

　しかし、その日の夕方。

　仕事から帰ってきた母親は、家の扉とびらを開いた直後に固まることになります。

「……どうして？」

　玄関口げんかんぐち。扉を開いた先。

　そこで例の人形が母親の帰りを待ちわびていたのです。ぺたんと床ゆかに座り込み、人形は作り物の笑顔で彼女を見上げていました。

　鳥肌とりはだが立ちました。恐怖きょうふしました。得体えたいのしれない事態じたいが起きていることを、母親はこのときようやく理解しました。

　そしてその日を境さかいに、人形は、彼女たち家族につきまとうようになりました。

　何度捨てても、人形が帰ってくるのです。

　拾ってきた路上に戻しても、ゴミ箱ばこに捨てても、罪悪感ざいあくかんを覚えながら人に渡しても、お店に売ってみても、どんなことをしても、どんなことがあっても、よほど気に入られてしまったようで、お人形は彼女たち一家のもとへと会いにやってきます。

　何日経たっても、何度捨てても。

　お人形はずっと家族につきまといました。

　そしてとある日の帰り。いつものように玄関先で不気味ぶきみな笑顔とともに帰りを待っていたお人形と顔を合わせたとき、ついに母親の我慢がまんが限界に達しました。

「もういい加減にして！　私たち一家につきまとわないでよ！　一体何が望みなの！」

　あまりの不気味さに、母親はその場にへたり込み、泣き出してしまいました。

「話は聞かせてもらいました」

　ところで話は変わりますが開けっ放しの扉に背中を預けながら涼すずしい顔を浮かべるさすらいの魔女が一人おりました。

　どなたでしょう？

　この家の奥様は顔をあげて尋ねます。

「あ、あなたは……？」

　すると彼女は髪をふぁさー、と靡なびかせつつ語ります。

「私は灰はいの魔女イレイナ。つよくてかしこい魔女さんです。本日は困こまっている人の匂においを感じ取ってやってきました」

「つよくてかしこい魔女さん……？」この人突然とつぜん何を言っているのかしら……？　と首をかしげる奥様。場を和なごませる冗談のつもりだったのですけど真まに受けられてしまいましたね。

「まあそんなことより、そこのあなた、ストーカー被害にお悩みのようですね」

　自らのノリによる失言しつげんをそんなことの一言で流しつつ話を進めるつよくてかしこい魔女こと私。

「そ、そうなんです……！　人形が、人形が……！　何回捨てても戻ってくるんです……！」

　私のスカートを摑つかみすがりつきながら子どものようにやだやだと泣きじゃくる奥様。なにをする。

「こちらの人形は恐らく呪いの人形と呼ばれる代物しろものでしょう。恐らく娘さんが拾ったときに目をつけられてしまったのでしょうね」

「？　どうして私の娘が人形を拾ったことを知っているの……？」

「その場にいましたから」

「……あなたもストーカー？」

「ちがいます」その場に偶然ぐうぜんいただけです。

「……この人形の呪のろいを解いてくれるの？」

「ああ、すみません。言い忘れましたが呪いは専門外せんもんがいです」なので無理でーす、と首を振る私。

「そ、そんな……」がくりと肩かたを落とす奥様。

「気を強く持ってください奥様。こういった呪いの人形の類たぐいは持ち主の心が弱った瞬間しゅんかんを狙ねらうものです。弱みを見せてはいけません」

　本で読んだ知識ではありますが、呪いの人形の目的は往々おうおうにして持ち主の心を弱らせて命を奪うばうことが多いようです。

「でも、でも……。気を強く持って、って言われても、一体どうすれば──」

「お金です」

「え？」

「お金儲もうけをしましょう奥様」

「一体何を言っているの……？」

　戸惑とまどう奥様。私はとてもとてもまじめな顔で語ります。

「このお人形からはビジネスの香りがしてきませんか」

「ちょっと本格的に何を言っているのか分からないわ」

　ならば詳細しょうさいの説明が必要なようですね。私はその場にしゃがみ、他に誰もいないというのに奥様にこっそりと耳打ち。

「このお人形、どこに捨てても勝手に戻ってくるのですよね？」

「ええ……」

「ところで話は変わりますけれど、奥様はよく荷物にもつを発送されるようですね」

　玄関から家の中を窺うかがうと梱包こんぽうされた荷物が幾いくつか見えます。生活用品の個人売買をして多少の収入を得ているようですけど。「あちらの荷物に呪いの人形を同封どうふうしてはいかがでしょう？」

「そんなことをしても人形はどうせ戻ってくるわよ……」

「そうですね。でも人形に広告をつけたりしたらいい宣伝せんでんになると思いません？」

　個人売買をする方の中には感謝の気持ちとしてお気持ち程度のお菓子かしやお手紙を同封する方もおられると聞いたことがあります。大体それと同じような感じにお人形を同封して、荷物を受け取ったら玄関先にでも置いてもらうようにすればいいのです。

　そうすればお人形は勝手に奥様の家まで戻ってきて、その道中に広告をこなすこともできるわけです。

　つまるところ内職のついでに広告収入を得ることができるというわけですね。

「……！」

　新たなビジネスチャンスの到来とうらいに奥様の瞳が光を取り戻します。彼女は「その手があったわ！」と手を叩たたき、人形を手に取ります。

　もはや彼女の手の中にあるのはただの呪いの人形ではありません。ビジネスパートナーです。

「ありがとう魔女様！　私、やってみるわ！」

　こうして奥様は呪われたお人形を使ったまったく新しいビジネスを考案こうあんした女性として一躍いちやく有名人になりました。彼女が持つ呪いの人形に注目し、服に社名を刺繡ししゅうしてほしいとありとあらゆる会社が手を挙あげ、そしてそんな面白おもしろおかしいお人形をひと目見たいとお人形目当てに物を買い付ける人があとを絶たちませんでした。

　今となっては色々な会社のロゴを背負せおったお人形が街を練ねり歩く様子はその国において一つの名物となったといいます。

「いやあよかったですねえ」

　臨時収入を得たことにより調子に乗ってわりと高めの喫茶店きっさてんで優雅ゆうがに朝食をとっていたときのことでした。お人形ビジネスをはじめた彼女の特集記事が新聞の一面を飾かざっていました。

　記事曰いわく。

『どんなときでもビジネスチャンスを匂いを敏感びんかんに感じ取る嗅覚きゅうかくを大事にしたいですね』

　とのことでした。

　ところで彼女が大儲けした裏には、入れ知恵を働いた魔女の姿があったといいます。

　それは一体誰でしょう？

　そう、私です。
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「師匠ししょうってなんで煙草たばこ吸ってるんですか？」

　魔法統括とうかつ協会で雑務ざつむをこなしている最中さなかのこと。

　室内禁煙きんえんであるにも関わらず普通に煙管きせるをくわえて煙けむりをぷかぷかと吐いては自らの寿命じゅみょうを縮めている夜闇よやみの魔女シーラこと師匠に対して、ぼくはふいに気になり、そんな言葉を投げかけていました。師匠は「ん？」と顔を向けると、「吸いたいのか？」と一言。

「どうしてそういう発想になるのか理解に苦しみます……」

「いや物欲しそうな目であたしの煙管見てたから」

「物欲しそうな目って……」凝視ぎょうししてただけなんですけど……。「煙管とか煙草って、吸っても身体に害があるだけじゃないですか。それに服も臭くさくなりますし。何がよくて吸ってるんです？」

「ほうほう気になるか」なにやら意味深長に頷うなずく師匠。師匠はそれから、「そうだな……」と宙ちゅうに漂ただよう煙を眺ながめながらしばし考え、

「たとえばお前に好きな人がいるとする」

　なにやら妙みょうなたとえ話を始めました。「人は恋をすると不思議なもので、その相手のことばかり考えるようになるだろ？　仕事してても、遊んでいても、ふとしたときには頭の片隅かたすみには相手のことが浮かんでいる。忘れようとしてもなかなか忘れられないもので、むしろ忘れようとすればするほど相手に対する思いが強くなる」

「んー……、分からなくはない、かもしれませんね……」

「つまりあたしにとっての煙草がそれだ」

「ほうほう要するに煙草に恋をしていると」

「まあそういうことだな」

「……意外です。師匠、恋愛経験あったんですね」

「おいおいあたしを誰だと思ってるんだよ。あたしはお前の師匠だぞ？」そして師匠は煙管を叩たたいて灰はいを落としたのちに、「恋愛経験なんざあるわけねーだろ」と一言。


「…………」



「今のは全部想像で言ってみただけだよ」ふん、と得意げな師匠。「まあお前が言いたいことも分かるよ。大方、禁煙しろとでも言いたいんだろ？」

「ですです。身体に悪いですよ？」

　頷くぼくでしたが、しかし師匠は、「また恋に例えて悪いが、お前、恋をした人間がもどかしい気持ちを抱いだくことを止めるにはどうすればいいか分かるか？」

「えっと……とりあえず頑張がんばって相手のことを考えるのを我慢がまんする、とかですか？」

「いや違う」首を振る師匠は、それから「ん」とぼくに手を差し伸べます。

　金貨が握られていました。

「……何ですかこれ？」

　すると師匠は一言。

「葉っぱ切らしたから買ってきて」

　なるほど煙草を吸いたい気持ちを抑おさえるためには煙草を吸うしかないと言いたいのでしょう。

　……やめる気ないですねこれ。




「というわけでぼく、師匠に毎日悩まされているんです……師匠のせいで毎日胸が苦しいんです」

「はあ」

　自由の街クノーツでイレイナさんと再会したときのことです。

　ぼくはそれとなく最近の悩みとして師匠のヘビースモーカーぶりと、それによって被こうむっている被害をイレイナさんに愚痴ぐちとしてこぼしました。

　イレイナさんのお師匠たるフランさんは、ぼくの師匠とは古くからの知り合いのようですし、ならばイレイナさんを介かいしてフランさんに伝えてもらい、そしてフランさんから師匠に注意してもらうことでおタバコをやめてもらおうという魂胆こんたんです。

　大人に注意喚起かんきをするときはしかるべき手順を踏ふんで、大人から意見を伝えてもらったほうがいいのです。ぼくから直接言ったところでせいぜい煙たがられるだけで終わってしまうのは目に見えています。煙たいのはぼくのほうなのに！

　なのでイレイナさんに状況を一から十まで説明したのですけど。

「もぐもぐもぐもぐ」

　パンを食べてるイレイナさん。

　両手で丁寧ていねいに包みに指を添えてちまちまと大事そうに食べる様子はまるで小動物。かわいいという概念がいねんがそこにはありました。ぼくは見惚みとれました。

　やがてイレイナさんはぼくのほうに顔を向けて首をかしげます。

「あ、すみません。何の話でしたっけ」

　かわいい。いやしかし、

「話聞いてなかったんですか」

「え？　いや、聞いてましたよ……？」目が泳ぐイレイナさん。かわゆし。

「じゃあぼくが何の話をしてたか、覚えていますか」

「サヤさん。それは私の質問です」きりっ、とキメ顔を浮かべるイレイナさん。かわゆし。

「師匠のせいで毎日胸が苦しいという話をしました」

「ああ、そうですね。そうでしたね。つまりサヤさんがお師匠さんに淡あわい恋心を抱いていると」

「違います」

「いえいえ、照れなくていいんですよサヤさん。お年頃ですものね。そういう悩みもありますよね」

「違います。恋じゃないです」そしてぼくはキリっ、とキメ顔を浮かべつつ言いました。「ぼくが恋心を抱いているのはイレイナさんだけですよ……」

「はいはい」煙たそうに手を振るイレイナさん。かわゆ。

「おやおや？　イレイナさん……ひょっとして、照てれておられるのですか？」

「照れてません」

「なるほど、ぼくたちくらいの仲になれば、多少の告白程度ではいちいち照れるまでもない、ということですか……」

「あなたのその底抜けの前向きぶりはどこから発揮されるんですか……？」

　ため息をつきながらイレイナさん。

　どこからと言われましてもこれが本来のぼくですからね。どこからと言われてもまあ相変わらず自分自身をさらけ出しているだけですとしか言いようがないですね。

「それはさておきイレイナさん。アドバイスをくださいな」

　話は変わりますがイレイナさんが今食べておられるパンはぼくが買ったものです。

　ぼく自身の昼食用に買ったものの硬かたくてまずくてまるで食べる気がしなかったために持て余していたところ、「おや？　いいもん持ってるじゃないですかぁ」と田舎いなかの不良のような絡からまれ方をされたのちに明け渡す流れとなったのです。こんなパンでも美味おいしそうに食べるのですからイレイナさんはやはり無類のパン好きといって差し支えないでしょう。そしてパンを差し上げたのですからアドバイスの一つくらい要求してもいいものでしょう。

「そうですねえ……」何だかんだと言いつつちゃんとしっかりぼくのお話を聞いていたイレイナさんは、しばし指を口に添えて「んー」とかわいらしく考え込み。

　やがて言いました。

「正直に胸が苦しいって言った方がいいんじゃないですかね」


　…………。



　正直に話す。

　それがアドバイスとは……。

「すごく普通ですね……」

「すごく普通のパンだったので……」

　じゃあ今度はもうちょっとまともなパンを献上けんじょうしないとなぁ、と思いながらぼくはそれからイレイナさんとの雑談に花を咲かせたのでした。





○






　察さっしのよい女とは一体誰でしょう？

　そう、私です。

　パンを食べながらサヤさんの相談に耳をかたむけていた私でしたが、もちろん彼女の真意には気づいておりました。私にわざわざシーラさんのお煙草に対する悩みを吐露とろしたのはその先を見据みすえてのことでしょう。

　立場的に弟子でしであるサヤさんから直接、師匠であるシーラさんに対して注意というのはなかなか難しいものがあるでしょう。

　というわけで察しのよい女こと私は早速さっそくとばかりにとある人物に逢あいに行きました。

　いただいたパンのぶんくらいは仕事をしなければなりませんからね。

「こんにちは師匠」

　ばたーん！　と宿屋のドアを開く私。

「あらイレイナ。こんにちは」

　お部屋でくつろいでいたフラン先生は唐突とうとつな私の来訪らいほうを笑顔で迎えてくれました。「ノックくらいしてくださいね」笑顔で注意されてしまいました。

　それはさておき。

「聞いてください先生。実は近頃、私のお友達がとある悩みに頭を抱えているんです」

「あらそうなのですか。どんな悩みです？」

　私は言いました。

「お師匠の傍そばにいると胸が苦しくなることが悩みだそうです」

　恐らく私の師匠であるフラン先生ですから、きっと察しの良さを発揮してこれだけの情報でも私が言いたいことをすべて理解してくれることでしょう。

「なるほど……」

　しかしフラン先生は私の想像に反して妙な反応を見せました。「……ちなみにそのお友達というのはイレイナ自身のことですか？」

「は？」

　何言ってんです？

「自分自身をお友達と置き換えて相談して相手の反応を見る。他人に話しづらい内容の相談をする際の常套じょうとう手段しゅだんの一つです」

「そうなんですか。今回は違いますけど」

「しかし、一緒いっしょにいると胸が痛い、ですか……。つまりイレイナは私と一緒にいるのが嫌いやと、そういうお話ですか……先生は辛つらいです……」

「違います」

「あら、違うのですか？　では別の意味で胸が苦しいということになりますが……？」

「いえ、あの、先生。そもそもその相談者は私ではないです……」あまりの察しの悪さと、妙な雰囲気ふんいきになり始めたことを敏感に察知さっちし、私は首を振りながらため息をつきました。「サヤさんがお師匠のシーラさんのことで困こまってるんです」

「あらまあ」

　さすがにここまで説明をすれば私が言いたいことは理解してもらえるでしょう。

　と思ったのですが、直後に私の思惑おもわくを裏切るのが我が師匠というもの。

「それはつまり……、何が言いたいのです？　イレイナ」

　分かりませんか。

　察しのよい女ぶって曖昧あいまいな話をすべきではないですね。

「いまのお話をシーラさんに話してあげて欲しいんです」

「なるほど……、第三者を介して自らの意見を通す。なかなか言いづらい内容を伝える際の常套手段の一つですね」

「そっすね」とりあえずお願いします、と私は雑に頷きました。

「お話をするのは構いませんが……でも、大丈夫だいじょうぶですか？　いまの相談をシーラに伝えて、困りませんか？」

　そもそも困り果てて私に相談したくらいなので困ることはないと思いますけど。

　それに、

「彼女がそれを望んでるんですよ」

　お煙草を近くで吸われると臭いが服につきますし体調にも影響が出ますし、いいことはありませんからね。まさに百害あって一利なし。

「なるほど……そういう事情でしたら、分かりました。協力しましょう」

　責任重大ですね、と師匠はなぜだかやけに重く頷くのでした。
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「シーラ……、あなたもなかなか罪なことをしますね」

「はー？」

　昼食後に宿の一室で煙管をふかしている時のことだった。

　扉とびらを控ひかえめにノックしたのちにゆっくりと開いたフランは、深刻しんこくそうな顔を浮かべつつあたしに語った。

「あなたの弟子のサヤさん、最近様子がおかしいと思いませんか？」

「……？」

　尋たずねられてここ最近のサヤとの会話を思い返してみる。が、そもそもあいつはいつも様子おかしいし、逆に言えば近頃様子がおかしくなかったところはないともいえる。つまり普通だ。

「べつにいつも通りだったけど」

「はあ……そうなのですか」

　あたしの回答が気に食わなかったようで、フランは大げさにため息をつきながら天を仰あおぐ。

「なんだよ」

「シーラ、落ち着いてよく聞いてくださいね？」

「ああ」

「近頃、サヤさんはあなたと一緒にいると胸が苦しいそうです」

「胸が苦しい……？」

　何が言いたいんだ？　とあたしは首をかしげるが、フランはここに至って再び、

「罪なことをしますね、シーラ……」

　などと語るのだった。

「……えー？」胸が苦しいってそういう意味？　物理的に痛いというわけでなく心因しんいん的な要因よういんで痛くなってるってこと？　マジで？

「えらく急だな……」思い返してみてもあたしに対してそういう素振そぶりを見せたことはなかったし、普段からイレイナのことばかり話しているからてっきりイレイナに対してそういう感情を持っているものだとばかり思ってたんだけど。

　唐突な話に戸惑とまどうあたしに、フランは訳知り顔で頷く。

「恋とは急に落ちるものですからね」

「何言ってんのお前」

「親しい友人に恋愛相談をしていたら、うっかり恋愛相談を受けてくれていた友人に惚ほれてしまうというのはよくある話ですし……」

「いやあたしあいつの友人じゃなくて師匠なんだけど……」
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「ぎゃあああああ！　痛い！　胸が痛いです！」

　先日イレイナさんから貰ったアドバイスの通りに正直に話してみる、という作戦の実行した顚末てんまつをお知らせしたいと思います。

　ぼくは師匠が泊まる宿のお部屋に行き、いつも通りに窓の外へと煙を吐いている師匠の姿を確認すると、ベッドにダイブ。

　直後に胸の痛みを訴え叫んでみました。

　お煙草に対する苦情をこれでもかというほど分かりやすく正直に正面からぶつけてみました。

　さて師匠の反応はいかがでしょう？

「あ、お、おう……そうか……胸、痛むか……」


　…………。



　んー？

　何ですこの微妙びみょうな反応は。

「どうしたんですか師匠。何だかちょっと様子がおかしいようですが」

「様子が、おかしい……？　そうか？　そう見えるか……」師匠は煙管を吐きながらシリアスな雰囲気を醸かもしつつ語りました。「いや、別にいつも通りに対応しようとしたつもりなんだがな……悪いな、そういう経験があまりないから慣れてないんだよ……」

「はあ」

　何だかよくわかんないですけどお悩みのようですね。「大丈夫ですか師匠。よければぼくがお話聞きましょうか」

「ええ……いや、いいよ……。お前に話せる内容じゃないし」

「まあまあそう遠慮えんりょせずに」ぐいぐいと距離をつめるぼく。「でも、師匠のお悩みを聞いてあげる代わりに、ぼくの相談も聞いてもらいますからね」

「じゃあますます話したくないんだが」

「何だったらむしろぼくの相談だけ聞いてもらいたいくらいです」

「わがままかよ」

「というわけで一方的に話しますね。ぼく胸が痛いです師匠」

「ほんと一方的だな」

　というわけでアドバイスの通りに正直に話したぼくでした。

　何だかんだと言いつつぼくはイレイナさんがきちんとぼくの意図を汲くんで、師匠に対して遠回しに煙管を控えるように頼んでくれたのだと睨にらんでいました。

　今日お会いした直後からなんとなく吸いづらそうにしているのはその証拠でしょう。

　きっとフランさんから注意があったのです。やっぱりイレイナさんは頼りになりますね！

　とまあ期待に胸膨ふくらませつつ正直に師匠に対して煙草の苦情を話したぼくでした。

　対する師匠の反応はこちら。

「……悪いなサヤ。今あたしは仕事で手一杯でな、恋人を作っている余裕はないんだ」


「？？？？？」



「だから、その……お前の気持ちには応こたえられない」


「？？？？？？？？？？？？」



　そのときのぼくの頭の中はさながら独楽こまのようにくるくるくるくるとすさまじい速さで回転を始めました。一体何がどうなってぼくが師匠に告白したみたいな感じの流れになっているのでしょうか。告白していない相手になぜか振られるという意味不明かつちょっと気まずい空気の中、ぼくは思考を巡めぐらせました。時系列を追って考えましょう。まず昨日きのうぼくがイレイナさんに相談したことが発端ほったんであることは間違いないでしょう。察しのよいイレイナさんですからきっとぼくからの相談をフランさんに伝えてくれたことも間違いありません。ところで伝言というものは人から人へと仲介ちゅうかいすればするほどその中身は少しずつ形を変えていくものではないでしょうか。さては伝達ミスがありましたね？　そうに違いないですね！　まったく困っちゃいますね！　結論に辿たどり着いたぼくは単刀たんとう直入ちょくにゅうかつ簡潔かんけつ明瞭めいりょうに師匠に間違いを指摘しました。

「師匠ぼくはその煙草のせいで胸が痛いと言っているんです」

　直後、師匠の深刻な表情に光が戻ります。

「は？　ああ、何？　これのこと？」煙管をかん、と叩いて灰を捨てて、師匠は安堵あんどの白い息を漏もらします。「フランめ……心臓に悪い伝え方しやがって」

　やっぱり話の伝達に齟齬そごがあったみたいですね。胸を押さえる師匠の姿がそこにはありました。

　ところで、

「お煙草も心臓に悪いですよ」

「はいはい」

　煙たそうに手を振る師匠。

　いつもの調子を取り戻した師匠は、それから煙管に新しい葉っぱを詰めながら、「ところでお前さ、心臓に悪い出来事に遭遇そうぐうしたときはどうするべきだと思う？」と尋ねます。

　ぼくは逡巡しゅんじゅんののちに、

「えっと……とりあえず深呼吸する、とかですか？」

「いや違う」首を振る師匠は、それから「ん」とぼくに手を差し伸べます。

　金貨が握られていました。

「……何かこのやり取り昨日もやった気がするんですけど」

　じとりと見つめるぼく。

　すると師匠は一言。

「葉っぱ切らしたから買ってきて」

　要するに心臓に悪い出来事に遭遇したらとりあえず心を落ち着かせるために煙草を吸うべきだ、と言いたいようです。

　なるほどなるほど。

　……やっぱやめる気ないですねこれ。
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　私は私を産んだ両親の名前を知らない。

　最も古い記憶を頭の中で辿たどると、行き着く先は、磯いその香りが鼻をつく海辺の廃墟はいきょ。折れた木材、砂まみれのベッド、地面に張り付いている服の数々、骨組みだけ残された民家、砂に埋まる人形。視界の中にあるものすべてが砂にまみれて汚よごれていた。パズルのようにばらばら粉々こなごなに裂さいてそこら中に撒まいたようにちぐはぐな景色の中で、私が倒れている。

　聞けばこれは人々の営みがすべて水に流され、崩くずれ去ってしまった景色なのだという。

　そして、今はもう存在しない私の生まれ故郷こきょうの姿であり、私はその中でかろうじて見つかった唯一ゆいいつの生き残りであると、孤児院こじいんの先生は悲しそうに目を伏ふせながら教えてくれた。どうして悲しそうな顔をするのと尋たずねると、先生はより一層悲しそうな顔をしながら私を抱きしめた。きっと聞いてはならないことを聞いてしまったのだろうと私は思い、二度と同じ質問はしなかった。

　孤児院での日々は当時の私にとって退屈たいくつ以外の何物でもなかった。

　決まった時間に起きて、ごはんを食べて、遊んで、お昼になったらまたご飯を食べて、少しお昼寝をしてから遊んで、おまけ程度に読み書きや外の世界のことを勉強して、夜になったらご飯を食べてお風呂ふろに入ってみんなで仲良く就寝しゅうしん。

　翌日も翌々日も同じことの繰り返し。

　孤児院に来てから何年の歳月を経へたかは覚えてはいない。

　気づけば私は八歳になっていた。

　小さな箱庭はこにわに閉じ込められた退屈な日々の中、教卓きょうたくに立った孤児院の先生は世界がいかに広く美しいものであるのかを日々語っていた。

「──私たち人間の中には魔力と呼ばれる少し面白おもしろい力を自由に扱あつかうことができる、魔法使いという人がいます。魔法が使えるとこんな風に面白いことを手の中で起こすことができるんですよ」

　杖つえを振る先生がそれから私たちに見せたのは眩まばゆくきらめく星の粒たち。きらきらと私たちの周りにまとい、消えていった光の粒は、魔法使いたちが扱うことのできる魔力と呼ばれる力なのだと先生は語った。

　室内に広がった綺麗きれいな光景こうけいに子どもたちが喜び拍手はくしゅに沸わいた。

　私は拍手するのが正常な反応なのだと思い、遅れて静かに手を叩たたいた。

　先生はやがて私たちの中にも魔法使いがいるかもしれないと杖を一人ひとりに渡してみせた。杖に力を込めて青白い光が出た人は魔法使いですよ、と先生は語った。

　青白い光が出たのは私だけだった。驚おどろきと戸惑とまどいが半々のまばらな拍手が私には注がれた。

　孤児院の先生は将来役に立つかもしれないから、と私に最低限の魔法の扱い方を教えてくれた。魔力の使い方。ほうきでの飛び方。

「いつ役に立ちますか？」

　私は尋ねた。

　先生はにこりと笑って答えた。

「ここから出たときに、きっと役に立つわよ」

　ここから出たとき。

　それがいつのことかは分からなかったけれども、当時の私には途方とほうもなく遠い未来の話のように思えてならなかった。

　時々、孤児院に見知らぬ大人が訪れることがあった。大人が来たら挨拶あいさつをしなさいと先生に言いつけられていたため私は誰かが訪れる度に行儀ぎょうぎよくお辞儀じぎをした。

　大人たちはそんな私を見ると「挨拶ができて偉えらいね」と喜んだ。挨拶はできると褒ほめてもらえるらしい。大人たちが訪れた後は決まって子どもが誰か一人いなくなった。

　べつに私には仲がよい子がいたわけではないし、誰か一人いなくなったところで喪失そうしつ感かんを覚えることはなかったけれども、突然人がいなくなれば疑問くらいは持つものだ。

　あの子はどこに行ったの？　と私はいつか尋ねたことがあった。

　すると何かうしろめたいことでもあるように先生は私から目を逸そらしながら、答えた。

「大人の人にね、外の世界に連れて行ってもらっているのよ」

「外の世界？」

「そう」先生は眉まゆを下げてから私の頭を撫なでた。「心配しなくても、あなたもきっと連れていってもらえるわよ。あなたはいい子なんだから」

「いい子だと外の世界に行けるのですか？」

　私は孤児院の扉とびらを見つめた。

　いつも大人たちが開いて入ってくる大きな扉。丸く切り抜かれた窓からは、外の眩まぶしい陽射しが差していた。

　今日は誰も来ないらしい。

「ええ。……いい子にして待っていれば、誰かが見つけてくれるわ」

　先生は私の頭を撫でる。

　私は私を産んだ両親の名前を知らない。

　自分の故郷がどこにあるのかも知らない。扉の外の世界のことも、何もかも。私は何も知らない。

　私はいい子が何なのかも分からない。

　私には何もない。

　私にあるものは息苦しさだけだった。

　そんなことを考えてしまう私はきっと普通の子ではないのだろう。

　狭せまい世界に閉じ込められて、何も知らないまま生きてきた。流れる水に流され沈められるような息苦しさだけが私にはあった。

　時間が経たてば経つほど、扉の外に見える光が遠くなるような気がした。

「……つまらない」

　退屈で苦しい毎日は、私の心を蝕むしばんだ。

「つまらない、つまらない、つまらない……」

　いい子にして待っていればいつか大人が私を連れていってくれる。先生が語った言葉が私を孤児院に縛り付けた。

「毎日ずっとつまらない──」

　私はきっと本来は悪い子なのだろうと思う。

「もう、いいや──」

　十歳の頃の話。

　私は孤児院を一人で抜け出した。




　何かが嫌で孤児院から飛び出したわけではない。生活は不自由していなかったし、何も考えずとも孤児院の中ならば生きていくことはできたから。

　ただ私が満たされなかったというだけの話だ。

　一人で勝手に孤児院から出てはいけません、なんて小さい頃からよく言われたものだったけれども、一人で歩く外の世界は自由で、広くて、気持ちがよかった。

「出国ですか？」

　孤児院を出た直後に私は国の門へと向かった。

　国の中にいたらきっと孤児院の先生に連れ戻されてしまう気がしたから。

「出国です」

　私が頷うなずくと、門の前を塞ふさいでいた兵士さんは顎あごに手を添そえ渋しぶい顔を浮かべた。

　孤児院によく来る大人たちが遠くのほうで先生と話しながら私に向けていた顔とそっくりの表情だった。

　大人たちが私に対してどんな会話をしていたのかは知らないけれど。

　それがいい感情による顔でないことくらいは当時の私でも理解できた。

　そしてその感情を私に悟さとられないように、私と目を合わせたとたんに大人たちはいつだって私の前では作り物の笑顔を浮かべていた。

「お嬢じょうちゃん、パパやママは近くにいるかな？」

　門兵さんは姿勢を落として、私に尋ねる。

　私が首を振ると、

「む、そうか……」と先ほどよりも大げさに渋い顔を作ってみせた。「残念だけとお嬢ちゃん。お嬢ちゃんの年齢ではパパかママの同意がないとここからは出られないんだよ。いったん家に戻って、お話をしてからまた戻ってきなさい」


「…………」



　私は沈黙ちんもくを返した。

「わかったかな？」


「…………」



　私はほうきを取り出し、ふわりと浮かせて、その上にぺたんと座り込む。姿勢が安定したら、深呼吸をしてから、地面を軽く蹴ける。ふわりと身体が大地から離れた。

「……ん？　お嬢ちゃん？　何やってるんだい？　おじさんの話聞いてた？」


「…………」



　ほうきに魔力を込める。

「……お嬢ちゃん？」

「出国します」

　直後。

　私は問答無用でほうきで飛んでいった。

「あ、おい！　ちょっと待て！　こら！　駄目だめだって！　こらあああああああああああ！」

　声が背中の向こうから響く。

　振り返ってみれば門兵のおじさんが走って私を追いかけているのが見えた。

　声が遠く離れ、聞こえなくなるまで、私はほうきを飛ばし続けた。

　深く深く息を吸い込んで、私はほうきを飛ばし続けた。

　自由に満ちた世界の中で。
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　ただ狭い世界にいたくないというわがままな好奇心こうきしんで始まった私の旅路。

　最初に訪れたのは小さな小さな集落だった。

「あらあら。可愛かわいい旅人さんだこと」

　森の中で慎つつましく暮くらしていた集落しゅうらくの人々は、珍めずらしい来訪者の私を手厚てあつく歓迎してくれた。まだ十歳の子どもが一人で旅をするなんて、普通じゃない。事情があるに決まっている。

　けれども彼らは何も言わず、私を受け入れてくれた。

　集落には宿泊施設なんてないからと村のおばあさんが私を泊めてくれた。着替え荷物もまともに持っていないことは見るからに明らかで、おばあさんは「いまの若い子にはちょっと古いかもしれないけれど」と替かえの服を幾いくらかと、バッグを渡してくれた。

「……貰もらっていいのですか？」

　返せるものなんて何一つ持っていない。

「いいのよ。どうせ私たちのような老いぼれには必要ないものだから」

　私服と一緒いっしょに魔法使いらしい装よそおいとしてローブも渡された。華美かびな白いローブだった。袖そでを通すと、木の匂におい。ずっと長い間衣装入れの中で眠っていたらしい。サイズは合わずぶかぶかだったから、おばあさんが私にぴったり合うように調整してくれた。

　着替えた私を懐かしそうに見つめながら、おばあさんは集落に住んでいる人たちの話をしてくれた。

　森の中の集落で住む彼らは、さまざまな理由により人との暮らしに息苦しさを感じ、故郷を去った人々なのだそうだ。

　同じ理由で外の世界を放浪ほうろうしていた人々が自然と集まり、身を寄せ合ったのがこの集落だという。

「だからあなたが一人でここを訪れても、誰も何も聞かないのよ」

　おばあさんは私のために夕食を用意してくれた。

　森で暮らす彼らのご馳走ちそうはきのこだという。きのこを扱ったパスタに、きのこのスープ。質素しっそな食事だったけれど、自給自足の彼らにとってはそれがご馳走だった。

　おばあさんは夕食のあとで、私さえよければ集落で暮らしてもいいと言ってくれた。

　ほかの仲間たちもそれを望んでいる、とも。

　優しい人たちだった。

「ありがとうございます。でも、私はここに留まることはできません」

　翌日になってすぐに集落を出た。

　彼らは餞別せんべつとして幾らかの食べ物とお金を私にくれた。

　どこまでも優しい人たちだった。

　けれど私はきっと普通じゃない。

　普通じゃないことを指摘しない優しい集落の人々の好意に甘え続けるわけにはいかなかった。だから、集落の人々に深くお辞儀をしてから、私は再びほうきを飛ばした。

　決してきのこが気に食わなかったわけではない。
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　集落を出てから二日ほどほうきを飛ばすと、平原の真ん中でキャラバン隊と巡めぐり会った。

　二台の馬車のすぐ傍そばで、三人の子どもと若い男女が談笑だんしょうしていた。のどかな光景に見惚みとれていると、彼らの視線がやがて私を捉とらえた。

「おおい！　旅の魔女さん！　どこに向かっているんだい？」

　どこに向かっているのでしょう？

　私自身、その質問への答えを持っておらず、ほうきは自然と彼らのもとで止まった。そもそもこの辺りに、私がほうきを進めた先に国があるのかどうかも私には分からなかったから。

　だから私は開口一番に「この辺りに国はありますか？」と尋ねた。

「この辺りに国……？　いいや、すぐ近くにはないけれど──」キャラバン隊のリーダーらしき男は私の言葉に戸惑とまどいつつ答えた。「ひょっとして自分がどこに向かっているのかも分からずほうきを飛ばしてたのかい……？」

「はい」

「君、ずいぶんと変わっているね……」

　理解しています。

「おねーさん、迷子まいご？」

　リーダーらしき男の後ろから小さな子どもが尋ねる。五歳くらいの男の子だった。

　迷子かどうかも分からなかった。

　そもそも迷子とは何でしょう？

　私にはその定義がまず分からなかった。

「……よかったら、君の話でも聞かせてくれないかい」

　キャラバン隊のリーダーらしき男性は、答えに詰まった私に優しく微笑ほほえみかけてくれた。

　彼らもまた、優しい人たちだった。




　聞けば彼らは家族経営のキャラバン隊らしい。広大な世界を家族で旅しながら、商いをして回っているのだと話してくれた。

　リーダーの男性は一家の長おさであり隊長。副隊長は彼の妻つま。三人の子どもたちは主に売り子をやっているらしい。

「子どもたちには小さい頃から世界の広さを知ってもらいたくてね──だから僕は家族でこの仕事をすることにしたんだ」

　私の事情をある程度聞いて軽く同情したあとでリーダーの彼はキャラバン隊を作り出したいきさつについて意気いき揚々ようようと語っていた。

　隣となりで座る妻は「この子たちは幸せだわ」と子どもたちの頭を撫でた。

　長男が七歳。長女が五歳。次男が三歳。

「幼い頃に得た特別な経験は絶対に将来のための財産ざいさんになるんだ」

　まるで夢を見る無邪気むじゃきな子どものように、彼はキャラバン隊を作り出した経緯けいいを語ってくれた。その輝かしい瞳ひとみを見て、私は孤児院にいた頃に一緒だった子どもたちのことを思い出していた。

　彼ら曰いわく、一番近くの国に着くまでほうきで飛び続けても恐らく三日はかかる見込みらしかった。

　親切な彼らは、しばらくキャラバン隊と行動を共にしてもいい、と語ってくれた。

　私はその好意に甘えることにした。

　彼らとの旅は一週間ほど続いた。

　のどかな日々だった。毎日のように子どもたちと笑いながら、時に一緒に勉強をしながら過ごした。副隊長は多少魔法が使えるらしく、最低限の魔法すら満足に扱えない私に、基礎きそから魔法を教えてくれた。

　人の親切に甘えてばかりの日々だった。

「私に何かできることはありませんか」

　と隊長に尋ねると、彼は笑いながら、

「子どもたちと遊んでくれるだけで僕たちは助かっているよ」と笑ってくれた。「少し年上のお姉さんと一週間遊んだ経験というのも財産の一つになるだろうからね」

　彼は語ってくれた。

「色々なことをやって、色々なものに触れて、色々な人に会って話して仲良くなる。たくさんのことを経験すれば、それが人生の礎いしずえになるんだよ」

　一週間が過ぎた頃に、私たちは国に着いた。

　彼らとはそこで別れた。

「僕たちはもう少し先の国で商売をする予定だからね──ここには寄り道で来たんだ」

　そう言って、隊長は門兵に対して私の身分の証明と、入国のための費用を肩代わりしてくれた。

　餞別として手渡されたのは幾らかのお金だった。

　お金を貰うようなことなんてしていないのに──と私が首を振ると、彼は笑って子どもの頭を撫でた。

　優しい人に恵まれてばかりの私の旅路だった。

　国を離れ、小さくなってゆくキャラバン隊は私に手を振り続けた。

　たくさんのことを、この国で経験しようと誓いながら。
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　それから一週間後のことである。

「……なんで？」

　無一文むいちもんになった。

　路上でぐるぐると私のお腹なかが鳴り響く。あまりの出来事に頭がどうにかなりそうだった。路地裏ろじうらから通りに目を向けると、国の兵士たちや怪あやしい男たちが私を捜さがして右往左往うおうさおう。すれ違う人に灰色はいいろの髪の子どもを見なかったかと尋ねて回っていた。

「どうしてこんなことに……」

　入国した直後は何も問題なかった。

　貰ったお金だけできっと一週間程度しか生き抜くことはできない。住む場所、食べ物、着る物。生きていくためにはたくさんのお金が必要だ。

　まずは働かなければならない。

　喫茶店きっさてん、レストラン、宿屋、服屋、本屋……、通りにはたくさんのお店が並んでいた。どんな所で働けばいい経験ができるだろうか。十歳の魔法使いを雇ってくれるだろうか。

　私は吟味ぎんみしながら通りを歩いた。

「君、君、そこの君」

　声を掛けられたのはその時だった。顔を向けると露店ろてんのすぐ傍にある小道から男性がこちらに手招きをしているのが見えた。

「君、ひょっとしてお仕事を探していないかい？　いい仕事あるよ！」

　まあ！　私の心が読めるの？　なんて私はそのときはたいそう驚おどろいたもので、男性のいる薄暗うすぐらい小道までふらふらと吸い込まれるように足を向けた。

「いいお仕事って何ですか？」

　早速さっそく貴重きちょうな経験ができる、と私はにわかに興奮こうふんしていた。

「街の人たちにこれを配り歩いてもらいたいんだ」

　男性が手渡したのは小さな籠かご。中には飴玉あめだまがたくさん詰め込まれていた。

　曰く、男性は街角まちかどにお菓子かしのお店を作ったらしく、一週間後に開店するらしい。その宣伝用として飴玉を配り歩いて欲しいのだという。

　仕事を求め歩いていた私に、宣伝係を求めていた男性。利害は一致いっちしていた。私は二つ返事で飴玉を詰め込まれた籠を持って通りを歩いた。

　それから数日もの間、私は飴玉を道ゆく人々に渡して歩いた。

「お菓子のお店、開店です！　ぜひ来てください！」

　毎日声を張って張り切って仕事した。

　男性は心優しく、毎日私のために食事を用意してくれた。宿に泊まるだけで毎日少ないお金を消耗し続ける私にとって食費の心配がなくなることは何よりありがたかった。

　一週間後の開店日が近づくにつれて男性は私に夢を語ってくれた。自分自身が店を開くまでにいかに苦労をしたのか、お菓子のお店を開くことができるのがどれだけ嬉うれしいかを、語った。

　しかし一週間後のこと。

　念願かなって開店したお店の扉を一番最初に開いたのは、柄がらの悪い怪しい男たちだった。

「おいテメエ！　俺たちに借りた金を忘れたわけじゃねえよなあ？　こんな店のうのうと開く前にまず返すもんがあるんじゃねえのか？」

　柄の悪い男たちは男性に詰め寄った。

　店主の男性は柄の悪い男たちに金を借りていたらしかった。

「す、すみません……！　すみません！　今はお金がないんです──でも、お店が繁盛はんじょうしたら必ず返しますから！　もう少し──」

「待つわけねえだろ！　今すぐ払え！」

　柄の悪い男の一人が店主の男性の胸倉むなぐらをつかむ。払はらえないのであればお前の臓器ぞうきを売りさばいてやる、とも息巻いた。

　私がそのときに思い出したのは、男性が語っていた苦労話。

　きっと彼の手持ちがないのは、私に対して給料を毎日払い、食事を用意してくれていたからだろうと思った。胸が痛んだ。気が付けば、私は柄の悪い男たちの前に立っていた。

「ま、待ってください！　お金なら、お金なら私が払います！」

　そうして私はありったけのお金を柄の悪い男に手渡した。

　無一文になった。

　でも大丈夫。この国に入る前だって、旅を始めた直後だって、私は無一文だったのだから。これもきっと何かの経験──。

「おいおい舐めてんのかよ嬢ちゃん。こんなはした金じゃあ全然足りねえよ」


　…………。



　え？　足りない？

　柄の悪い男は私の全財産をポケットに雑ざつに詰め込んだあとに、値ぶみするように私を眺ながめた。

「嬢ちゃん、よく見たら結構いい顔してんじゃねえか。売ればいい値がつきそうだ」


　…………。



　嫌な予感がした。

「借金返せねえ代わりにこいつを貰っていくっていうのも、アリかもしれねえなあ」

　とても嫌な予感がした。

　不穏ふおんな空気の中、私は店主に助けを求めて視線を投げかける。


「…………」



　店主は即座そくざに私から目を逸らした。

　そして一言。

「すみません。じゃあその子売ってください」

　こいつはクズだと私はその時確信した。

　そう思ってからは早かった。私はすぐさまほうきを出して、店から逃げた。故郷から出て行ったときと同じように、全力で逃げた。

「あ、待てこら！　おいお前ら！　追え追え！　絶対逃がすな！」

　大通りをほうきで飛べば目立ってしまう。私は人込みに紛まぎれた直後にほうきを仕舞しまって走り出した。

　しばらく走って逃げていると、国の兵士が通行人に話しかけているのが見えた。

　そうだ、兵士に助けを求めよう。

「兵士さん！　助けてください！　怖い人たちに追われているんです！」

　私は兵士にすがりついた。

「む？　そうか……」兵士は話の最中に唐突とうとつに現れた私に少し驚き眉を上げてから、私の肩かたに手を置いた。「それは本当の話かい？　その怖い人たちというのはどこにいるのかな？」

「えっと……」

　辺りを振り返る。

　必死で逃げた甲斐かいあってか、柄の悪い男たちはどこにも見えなかった。

　今の状況を一体どのように説明すればいいだろう。幼おさない頭で私はそのとき考えた。

「しかし丁度ちょうどよかったよ。私も実は君を捜していてね、君、一週間前から飴玉を配り歩いて回っていた女の子だろう」

「？　え、あ、はい……そうですけれども」

「君が配り歩いていた飴玉の成分はご存じかな」

「……はい？」

「成分を調べたところ、君が配り歩いてたものは中毒性ちゅうどくせいのある違法いほうスレスレの飴玉だったそうなのだけれど、一体どういうことかね。あれはどこで手に入れたのかな。色々とお話を──」

　なるほどこれは駄目だ。

　私は走って逃げた。

「あ、こら！　待てえええええええ！」

　そうして私は無一文になったうえに兵士と柄の悪い男たちの両方から追われる身となった。

　運が悪いのか、それともこの国に来るまでがあまりにも運がよすぎたのか、あっという間にすべてを失った私は、路地裏をこそこそと逃げ回って過ごした。

　彼らが私を忘れてくれるまでずっとゴミの傍そばに身を寄せて生きようかと考えたほどだった。

　しかし魔法が使えるといえど十歳の少女の思考回路などあっさり見抜かれた。

　柄の悪い男たちと兵士たちはまるで示し合わせたかのように裏路地まで調べる手を回し、そして、あっという間に私は彼らによって捕まった。

　不幸中の幸いだったのは、柄の悪い男たちも兵士たちも、決して共謀きょうぼうして私を追っていたわけではなかったという点だ。

「おい兵士様が何の用だよ？　この小娘は俺たちの大事な商品なんだよ。手を出すんじゃねえ！」

　柄の悪い男たちの中では既すでに私は商品になっているらしかった。

「君たちこそ何だね。我々は彼女に色々と事情を聞きたいだけだ。彼女が作った怪しい飴玉に対する被害届ひがいとどけが複数届けられているからな。責任をとってもらわねばならん！」

　兵士の中では私は既に飴玉を作った悪人ということになっているらしかった。

　ああこれはひどい。

「あの、あの、私、違うんです──」

　一体何から説明すればいいのだろうか。

　私は大人たちに囲まれながらただただおろおろと怯おびえるばかりだった。魔法使いといえど十歳といえばこの程度。いざとなったら何もできることはなく、ただその場で涙を浮かべることくらいしか私にはできなかった。

　しかし大通りで大の大人たちが一人の女の子を取り囲んで怒鳴どなりあうような、普通とは逸脱いつだつした光景が繰り広げられれば、観衆からの注目を浴びるのは自然なことといえる。

　彼らを諫いさめようとする者が現れるのもまた自然なこと。

「これは一体何事ですか？」

　私を取り合う兵士たちと柄の悪い男たちの間に割って入ったのは、透すき通るように真っ白の髪かみをした女性だった。

　髪と同じくローブも白く、胸元には星をかたどったブローチがある。

　年の頃は三十代後半程度に見えた。

「いい大人たちが昼間から小さな女の子をとりあって喧嘩けんかですか？」

　穏おだやかな口調ながら魔法使いの言葉には有無うむを言わせない気迫きはくがあった。兵士たちは一歩下がって背筋せすじを伸ばし、柄の悪い男たちはすごすごと引き下がっていった。

　兵士の一人は唐突に現れたその魔法使いに対して口を開いた。事情を説明しようとしたのだろう。

　けれど兵士が声を発するよりも早く、魔法使いは首を振りながら答える。

「事情がどうであれ、やり方を誤あやまってはいませんか。この子が怯えているではありませんか」

　あなたたちはもう下がりなさい──と魔法使いは、兵士たちに言い渡し。

　この子は私が預かります──と柄の悪い男たちを追い払った。

　そうして物騒ぶっそうなものを私の周りからすべて追い払ったのちに、魔法使いは私を見下ろした。

「何があったのかは存じ上げませんが、複雑な事情がありそうですね」

　来なさい、と彼女は私の手をとった。

　有無を言わせず私をその場から連れ去った彼女は、自らを白の魔女と名乗った。





○






　白の魔女はこの国でで暮らしている魔女なのだという。

　魔女という存在を見るのは初めてのことだった。魔法使いの実力を認められ、星をかたどったブローチを師匠ししょうから手渡された人間のことをそう呼ぶらしい。

　彼女は自らの屋敷やしきに私を招まねくと、

「魔法を使ってみせていただけますか」

　私に杖を手渡しながら尋ねた。屋敷の応接間おうせつまにはほとんど物が置いておらず、テーブルとソファと本棚ほんだなが申し分程度に置かれているだけだったが、私のような物知らずから見てもそれらの調度品は質がよく、彼女が裕福ゆうふくな暮らしをしていることだけは明白めいはくに思えた。

　だから私は誤って物に触れないように慎重しんちょうに杖から魔力を漏らした。

　光が杖の先から漏れる。

「なるほど」

　結構です、と首を振ると、彼女はそれから「では、あなたのお話を聞かせて貰えますか」と尋ねた。

　私の話。

「……どこからお話をすればいいのですか」

　恐らくは兵士たちと柄の悪い男たちから追われるようになった経緯を知りたいのだろうけれど。一体どこから説明すればいいのだろうか。

　迷まよう私に彼女は柔やわらかく笑う。

「どこからでも構いませんよ」

　時間が許す限り、あなたの気が済むまで、好きに話してご覧らんなさい──白の魔女はそう言って、長話になりそうだからと何枚かのお皿に盛られたクッキーとマカロン、それから紅茶こうちゃを持ち寄った。

　私は話した。

　ここに来るまでの話をすべて。

　一番古い記憶は海辺の廃墟で倒れていたときのこと。気が付けば孤児院の中で暮らしていたこと。孤児院の暮らしは息がつまりそうで、退屈で、辛つらくて、きっと私は普通ではないのだと思い、飛び出してきてしまったこと。初めて出た旅先で親切な集落に訪れたこと。それから平原を飛んで数日後、キャラバン隊と出会ってここまで連れてきてもらったこと。

「ここに来るまでたくさんの人が私を助けてくれました」旅路の中で集落のおばあさんたちも、キャラバン隊の彼らも私に優しくしてくれたから。「困こまっている人には親切にするのが普通だと思ったんです」

　いいことをして生きていくのが普通の人間なのだと、私は旅路を辿る中で思っていた。私に優しくしてくれた彼らのように、私も人に対して優しくなりたいと思っていた。

　白の魔女は私に尋ねた。

「あなたは普通になりたいから旅をしているのですか？」


「…………」答えることができなかった。「普通とは何なのかが、私はまだよく分かりません」



　世の中は分からないことで溢あふれている。

　私に優しくしてくれた彼らのように人に対して親切に生きれば、それが普通の生き方になると思っていたのに。

　しかし結果として、この国に入国して一週間後に、私は男たちにより騙だまされ全財産をあっさり失った。

「目の前で知り合いが困っているとき、手を差し伸べるのが、親切にするのが、普通なのではないのですか」

　私は白の魔女に尋ねていた。

　彼女は首を振る。

「普通かどうかは分かりませんが、話を聞く限り、今回は愚おろかな対応であったことは間違いありませんね」彼女は柔らかい口調で、諭さとすように語る。「その知り合いがどのような経緯を辿って困ったのかに目を向けず、ただ親切にしたいからという動機だけで手を差し伸べてはなりません。助けた後に何があるのかをあなたは考えるべきだったのです」

　親切とは他者を想って行うことであり、自身の快楽かいらくのために行うものであってはならないのです。

　彼女は私にそう語っていた。

　それが普通というものなのだろうか。

　私は真剣しんけんに語る彼女に耳をかたむけながらそんなことを思ったが、白の魔女は私が考えていることなどすべて見通していたのだろう。

　彼女は再び口を開く。

「あなたの言う普通というものは、常識じょうしきと言い換かええることができます。そして常識というものには明確な形がなく、人が各々おのおの異ことなる形で持っているものです」

　例えるならばお皿でしょうか、と彼女はクッキーを手に取りながら語る。

　テーブルに置かれた何枚かのお皿は同じ形に見えてほんの少しずつ模様もようや形が異なっている。常識とはこのように同じに見えて人によって少しずつ異なっているのだと彼女は言う。

「たとえば綺麗なお皿に盛られたクッキーやマカロンは美味おいしそうに見えるでしょう。けれどこのお皿が汚きたなく歪いびつなものだったら同様に美味しそうに見えるでしょうか？」

　想像した。直後に私は首を振る。

「……見えません」

「そうですね」

　首肯しゅこうする白の魔女。

　人の知識や経験は常識の上に載のせられるものであり、常識が異なれば知識や経験の見え方も変わってくるのだと、彼女は杖を振って皿からすべてのクッキーを持ちあげながら語った。

「そしてどのような形のお皿が綺麗で、どのような形のお皿が汚く歪なのかも、残念ながら正解がありません」


「…………」



　私は視線を落とす。

　少なくともテーブルに取り残された皿は誰の目から見ても綺麗なものに見えた。

「私がこの国に訪れるまでに出会った人々はいい人たちでした」

　小さな集落で暮らしていたおばあさんたちも、家族経営のキャラバン隊の彼らも、見ず知らずの私に優しく接してくれた。きっとこんな人たちのようになれば、普通の人になれるのだろうとも思った。

「そうでしょうか。私にはそうは思えません」

　白の魔女はあっさりと首を振った。「例えばあなたが今着ているそのローブを差し上げたご婦人が何者であるのかあなたは本当に知っているのですか？」

「……？」

「かつてこの近辺の国で自らの夫おっとを殺した魔法使いがいました。魔法使いは捕まり、十年もの間牢屋ろうやで過ごし、のちに社会復帰を果たしましたが、夫を殺あやめたという事実が彼女を社会から遠ざけ、居場所を奪うばい、国から逃げるように去っていきました。あなたが着ているのはその魔法使いが事件当時着ていたローブです」

「……え」

「旅の道中では家族経営のキャラバン隊と出会ったようですね。あなたから見て彼らはどのように見えましたか？」

「どのようにって……」戸惑とまどい、言葉に詰まりながら、私は最低限の言葉を絞しぼり出す。「幸せそうに、見えました」

「そうですか。ところで彼らは以前この国に来たことがあるのですけれども、子どもに対する虐待ぎゃくたいをしているとしてこの国の住民たちから強く非難ひなんされていましたよ。まともな教育を受ける機会も与えずに小さい頃から仕事を押し付けられる子どもたちが可哀かわいそうだと」

　そして住民たちからの非難に耐え切れず彼らはこの国から逃げるように去って行ったのだと語った。

「……でも」少なくとも、見ず知らずの私に親切にしてくれた彼らは、とても悪人のようには思えなかった。

　俯うつむく私に彼女は頷く。

「あなたから見えたいい人は、別の角度からはとても悪い人に見えることもある、ということです」

　つまり誰から見ても正しい常識など、普通など、この世にはないのだと、彼女は語った。「お話を聞く限り、あなたには明確な常識というものがまだありません。ただ目の前の常識的に見える人の言動げんどうを模倣もほうして、良識ある人間であるかのようにその場しのぎで振舞ふるまっているにすぎません」

　そして白の魔女は杖をしまう。

　宙にふわふわと浮かんでいたクッキーの数々がテーブルに落ちて、割れた。

「……では、どうすればいいのですか？」

　彼女が言う常識を手に入れるためには、どうすればいいのか。「どうすれば私は普通を手に入れることができますか」

　私には分からない。何もかも分からない。分からないことが分かっただけで、それ以外は何も分からない。

　すがる思いで私が尋ねると、彼女は簡単に首を振って、「さあ？　それは私にもよく分かりません」と答える。

　そして柔らかく、優しく微笑みながら、言葉を紡つむぐ。

「だから私と一緒に勉強してみましょう」
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　白の魔女は恐おそらく相当の変わり者なのだろう。

　皿を例えに出して人によって綺麗な皿の定義は異なると説といていたが、その例に倣ならうならば彼女が持つ皿というのは恐らく多くの人にとって相当に変わった形に見えたことだと思う。

　彼女は血の繫つながりなどまったくない見ず知らずの私を魔法を学ぶ弟子でしとして迎え入れたのだ。広すぎる屋敷に一人で住むのは勿体もったいないからと私に部屋をあてがい、魔法の基礎からすべてを学ばせてくれた。

「今すぐにでも旅に戻りたいでしょうけれども、駄目です。多くの悪い人にとってあなたのように一人で旅をしている若い子は騙しやすい格好かっこうの獲物えものです。このままあなたを野放のばなしにすれば、また同じように騙されてしまうことは明白でしょう」

「ではどうすればいいのですか？」

　私が首をかしげると、彼女はこれまた簡単かんたんそうに語った。

「魔女になりなさい」

　自身が高度な知識と技術を持った魔法使いである証あかしと、それに見合うだけの力を持ちなさい。

　だから魔女になるまでは旅に戻ることは許しません、と、彼女は言った。

　彼女は厳きびしくも優しい魔女だった。

　魔法の扱い方だけでなく、旅をするための心得こころえから、一般的に常識と呼ばれているものを日々私に教えてくれた。

　彼女はどうやら国ではそれなりの地位を持っている魔女らしい。

　日々彼女の屋敷には彼女を頼りに様々な人が門を叩いた。求められた助けに応じるかどうかはお金次第。安い金額ならば受けないし、高すぎる金額でも彼女は受けなかった。

　どうしてですかと尋ねると、彼女は、

「はした金で魔法使いの力を借りようとする人間にろくな人間がいないからです。そして高すぎるお金を出してくる人間は大抵依頼した時点で明かしていない裏事情を持っているからです。そういった人間は信用なりません」

　だから丁度いい金額で依頼をする丁度いい人の依頼しか受けません、と彼女が言った。

「それが先生の普通なのですか」

「そうですね」

　白の魔女は頷く。

　修業の日々が実を結び、私が魔女見習いになったのは、それから五年の歳月を経た頃のことだった。

　十五歳の誕生日に、私は桔梗ききょうのコサージュを胸元に括くくりつけた。

　魔女見習いになった日から本格的に魔法の特訓が始まった。

　旅をして生きたいのならば迫りくる危険を退しりぞけるだけのありとあらゆる魔法を覚えなければなりません──と白の魔女は語り、私に様々な魔法を伝授した。

　十五歳になり魔女見習いになってからは彼女の仕事を手伝ったりもした。

　魔法薬の調合や、害獣がいじゅうの駆除くじょ、物探しや人捜しから、物作りであったり、物壊しであったり。

　彼女は魔法を世のため人のために使った。

　しかし彼女や、助手じょしゅの私にかけられる言葉は感謝ばかりではなかった。誰かにとって振るわれた魔法は他の誰かの妨さまたげになるからだ。

　私は彼女と共に、人々に認められ、時に蔑さげすまれながら、その国で魔法を学んだ。

「どうして私に魔法を教えてくださるのですか」

　白の魔女によって一人前と認められたのは、十八歳になった時のことだった。

「もう魔女になってもいい頃合いでしょう」

　誕生日を迎えた日に私は魔女として認められた。「おめでとうございます。ようやく、旅に出る準備が整いましたね」

　初めて出会ったときのように柔らかく笑う白の魔女。

　助手として働きながら旅の装いとして買い、袖を通した黒のローブ。彼女はその胸元に、星をかたどったブローチを取り付けた。

　ささやかな重みが胸を押した。

「あなたと出会えてよかった」

　普段ならば言わないような言葉が自然とこぼれた。

　新しい門出に高揚こうようしているのかもしれない。

「それはこちらの台詞せりふです」私と同様に、彼女も。「あなたという存在に、私も幾分いくぶんか救われました」

　私は首を振った。

「あなたを救えるほどの魔法使いにはまだなれていません」

　すると私に釣られるように彼女も首を振る。

「いえいえ。出会った頃から救われていますよ。……おかしな人間が自分ひとりだけでないという事実を知ることができましたから」


「…………」



「だからこの数年間は私の中ではそれなりに充実していました」

　私は、そこで思い出した。

　彼女はいつも、助けを求める住民から正当せいとうな対価がなければ決して仕事は引き受けなかった。

　提示された対価が高すぎれば勘繰かんぐり、安すぎれば興味すら示さない。彼女はいつも、自分と物の価値観が少しでも合う人間の依頼しか受けることはなかった。

　彼女は自らに与えられるものと、彼女が与えるものが同等でない限り決して人の望みを聞こうとはしなかった。

　彼女と出会い過ごした日々は私にとっては幸福だった。

　彼女にとっても、そうだったのかもしれない。

「魔女名はどのような名前にしますか？」

　彼女は尋ねる。私は首をかしげた。

「どのような名前がいいのですか？」

　そもそも私が当時よく知っていた魔女は彼女のみで、ほかの魔女とは会ったことがなかった。魔女を示す名がどのようなものが適切なのだろうか。

　私はここに至って再び普通とは何かと彼女に尋ねた。

　彼女は端的たんてきに答える。

「この国では髪の色にちなんだ名前にするのが普通とされていますよ」

「なるほど」

　彼女を見つめる。白く美しい髪だった。だからこそ白の魔女。少し安直あんちょくな気もするけれども、

「では私も同じく髪の色でお願いします」

　とお辞儀をひとつ。

　彼女はではそうしましょう、と頷いた。

　そして私の魔女名が、彼女によって授けられる。

　髪の色にちなんだ、安直な名前。

「灰はいの魔女」
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　私は灰の魔女としてそれから長く長く旅をした。

　時に脇道わきみちに逸れながら、時にいいこととされることをしながら、時に悪いこととされることをしながら、私は世界中をほうきで飛びまわった。

　世界はありとあらゆる普通で溢れかえっていた。

　日々は充実していた。

　旅を初めてから何年か経った頃に、弟子を二人とった。それから先は二人を魔法使いとして育てながらも旅を続けた。

　そして二人がそれぞれ魔女になり、別々の道を歩み、また再び一人になった頃。

「ようこそ我が国へ！　観光ですか？」

　私は片田舎かたいなかのとある国を訪れた。平和で、小さく、これといって観光できるものもない平凡へいぼんな国。

　滅多めったに観光客が訪れないからだろうか、門兵はぎこちない敬礼けいれいを私に向けていた。

　私は首を振った。

「帰郷ききょうです」

「？　帰郷、ですか？」門兵は目を丸くして敬礼を解とく。「失礼ですがお名前は」

「灰の魔女と申します」

「少々お待ちください！　出国の記録を確かめます！」

　帰郷ということは一度出国をしていなければならず、どうやら以前国を出たことを過去の記録から確かめなければならないらしい。

　帰郷なんて初めての経験だから戸惑わせてしまった。

「出国の記録がありませんが──」

　この国を出たときはまだ私は灰の魔女ではなかったから、当然ながらあるはずがない。

　そもそも正式な出国はしていないのだから、なおさら。

「ヴィクトリカという名前で調べてみて」

　私は記録を十数年前まで遡さかのぼるように伝えた。

　もう随分ずいぶんと昔の話。自分は普通じゃないなどと悩みながら孤児院から勝手に抜け出し、あまつさえ門からも強引に抜け出した世間知せけんしらずの魔法使いの名前を語りながら。

　具体的な年数まで指定すれば出国の記録は簡単に見つかった。

　とたんに門兵は顔をしかめた。

「……不法出国とありますが」

「だから罰金ばっきんを払いに戻ってきたのだけれど」私は頷きながら尋ねる。「入国させてもらえるかしら」

「入国して頂けなければ罰金は支払えませんよ」

　門兵は脇わきに寄って私を国の中へと促す。懐なつかしい平和な光景が門の向こうには広がっていた。

「お帰りなさいませ魔女様」

　そして私は敬礼する門兵にお辞儀を返しながら、門をくぐる。

　平和国へいわこくロベッタ。

　旅路の最後に訪れた国は、私が育った故郷だった。
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あとがき









　こんにちは、こんばんは。おはようございます二カ月ぶり！　白石しらいし定規じょうぎです。

　いきなりアニメの感想から入るのですけれども、凄すごかったですね。窪岡くぼおか監督かんとくをはじめとするアニメスタッフの方々が描えがかれる『魔女まじょの旅々たびたび』の世界観は僕ぼくの想像よりも遥はるかに綺麗きれいで鮮あざやかな世界でした。魅力みりょくで溢あふれる世界観に見惚みとれながら、毎週のように「こんな世界を旅したいなあ」と思いながら視聴しちょうしてました。本当にめっちゃ綺麗。あとＯＰで指揮してるイレイナさんすき。ＣｈｏｕＣｈｏさんのＥＤテーマは滅茶苦茶めちゃくちゃ素敵すてきでしたね。作品を彩いろどる音楽の数々も、旅の中で流れるたびに胸むね躍おどりました。

　原作でもあずーる先生が描くイレイナさんは可愛かわいいし、コミカライズでも七緒ななお先生のイレイナさんは可愛いし、イレイナさんは大体いつも可愛いのですが、アニメのほうでも可愛かったですね。個人的には七話のぶどう踏ふみの話で村長と話している最中のイレイナさんが好みです。表情ころころ変わって面白おもしろかったので。それとアニメのほうでは、本渡ほんどさんをはじめとするキャストの方々の演技もいつも楽しく聴かせてもらいました。個人的には嬉うれしいことがありすぎて書ききれないのですが、とにかく忙いそがしく慌あわただしい日々の中でもアニメ関連の仕事だけはいつも楽しみにしていたことをよく覚えております。いい一年だったね……。マジであっという間だったけど。

　話は変わりますが本業の仕事で諸々もろもろの事情から、二〇二一年の一月からは都内とないに住むことになります。いつも『魔女の旅々』の新刊が出る度たびに愛知県あいちけんの店舗てんぽを訪問させてもらっていたのですけれども、これからは少し遠くなってしまいますね。一応今のところ店舗訪問は今までと変わらずやりたいなーと思っている所存しょぞんです。サイン本たくさん書きてえ。僕の中では二〇二〇年は人生のターニングポイントなのだろうな、と思っていた部分がありますので、これを機に生活が一変いっぺんすることは不安もありますが、新しい場所に旅をしにいくみたいで高揚感こうようかんもあります。まあ別に結婚けっこんするわけでも恋人ができたわけでもなく普通に仕事の場所が変わるだけですし、一変するのは所在地と生活から車がなくなることだけなのですけどね。とりあえずペット可の物件を現在探しています。せっかくなので猫ねこか犬いぬを飼かいたい。ハリネズミも飼いたい。ハリネズミめっちゃ可愛いよね……。

　年としの瀬せになりアニメの仕事がある程度落ち着いたこともあり長々と語ってしまいましたが、まあ大体そんな感じに今年は慌ただしくやっていましたが、嬉しいことがたくさんありました。

　来年もそんな風に嬉しいことだらけの日常になってくれたら嬉しいですね。

　それではこれより各話コメントに入ります。

　ネタバレもあるかもなので、まだ本編読んでないよー、という方は回れ右でお願いします！




●一章

　念願ねんがんかなってやっとＳＳ集を出すことができて嬉しいです！　やったね！　そのおかげで十五巻が急に十二月刊行かんこうに変更になるという不思議な出来事もありましたが、書き下ろし分含めてページ数も丁度ちょうどいい感じになってほっとしてます。あらためて今まで出したＳＳのリストをまとめてみると普通にページ数多くてびっくりしました。これだけの分量を書いていたのか……。




●二章

　いつものＳＳを書く感じのノリで書いた書き下ろし短編になります。何度捨すてても戻ってくるお人形などというアイデアは怪談話かいだんばなしでは定番ていばんですよね。定番すぎてもはやコメディ調に描かれることまで含めて定番化しているような気もしないでもないですが。




●三章

　このお話は九巻で出したときのＳＳを中編化したものですね。せっかくのＳＳ集なので、ＳＳの続き的な意味合いの話も書いてみたら面白そうだなあと思いつつ書きました。




●四章

　例の魔女のお話ですね。普通が分からず普通に憧あこがれて旅に出て、故郷こきょうへと帰った魔女はその後、自分にとっての普通を見つけたのでしょう。

　魔女の本名もさらっと書いているのですが、ローマ神話とギリシャ神話で同じ役割を担になう女神がおりまして、ローマ神話のほうの名前をもじったものが例の魔女の本名の元ネタです。ギリシャ神話のほうの名前はペンネームの元ネタです。別に名前はいつ出してもよかったのですけれども、機会がなく、アニメのほうで出番もあることからこの巻で出すことになりました。十五巻ってそもそもほとんどＳＳ集なので、何かしら本編に関わりのあることが一つでもあったほうがいいかなと思いまして。




　というわけで『魔女の旅々』十五巻でした！

『ニケの冒険譚ぼうけんたん』を全五巻にしたのは「五巻まで『魔女の旅々』が続きますように」というゲン担かつぎによるものでもあったのですが、気づいたらその三倍も出てますね。アニメ始まってから絶たえず重版じゅうはんがかかったり、色々な方に「アニメ見たよ！」と言ってもらえて、とても嬉しかったです。『魔女の旅々』のＷＥＢラジオ（『魔女のラジ々ラジ』）にノリで匿名とくめい投稿とうこうした結果、本渡さんに普通にバレるという珍事ちんじもあったりしましたが、そんな出来事も含ふくめて楽しい日々でした。

　なんだか作品自体がこのまま終わるんじゃないかみたいなノリのあとがきになっていますが、『魔女の旅々』シリーズは今後も続いていくことかと思いますので、変わらず応援いただければ嬉しいです。

　来年もシリーズは続いていくことでしょうし、それと個人的にはドラマＣＤのようなコメディ全振りの話は書いていて楽しい部分が多いので、今後も頻繁ひんぱんにドラマＣＤがあったら嬉しいなあと思います。

　それではそろそろページも尽つきそうなのでこの辺りで締しめたいと思います。スペースの都合つごうで謝辞しゃじをまとめて書きますが、アニメ原作コミカライズ問わず、『魔女の旅々』という作品に携たずさわってくださった皆みなさま、本当にありがとうございます。今後もお付き合いできれば、とても嬉しいです。

　そして『魔女の旅々』という作品に触ふれてくださった皆さん、ありがとうございます！

　今後もイレイナさんの旅路は続いていきますので、どうか応援よろしくどうぞ！

　それでは十六巻でもよろしくね！
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